
暑中お見舞い　　
　　　　　　　 　申し上げます

大
事
故
な
ど
を
教
材
に
、
グ
ル

ー
プ
内
の
議
論
を
通
じ
、
貨
物

鉄
道
の
社
会
的
使
命
や
安
全
の

本
質
の
理
解
と
、
社
員
の
行
動

変
容
を
促
す
。
講
師
に
は
ベ
テ

ラ
ン
社
員
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
安

全
統
括
本
部
安
全
推
進
部
調
査

役
の
伊
藤
国
夫
、
高
橋
正
夫
の

両
氏
を
充
て
て
い
る
。

同
社
安
全
推
進
部
の
中
俣
秀

康
部
長
は
「
塾
の
名
称
は
、
過

去
の
事
故
を
風
化
さ
せ
ず
に
心

に
刻
み
、
日
々
の
業
務
で
の
安

全
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
で
命
名
さ
れ
た
。

『
論
語
』
の
『
学
び
て
思
わ
ざ

れ
ば
即
ち
く
ら
し
、
思
い
て
学

ば
ざ
れ
ば
即
ち
あ
や
う
し
』
の

言
葉
か
ら
、
仲
間
で
の
議
論
を

通
じ
た
行
動
変
容
を
促
す
施
設

と
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
佐
々
木
健
）

入
。
「
安
全
の
本
質
の
見
直

し
」
と
「
行
動
変
容
」
に
つ
な

げ
る
。
現
在
、
グ
ル
ー
プ
全
社

員
８
千
人
が
３
年
以
内
に
受
講

で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
。

施
設
面
積
は
49
平
方
㍍
で
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
ほ
か
、
投

影
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
３
台

と
と
も
に
、
過
去
の
事
故
と
労

働
災
害
の
情
報
を
ま
と
め
た

「
事
故
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
備
え

る
。
蓄
積
情
報
は
、
事
故
が
発

生
し
た
部
門
や
業
務
系
統
、
事

故
の
種
類
別
な
ど
で
検
索
・
表

示
が
可
能
で
、
事
故
概
要
・
原

因
・
対
策
と
い
っ
た
報
告
の
ほ

か
、
発
生
当
時
の
新
聞
紙
面
、

事
故
の
原
因
と
被
害
状
況
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
再

現
映
像
で
構
成
し
て
い
る
。

講
義
は
４
～
20
人
程
度
で
の

グ
ル
ー
プ
で
受
講
。
仮
想
の
重

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
施

設
で
、
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
構
内
の
中
央
研
修
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
品
川
区
）
に
あ
る
。

事
故
の
再
現
映
像
を
投
影
す
る

幅
５
㍍
、
高
さ
２
㍍
の
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
な
ど
最
新
設
備
を
導

育
施
設
「
刻
心
塾
」
を
報
道
陣

向
け
に
公
開
し
た
。
「
安
全
の

価
値
観
」
の
浸
透
・
定
着
を
図

日
本
貨
物
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
貨

物
）
は
12
日
、
報
道
陣
向
け
に

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
安
全
教

環
境
を
整
え
る
。

新
拠
点
の
稼
働
に
よ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
行
時

間
や
庫
内
作
業
員
の
出
荷
付
帯

業
務
時
間
を
年
間
２
万
時
間
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出

量
は
年
間
１
１
６
㌧
、
共
に
減

ら
す
。

今
後
は
、
倉
庫
内
の
自
動
化

・
機
械
化
に
向
け
た
基
盤
づ
く

り
も
進
め
る
。

（
高
橋
朋
宏
）

９
６
０
０
平
方
㍍
。
レ
イ
ア
ウ

ト
を
工
夫
し
て
保
管
効
率
を
高

め
、
京
葉
物
流
セ
ン
タ
ー
の
取

り
扱
い
分
だ
け
で
は
な
く
、
近

隣
の
協
力
会
社
の
倉
庫
に
保
管

し
て
い
る
製
品
や
資
材
の
保
管

・
出
荷
準
備
作
業
も
担
う
。

更
に
、
手
作
業
で
行
う
こ
と

が
多
い
ワ
イ
ン
の
検
品
や
ギ
フ

ト
の
加
工
と
い
っ
た
作
業
の
効

率
を
高
め
、
従
業
員
の
身
体
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
。
高
齢
者

や
女
性
に
も
働
き
や
す
い
職
場

出
荷
作
業
を
実
施
。
１
台
の
ト

ラ
ッ
ク
に
同
セ
ン
タ
ー
の
洋
酒

類
と
工
場
の
ビ
ー
ル
を
混
載
す

る
場
合
、
２
カ
所
で
出
荷
準
備

作
業
を
行
い
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
ん
で
い
る
。

２
カ
所
で
行
う
出
荷
準
備
作

業
を
１
カ
所
に
集
約
し
て
生
産

性
を
高
め
る
た
め
、
工
場
に
隣

接
す
る
京
葉
湾
岸
物
流
セ
ン
タ

ー
を
新
設
。
集
約
す
れ
ば
拠
点

間
配
送
も
な
く
な
る
。

新
拠
点
は
延
べ
床
面
積
３
万

現
在
は
、
工
場
と
京

葉
物
流
セ
ン
タ
ー

（
習
志
野
市
）
の
２

拠
点
で
出
荷
準
備
作
業
を
行
っ

て
い
た
が
、
工
場
と
連
結
動
線

で
結
ぶ
新
拠
点
を
整
備
す
る
こ

と
で
出
荷
機
能
を
集
約
し
、
２

拠
点
間
の
ト
ラ
ッ
ク
運
行
を
な

く
す
と
と
も
に
、
出
荷
付
帯
作

業
を
年
間
２
万
時
間
削
減
す

る
。
新
拠
点
は
８
月
19
日
出
荷

分
か
ら
稼
働
す
る
。

京
葉
物
流
セ
ン
タ
ー
は
主
に

ワ
イ
ン
な
ど
の
洋
酒
の
保
管
・

サ
ッ
ポ
ロ
グ
ル
ー
プ
物
流

（
田
島
一
孝
社
長
、
東
京
都
渋

谷
区
）
は
、
「
２
０
２
４
年
問

題
」
な
ど
を
受
け
、
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
千
葉
工
場
（
千
葉
県
船

橋
市
）
に
隣
接
す
る
京
葉
湾
岸

物
流
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
。

５
日
付
10
面

「
事
故
防
止
活
動

を
徹
底
」
の
記
事
中
、
写
真
説

明
に
「
役
員
永
年
金
ぞ
来
表

彰
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
永
年

勤
続
表
彰
」
の
誤
り
で
し
た
。

（
江
藤
和
博
、
田
村
咲
絵
）

◇

◇

９
日
付
７
面
「
ナ
ッ
ト
緩
み

止
め
リ
ン
ク
発
売
」
の
記
事

中
、
「
耐
熱
温
度
は
セ
氏
１
２

０
度
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
し

た
。
セ
氏
１
２
０
度
な
の
は

「
ナ
ッ
ト
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
」

で
す
。

（
黒
須
晃
）

◇

◇

さ
ん
は
髙
藤
選
手
を
一
本
背
負

い
投
げ
で
破
り
、
パ
リ
五
輪
出

場
を
決
め
た
。

「
パ
リ
行
き
が
決
ま
っ
た
時

は
、
う
れ
し
い
よ
り
も
こ
れ
ま

で
本
当
に
長
か
っ
た
と
い
う
気

持
ち
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
や

れ
る
こ
と
は
や
っ
た
の
で
、
後

は
メ
ン
タ
ル
を
安
定
さ
せ
て
本

番
に
挑
ん
で
ほ
し
い
」

柔
道
男
子
60
キ
ロ
級
の
試
合

は
27
日
、
１
回
戦
か
ら
決
勝
ま

で
行
わ
れ
る
。

聞
か
な
い
と
だ
め
だ
と
思
っ

た
。
二
人
で
ま
た
や
り
直
そ
う

と
決
め
、
今
後
の
こ
と
を
た
く

さ
ん
話
し
た
」

そ
の
後
、
竜
樹
さ
ん
は
永
山

社
長
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、

単
身
で
渡
仏
。
自
分
を
見
つ
め

直
し
な
が
ら
、
世
界
で
活
躍
す

る
う
ち
に
忘
れ
か
け
て
い
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
「
攻
め
る
柔

道
」
を
大
切
に
す
る
柔
道
ス
タ

イ
ル
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

そ
し
て
迎
え
た
23
年
の
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
大
会
。
竜
樹

輪
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

こ
れ
を
境
に
、
竜
樹
さ
ん
は
ス

ラ
ン
プ
に
陥
り
、
そ
れ
ま
で
二

人
三
脚
で
歩
い
て
き
た
親
子
の

間
に
亀
裂
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。「

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
逃

し
て
か
ら
、
世
界
選
手
権
で
な

か
な
か
勝
て
な
い
日
々
が
続

き
、
初
め
て
大
き
な
け
ん
か
を

し
た
。
２
年
近
く
口
を
利
か
な

か
っ
た
と
思
う
」

そ
ん
な
中
で
生
ま
れ
た
の

が
、
竜
樹
さ
ん
の
息
子
の
栄
樹

く
ん
。
「
息
子
と
は
け
ん
か
し

て
い
て
も
、
可
愛
い
孫
に
は
会

い
た
い
」
と
、
久
々
に
試
合
観

戦
に
赴
い
た
。

「
試
合
に
負
け
た
息
子
が
観

客
席
の
自
分
の
と
こ
ろ
に
来

て
、
『
勝
ち
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
』
と
言
っ
た
。
息
子
の

疲
れ
た
顔
を
見
て
、
今
ま
で
の

よ
う
に
一
方
的
に
言
う
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
本
人
の
話
を

「
小
学
６
年
生
に
な
る
と
、

２
人
で
全
国
の
学
校
を
何
カ
所

も
見
学
し
て
進
学
先
を
選
び
、

愛
知
県
の
中
高
一
貫
の
強
豪
校

に
入
学
さ
せ
た
。
小
さ
い
頃
か

ら
ス
パ
ル
タ
指
導
を
貫
い
て
い

た
の
で
、
厳
し
す
ぎ
る
の
で
は

と
周
り
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
何
も
言
わ
ず
に

応
援
し
て
く
れ
た
妻
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
」

竜
樹
さ
ん
は
徐
々
に
頭
角
を

表
し
、
中
学
３
年
生
の
時
に
全

日
本
カ
デ
（
15
～
17
歳
）
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会
と
世
界
カ

デ
柔
道
選
手
権
大
会
の
50
キ
ロ

級
で
い
ず
れ
も
優
勝
。
そ
の
後

は
世
界
レ
ベ
ル
の
選
手
と
し
て

活
躍
し
、
多
く
の
大
会
を
制
し

て
い
く
。

し
か
し
、
東
京
五
輪
出
場
が

懸
か
っ
た
19
年
の
グ
ラ
ン
ド
ス

ラ
ム
大
阪
大
会
で
は
、
ラ
イ
バ

ル
の
髙
藤
直
寿
選
手
に
敗
退
。

そ
の
後
、
髙
藤
選
手
は
東
京
五

が
負
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」
と
い
う
悔
し
さ
か
ら
、
竜

樹
さ
ん
を
一
流
の
選
手
に
育
て

る
決
心
を
し
た
。

「
自
分
は
素
人
だ
っ
た
が
、

息
子
の
練
習
相
手
に
な
る
た
め

に
黒
帯
を
取
得
し
た
。
親
子
で

の
練
習
も
続
け
な
が
ら
、
指
導

が
厳
し
い
地
元
の
柔
道
少
年
団

に
も
入
門
さ
せ
、
基
礎
を
徹
底

的
に
た
た
き
込
ん
で
も
ら
っ

た
。
た
だ
、
当
時
の
自
分
は
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
。
練
習
や

試
合
に
付
き
添
え
な
い
こ
と
も

多
か
っ
た
。
そ
れ
な
ら
い
っ
そ

の
こ
と
、
社
長
に
な
れ
ば
時
間

に
余
裕
が
で
き
る
の
で
は
と
思

い
立
ち
、
会
社
を
設
立
す
る
こ

と
に
し
た
」

２
０
０
２
年
に
同
社
を
設

立
。
「
息
子
と
の
時
間
を
確
保

し
た
い
」
と
い
う
一
心
で
経
営

を
軌
道
に
乗
せ
る
と
、
そ
れ
ま

で
以
上
に
息
子
の
柔
道
の
た
め

に
費
や
す
時
間
を
増
や
し
た
。

る
わ
け
で
も
な
い
し
、
正
直
ボ

ク
シ
ン
グ
の
方
が
格
好
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ

た
ぐ
ら
い
、
軽
い
気

持
ち
で
習
わ
せ
た
」

し
か
し
、
数
カ
月

後
の
初
試
合
。
我
が

子
が
な
す
す
べ
も
な

く
数
秒
で
負
け
る
姿

を
目
の
当
た
り
に

し
、
負
け
ず
嫌
い
に

火
が
付
い
た
。
「
ど

う
し
て
自
分
の
息
子

も
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
。
家
族
に
柔
道
経
験
者
が
い

「
息
子
が
柔
道
を
始
め
た
の

は
４
歳
の
時
で
、
近
所
の
子
ど

安
全
教
育
の
一
環
と
し
て
重
視

し
て
お
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
日

々
の
業
務
に
ぜ
ひ
と
も
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

（
沢
田
顕
嗣
）

ド
ラ
イ
バ
ー
の
道
を
歩
む
各
氏

は
、
生
命
線
で
あ
る
安
全
の
確

保
に
必
要
な
要
点
を
学
ん
だ
。

南
関
東
日
野
自
動
車
（
河
﨑

俊
哉
社
長
、
東
京
都
港
区
）
の

協
力
を
得
て
前
回
と
同
様
に
自

社
の
拠
点
で
実
施
。
受
講
者
は

「
人
間
の
特
性
」
と
「
車
両
の

特
性
」
に
焦
点
を
当
て
た
座
学

に
続
き
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
の
運
転
席
か
ら
死
角

を
体
験
。
特
設
コ
ー
ス
を

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
で
走

行
す
る
実
技
に
も
挑
戦
し

た
。ハ

ン
ド
ル
さ
ば
き
を
見

守
っ
た
林
氏
は
「
新
入
社

員
の
５
人
は
配
属
先
が
ち

ょ
う
ど
決
ま
っ
た
と
こ

ろ
。
安
全
運
転
講
習
会
は

信
濃
運
輸
（
林
俊
彦
社
長
、

東
京
都
江
戸
川
区
）
は
10
日
、

安
全
運
転
講
習
会
を
浦
安
流
通

セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
浦
安
市
）

で
開
催
し
た
。
今
春
に
高
校
を

卒
業
し
て
入
社
し
た
５
人
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
参
加
し
、
座
学
、

死
角
体
験
、
運
転
で
構
成
す
る

講
習
を
受
講
。
こ
れ
か
ら
プ
ロ

同
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー

で
あ
る
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
に
統
一
し
、
視
認
性

を
高
め
た
。

ま
た
、
大
型
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

を
持
つ
訪
日
外
国
人
に
対
し
、

荷
物
の
持
ち
運
び
の
不
便
さ
を

解
消
す
る
た
め
、
東
京
都
内
の

ホ
テ
ル
へ
当
日
配
送
で
き
る

「
手
ぶ
ら
観
光
」
を
引
き
続
き

展
開
す
る
。
更
に
、
カ
ウ
ン
タ

ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
、
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
手
荷

物
受
取
場
に
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
を
設
置
な
ど
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
位
置
を
分
か
り
や
す
く
示
す

こ
と
で
、
手
ぶ
ら
観
光
の
活
用

を
訴
求
し
て
い
く
。

（
田
中
信
也
）

佐
川
急
便
（
本
村
正
秀
社

長
、
京
都
市
南
区
）
は
16
日
、

羽
田
空
港
内
の
「
宅
配
カ
ウ
ン

タ
ー
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
、
と
発
表
し
た
。

同
空
港
の
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
到
着
ロ

ビ
ー
（
国
内
線
）
に
あ
る
計
２

カ
所
の
宅
配
カ
ウ
ン
タ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
９
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
明
け
て

利
用
者
が
増
加
す
る
中
、
よ
り

多
く
の
利
用
を
促
せ
る
よ
う
、

12
日
付
３
面
「
全
社
員
が
フ

レ
ッ
ク
ス
制
」
の
記
事
中
、

「
お
納
め
本
部
コ
ア
ブ
ロ
ッ

ク
」
と
あ
る
の
は
「
お
納
め
本

部
ダ
ム
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
誤
り
で

し
た
。

（
根
来
冬
太
）

か
」
と
見
て
い
る
。

荷
物
の
長
距
離
率
（
５
０
０

㌔
以
上
）
は
28
％
（
前
月
比
１

・
５
㌽
減
、
前
年
同
月
比
０
・

６
㌽
増
）
と
な
っ
た
。

（
高
橋
朋
宏
）

増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

『
２
０
２
４
年
問
題
』
に
突
入

し
、
自
社
で
運
べ
な
い
荷
物
を

別
の
手
段
（
共
同
配
送
）
で
運

べ
な
い
か
と
、
積
極
的
に
荷
物

を
登
録
し
て
い
る
の
で
は
な
い

数
値
を
指
標
１
０
０
と
設
定
）

は
、
99
・
９
（
前
月
比
２
・
２

㌽
減
、
前
年
同
月
比
７
・
８
㌽

増
）
と
、
24
年
に
入
っ
て
初
め

て
１
０
０
を
下
回
っ
た
。

同
社
は
運
賃
指
数
が
１
０
０

を
下
回
っ
た
要
因
に
つ
い
て

「
円
安
や
自
動
車
の
一
部
出
荷

停
止
な
ど
の
影
響
で
荷
動
き
が

鈍
く
、
低
い
運
賃
で
成
約
す
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
は
」

と
分
析
。

一
方
、
荷
物
情
報
数
の
増
加

傾
向
に
つ
い
て
は
「
会
員
数
が

ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
（
皆
川
拓
也

社
長
、
東
京
都
渋
谷
区
）
が
12

日
に
公
表
し
た
６
月
度
の
荷
物

情
報
数
は
、
21
万
６
６
０
４
件

（
前
月
比
１
・
１
％
増
、
前
年

同
月
比
41
％
増
）
だ
っ
た
。
運

賃
指
数
（
２
０
２
３
年
４
月
の

金
築

勇
次
氏
（
ジ
ャ
パ
ン

ト
ラ
ッ
ク
大
阪
＝
兵
庫
県
伊
丹

市
＝
取
締
相
談
役
）
７
月
９
日

死
去
、
90
歳
。
告
別
式
は
近
親

者
で
行
っ
た
。
喪
主
は
同
社
社

長
で
長
男
、
秀
人
氏
。

Ｔ
Ｇ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
堀
江
亮
社
長
、
愛
知

県
一
宮
市
）
は
15
日
、
一
宮
市
立
萩
原
中
学
校
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
を
対
象
に
バ
レ
ー
教
室
を
開

い
た
。
同
社
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
Ｖ
リ
ー
グ
男
子

１
部
「
ウ
ル
フ
ド
ッ
グ
ス
名
古
屋
」
の
近
裕
崇
選

手
が
企
業
研
修
中
で
あ
る
た
め
、
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
管
理
本
部
の
松
岡
紀
重
本
部

長
は
「
当
社
が
日
頃
か
ら
地
域
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
企
画
し

た
。
ぜ
ひ
近
選
手
た
ち
の
指
導
を
皆
で
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

教
室
に
は
、
近
選
手
と
エ
ー
ス
の
山
田
脩
造
選

手
に
加
え
、
同
チ
ー
ム
で
元
選
手
だ
っ
た
黒
澤
雄

介
育
成
コ
ー
チ
も
参
加
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ウ
ル
ド
く
ん
」
も
応
援
に
駆
け

付
け
た
。
教
室
開
催
後
に
は
、
チ
ー
ム
の
グ
ッ
ズ

な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
や
憧
れ
の
選
手
に
よ
る
サ

イ
ン
会
も
行
っ
た
。

ウ
ル
フ
ド
ッ
グ
ス
名
古
屋
は
、
前
身
の
豊
田
合

成
ト
レ
フ
ェ
ル
サ
か

ら
２
０
１
９
年
に
チ

ー
ム
名
を
変
更
。
Ｔ

Ｇ
ロ
ジ
は
親
会
社
の

豊
田
合
成
と
と
も
に

同
チ
ー
ム
の
応
援
と

地
域
貢
献
活
動
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
。

（
梅
本
誠
治
）

福
島
市


会

長

佐
藤

信
成

公
益
社
団
法
人
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

秋
田
県
美
郷
町


社

長

近
藤

哲
泰

六
郷
小
型
貨
物
自
動
車
運
送
株
式
会
社

宮
城
県
岩
沼
市


社

長

平

良
夫

株
式
会
社
平
産
業
運
輸

仙
台
市
若
林
区


代

表

取
締
役

庄
子

清
一

株
式
会
社
庄
子
運
送

岩
手
県
花
巻
市


社

長

髙
橋

伸
光

岩
手
雪
運
株
式
会
社

青
森
県
八
戸
市


社

長

森
山

慶
一

株
式
会
社
共
同
物
流
サ
ー
ビ
ス

(順不同)

よ
な
く
愛
し
た
の
が
お
酒
。

日
本
酒
、
焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ

ー
、
ワ
イ
ン
何
で
も
好
み
、

酒
に
酔
っ
た
姿
を
見
る
こ
と

が
な
か
っ
た
く
ら
い
大
酒
豪

だ
っ
た
。
し
か
し
、
肝
機
能

は
驚
く
ほ
ど
丈
夫
だ
っ
た
よ

う
だ
。

一
方
、
小
倉
氏
の
教
え
な

の
か
、
政
治
に
は
関
心
を
示

さ
ず
、
全
ト
協
会
長
時
代
は

全
て
現
会
長
の
坂
本
克
己
氏

に
任
せ
て
い
た
。

常
に
「
自
然
体
」
が
生
き

方
の
大
き
な
軸
だ
っ
た
。
人

に
気
を
使
わ
せ
ず
、
い
つ
も

笑
顔
で
、
人
に
優
し
い


。
ま
さ
に
巨
星
落
つ
、

で
あ
る
。

（
北
原
秀
紀
）

自
転
車
で
通
っ
た
。
明
治
大

学
時
代
は
自
動
車
部
の
主
将

を
務
め
、
自
動
車
も
愛
し

た
。
50
代
の
こ
ろ
交
通
事
故

の
被
害
者
と
な
っ
た
が
、
入

院
中
は
ワ
ー
プ
ロ
に
挑
戦
す

る
な
ど
常
に
向
上
心
を
発

揮
。
と
こ
ろ
が
、
70
代
に
な

る
と
、
あ
っ
さ
り
運
転
免
許

証
を
返
納
し
、
周
り
を
驚
か

せ
た
。

地
元
で
は
名
家
。
近
く
の

神
社
の
氏
子
総
代
を
長
く
務

め
、
祭
り
で
は
、
法
被
、
も

も
引
き
、
ぞ
う
り
を
粋
に
着

こ
な
す
姿
が
、
長
身
も
相
ま

っ
て
か
っ
こ
良
か
っ
た
。
こ

癖
だ
っ
た
。
全
国
に
先
駆
け

て
東
京
都
で
協
会
の
会
員
が

第
１
当
事
者
と
な
る
死
亡
事

故
の
統
計
を
入
手
。
年
々
死

者
が
減
っ
て
い
く
の
を
数
値

で
示
し
た
。

全
ト
協
の
会
長
に
な
る

と
、
同
じ
よ
う
に
「
目
標
」

を
掲
げ
て
突
き
進
む
か
に
思

わ
れ
た
が
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

は
せ
ず
、
副
会
長
や
理
事
長

を
信
頼
し
て
任
せ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

自
宅
か
ら
の
出
勤
は
、
天

候
に
関
係
な
く
全
て
自
転

車
。
あ
き
る
野
市
の
自
宅
か

ら
立
川
の
本
社
ま
で
毎
日
、

外
展
開
も
主
導
し
た
。
同
じ

小
倉
学
校
の
同
窓
生
、
カ
ン

ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長

（
同
）
の
原
島
望
泰
氏
は
生

前
、
「
星
野
さ
ん
は
ト
ラ
ッ

ク
会
社
の
経
営
者
と
し
て
は

超
一
流
だ
」
と
評
価
し
て
い

た
。東

ト
協
会
長
時
代
は
事
故

防
止
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
ば
く
大
な
予
算
を
投
入

し
て
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
普
及
に
多
大
な
力
を
注
い

だ
。
「
20
年
か
け
て
も
達
成

で
き
な
か
っ
た
事
故
の
減
少

を
、
ド
ラ
レ
コ
で
達
成
で
き

た
」
と
い
う
の
が
当
時
の
口

会
長
と
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
を
そ
れ
ぞ
れ
３
期
６

年
務
め
た
。
（
１
面
参
照
）

「
宅
急
便
」
の

生
み
の
親
で
あ
る

ヤ
マ
ト
運
輸
社
長

（
当
時
）
の
小
倉

昌
男
氏
を
尊
敬
し

て
や
ま
ず
、
「
教

え
子
」
を
自
任
。

多
摩
運
送
を
現
在

の
規
模
に
成
長
さ

せ
、
中
国
へ
の
海

６
日
に
死
去
し

た
星
野
良
三
氏

は
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

北修社長 永山 修氏北修社長 永山 修氏

26
日
に
開
幕
す
る
パ
リ
五
輪
に
、
北
修
（
北
海
道
美
唄
市
）
の
永
山
修
社
長
（
50
）
の
長

男
、
永
山
竜
樹
さ
ん
（
28
）
が
柔
道
男
子
60
キ
ロ
級
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。
２
０
２

１
年
の
東
京
五
輪
出
場
の
代
表
争
い
で
涙
を
の
ん
だ
竜
樹
さ
ん
を
支
え
続
け
て
き
た
永
山
社
長

は
「
金
メ
ダ
ル
へ
の
思
い
を
込
め
て
、
当
社
の
ト
ラ
ッ
ク
は
全
て
金
色
。
試
合
当
日
は
家
族
は

も
ち
ろ
ん
、
創
業
当
初
か
ら
会
社
を
支
え
て
く
れ
た
社
員
も
一
緒
に
応
援
に
行
く
」
と
語
る
。

親
子
二
人
三
脚
で
つ
か
ん
だ
夢
の
大
舞
台
。
持
ち
味
を
出
し
切
り
、
悔
い
な
く
戦
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
高
清
水
彩
）

長
男･

竜
樹
さ
ん

パ
リ
五
輪
柔
道

㌔
級
出
場

長
男･

竜
樹
さ
ん

パ
リ
五
輪
柔
道

㌔
級
出
場

長
男･

竜
樹
さ
ん

パ
リ
五
輪
柔
道

㌔
級
出
場

サ
ポ
ー
ト
の
た
め
会
社
設
立
ト
ラ
ッ
ク

全
て
金
色

孫
の
栄
樹
く
ん
を

抱
く
永
山
社
長
㊨

と
竜
樹
選
手

羽
田
空
港
カ
ウ
ン
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
一
新

視
認
性
を
向
上

佐
川
急
便

中
学
校
で
バ
レ
ー
教
室

｢

自
然
体｣

が
軸

い
つ
も
笑
顔

拠
点
間
輸
送
な
し

付
帯
作
業
を
削
減

サ
ッ
ポ
ロ
Ｇ
物
流

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工
場

（
左
奥
）
に
隣
接
す
る
京
葉

湾
岸
物
流
セ
ン
タ
ー

ＪＲ貨物

教
育
施
設｢

刻
心
塾｣

公
開

議
論
通
じ
安
全
の
本
質
理
解

プ
ロ
選
手
の
指
導

を
受
け
る
萩
原
中

の
バ
レ
ー
部
員

ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
６
月

運
賃
指
数

下
回
る

低
い
運
賃
で
の
成
約
多
く

特
設
コ
ー
ス
で
運
転
に

挑
戦
す
る
新
卒
ド
ラ
イ

バ
ー

信濃運輸

安
全
運
転
講
習
会
を
開
催

新
卒
ド
ラ
イ
バ
ー
５
人
受
講

星野前全ト協会長死去

安
倍
晋
三
首
相

（
当
時
）
、
ド

ラ
コ
ン
の
各
部

門
優
勝
者
と
記

念
撮
影
（

年

６
月
）

（
面
担

北
博
樹
）
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ド
ラ
イ
バ
ー
の
な
り
手
を
増
や

す
こ
と｣

と
強
調
更
に
「
標
準

的
な
運
賃
が
高
い
と
感
じ
た
な

ら
ば
、
今
ま
で
が
安
す
ぎ
た
の

か
も
し
れ
な
い｣

と
指
摘
し
た


続
い
て
、
田
中
氏
、
中
国
経

済
産
業
局
の
高
橋
宏
治
流
通
・

サ
ー
ビ
ス
産
業
課
長
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
、
イ

ズ
ミ
の
米
谷
明
浩
物
流
事
業
部

長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
司
会
は
安
藤

氏
が
務
め
た
。

田
中
氏
は
荷
主
パ
ト
ロ
ー
ル

を
通
じ
た
感
想
と
し
て
、
「
荷

主
が
対
策
を
全
く
考
え
て
い
な

い
と
し
た
ら
、
運
送
会
社
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か

も
し
れ
な
い
」
「
ド
ラ
イ
バ
ー

の
声
を
も
っ
と
聞
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
」
な

ど
と
話
し
た
。

米
谷
氏
は
物
流
効
率
化
に
向

け
た
方
策
と
し
て
、
予
約
シ
ス

テ
ム
導
入
の
効
果
を
報
告
｢

ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
掛
か
る

が
、
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
ト
ラ
ッ

ク
の
車
列
が
激
減
し
た
。
当
社

に
と
っ
て
も
、
作
業
の
平
準
化

を
図
る
と
と
も
に
入
庫
車
両
を

予
測
し
、
セ
ン
タ
ー
の
働
き
方

も
改
善
で
き
た
」
と
伝
え
た
。

同
業
他
社
と
発
足
し
た
「
中

四
国
物
流
研
究
会
」
に
も
言
及

し
、
「
商
売
で
は
競
争
相
手
だ

が
、
物
流
は
協
調
領
域
に
し
よ

う
と
い
う
試
み
」
と
語
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
高
橋
氏
が
「
24

年
問
題
に
企
業
が
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
は
大
事
だ
」

と
、
期
待
を
込
め
た
。

（
矢
野
孝
明
）

意
を
促
し
た
。

一
方
、
荷
主
に
は
「
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ル
ー
ル
を
守

り
な
が
ら
荷
物
を
届
け
る
こ
と

に
神
経
を
す
り
減
ら
し
て
い

る
」
「
運
送
会
社
の
全
て
の
経

費
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
、
コ
ス
ト
を
適
正
に
負
担

し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
た
。

ま
た
、
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
経
営
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
安
藤
豊
・

経
営
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

「
24
年
問
題
の
本
質
は
、
全
産

業
平
均
の
時
給
と
の
差
を
埋
め

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

（
舩
曳
真
一
郎
社
長
、
東
京
都

千
代
田
区
）
は
11
日
、
「
２
０

２
４
年
問
題
」
対
策
が
テ
ー
マ

の
セ
ミ
ナ
ー
を
広
島
市
で
開
い

た
。
関
係
行
政
や
流
通
大
手
の

物
流
担
当
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
た
内

容
で
、
荷
主
や
運
送
事
業
者
な

ど
か
ら
70
人
以
上
が
聴
講
し
見

識
を
深
め
た
。

中
国
運
輸
局
の
田
中
幸
久
貨

物
課
長
が
、
24
年
問
題
の
概
要

を
説
明
。
運
送
会
社
に
向
け

て
、
「
根
拠
の
な
い
値
上
げ
率

で
運
賃
交
渉
す
る
と
、
結
果
的

に
減
額
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
注

導
体
製
造
装
置
を
対
象
に
補
助

す
る
こ
と
で
荷
の
流
れ
を
構
築

し
た
い
。
一
歩
先
の
価
値
観
を

体
現
す
る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
挑
戦

都
市
・
北
九
州
市
』
の
実
現
に

向
け
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る

企
業
誘
致
を
加
速
さ
せ
て
い

く
」
（
市
産
業
経
済
局
企
業
立

地
支
援
課
物
流
拠
点
推
進
室
）

と
し
て
い
る
。

（
武
原
顕
）

業
補
助
金｣

を
新
設
対
象
要
件

は
、
北
九
州
市
や
近
隣
の
物
流

施
設
で
半
導
体
製
造
装
置
を
保

管
・
梱
包
し
、
北
九
州
空
港
や

北
九
州
港
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
て
入
出
荷
を
行
う
事
業

で
経
費
の
50
％
を
補
助
す
る
。

北
九
州
市
で
は
「
当
市
を
拠

点
と
す
る
荷
の
流
れ
を
つ
く
り

出
す
こ
と
が
有
効
。
ま
ず
、
半

以
上
。
福
岡
県
地
域
未
来
投
資

促
進
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た

地
域
経
済
牽
引
事
業
に
該
当
す

る
分
野
の
う
ち
、
①
自
動
車
・

半
導
体
・
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
産
業
の
集
積
を
活

用
し
た
成
長
も
の
づ
く
り
分
野

②
陸
・
海
・
空
の
充
実
し
た
交

通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
「
物

流
関
連
分
野
」


な
ど
を
対

象
と
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
（
分
散
型
台

帳
）
な
ど
の
技
術
蓄
積
・
人
材

を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技

術
）
関
連
産
業
や
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
産
業
集
積
・
技

術
蓄
積
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン

関
連
分
野
、
バ
イ
オ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
の
各
分
野
も
含
め
た
。

こ
れ
ら
の
企
業
誘
致
の
促
進

に
向
け
、
新
た
に
立
地
す
る
企

業
に
対
す
る
補
助
金
の
上
限
額

を
現
行
の
10
億
円
か
ら
最
大
50

億
円
ま
で
引
き
上
げ
る
。
半
導

体
、
次
世
代
自
動
車
な
ど
投
資

額
が
２
０
０
億
円
程
度
以
上
の

対
象
要
件
と
し
た
。

一
方
、
北
九
州
市
へ
の
先
進

的
な
大
型
物
流
施
設
の
誘
致
を

目
指
す
た
め
「
半
導
体
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン(

供
給
網)

構
築
事

を
開
始
し
た
。

企
業
誘
致
加
速
大
作
戦
で

は
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の

手
続
き
を
経
て
一
定
の
条
件
を

満
た
す
と
、
特
例
措
置
で
「
市

街
化
調
整
区
域
の
ま
ま
開
発
が

可
能
」
と
し
、
「
地
域
経
済
牽

け
ん

引
い
ん

事
業
」
に
該
当
す
る
施
設
の

用
地
を
整
備
す
る
場
合
、
農
用

地
区
域
や
第
一
種
農
地
の
転
用

が
可
能
と
な
る
。

民
間
開
発
の
条
件
は
、
１
カ

所
当
た
り
の
開
発
規
模
が
５
㌶

響
灘
・
門
司
・
小
倉
南
の
各
エ

リ
ア
で
稼
働
中
の
港
湾
施
設
か

ら
お
お
む
ね
３
㌔
圏
内
を
対
象

に
、
民
間
開
発
事
業
者
の
募
集

出
を
目
指
す
「
企
業
誘
致
加
速

大
作
戦
」
を
始
動
さ
せ
た
。
５

日
、
北
九
州
市
の
主
要
な
高
速

道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や

北
九
州
市
は
、
地
域
未
来
投

資
促
進
法
の
特
例
措
置
を
活
用

し
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
５
年

間
で
計
20
㌶
の
産
業
用
地
の
創

ス
タ
の
整
備
（
検
討
）
、
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
（
無
線
自
動
識
別
）
付
き

折
り
畳
み
コ
ン
テ
ナ
（
ス
マ
ー

ト
ボ
ッ
ク
ス
）
の
規
格
化
・
レ

ン
タ
ル
化
に
よ
る
共
同
利
用
、

基
準
と
な
る
物
流
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
の
明
確
化
、
納
品
デ
ー
タ

の
電
子
化
と
Ａ
Ｓ
Ｎ
（
事
前
出

荷
情
報
）
に
よ
る
荷
受
け
作
業

の
効
率
化
を
目
指
す
。

Ｓ
Ｃ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大

賞
は
、
同
協
議
会
の
日
用
品
物

流
標
準
化
Ｗ
Ｇ
が
大
賞
を
獲

得
。
業
界
物
流
情
報
基
盤
（
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
を
活

用
し
た
物
流
改
革
の
取
り
組
み

が
高
い
評
価
を
受
け
た
。
優
秀

賞
は
い
ず
れ
も
物
流
問
題
の
解

決
に
当
た
る
３
組
（
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
食
品
・
総
武
物
流
、
日
清

食
品
・
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
、
日
本
ア
ク
セ
ス
）
に
贈

ら
れ
た
。

（
沢
田
顕
嗣
）

決
に
向
け
て
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
た
。

23
年
度
の
活
動
成
果
つ
い
て

は
「
商
流
・
物
流
に
お
け
る
コ

ー
ド
体
系
標
準
化
」
「
物
流
資

材
の
標
準
化
お
よ
び
運
用
検

討
」
「
取
引
透
明
化
に
向
け
た

商
慣
習
検
討
」
「
デ
ー
タ
共
有

に
よ
る
物
流
効
率
化
検
討
」
の

各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
の
取
り
組
み
を
報
告
。

続
い
て
、
製
・
配
・
販
が
連

携
し
Ｓ
Ｃ
全
体
の
最
適
化
に
取

り
組
む
決
意
を
明
文
化
し
た

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
実
現
に
向
け
た
実
行
宣
言
」

を
読
み
上
げ
た
。
実
行
宣
言
は

25
年
度
末
ま
で
に
具
現
化
す
る

施
策
を
明
示
し
、
今
年
度
は
こ

れ
に
沿
っ
た
議
論
を
深
め
る
。

各
Ｗ
Ｇ
は
25
年
度
末
の
期
限

に
向
け
て
、
商
品
マ
ス
タ
登
録

の
推
進
と
物
流
標
準
事
業
所
マ

動
成
果
を
踏
ま
え
た
24
年
度
の

運
営
方
針
を
説
明
し
た
ほ
か
、

物
流
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

姿
勢
を
内
外
に
示
す
「
フ
ィ
ジ

カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｐ

Ｉ
）
実
現
に
向
け
た
実
行
宣

言
」
を
発
信
。
併
せ
て
「
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
大
賞
」
の
表
彰
式
も
実
施

し
た
。

流
通
経
済
研
究
所
の
青
山
繁

弘
理
事
長
が
「
『
２
０
２
４
年

問
題
』
が
産
業
界
全
体
の
課
題

と
な
る
中
、
本
日
は
四
つ
の
活

動
成
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
り
、

物
流
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
Ｓ
Ｃ
、
供
給
網
）
の
課
題
解

製
・
配
・
販
連
携
協
議
会

（
Ｇ
Ｓ
１

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
流

通
経
済
研
究
所
が
主
催
）
は
12

日
、
総
会
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
た
。
２
０
２
３
年
度
の
活

き
な
か
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
化

で
、
誰
が
何
時
間
で
ど
の
く
ら

い
仕
分
け
た
の
か
、
配
送
先
で

指
摘
さ
れ
た
破
損
商
品
は
誰
が

取
り
扱
っ
た
の
か
デ
ー
タ
に
残

る
。
能
力
値
が
見
や
す
く
な

り
、
教
育
に
生
か
せ
る
」
と
導

入
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

富
澤
氏
は
「
作
業
員
は
両
手

で
的
確
・
安
全
に
作
業
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
効
率
も
上
が
っ

た
。
今
後
は
、
中
分
け
作
業
全

体
で
の
導
入
を
検
討
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

内
作
業
員
は
90
人
お
り
、
３
勤

務
体
制
で
24
時
間
３
６
５
日
稼

働
。
大
量
の
紙
を
消
費
し
て
い

る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
不
向
き

な
感
熱
紙
の
た
め
廃
棄
し
て
い

る
。竹

井
氏
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
観
点

か
ら
も
、
紙
の
廃
棄
を
な
く
し

た
か
っ
た
」
と
環
境
保
全
面
で

の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
。

更
に
、
「
以
前
は
全
体
で
の

作
業
量
や
生
産
性
は
測
れ
た

が
、
個
々
の
生
産
性
は
把
握
で

労
働
や
余
計
な
動
線
が
な
く
な

っ
た
。

紙
の
レ
シ
ー
ト
は
１
作
業
当

た
り
25
㌢
前
後
の
長
さ
で
、
作

業
員
は
多
い
日
だ
と
20
商
品
ほ

ど
扱
う
。
久
喜
セ
ン
タ
ー
の
庫

め
た
。

展
示
会
や
シ
ス
テ
ム
開
発
会

社
を
訪
問
し
て
検
討
を
重
ね

た
。
自
社
の
作
業
方
法
に
対
応

で
き
、
か
つ
開
発
・
導
入
費
用

面
か
ら
フ
リ
ッ
ク
（
亀
井
知
孝

社
長
、
府
中
市
）
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
に
決
め
た
。

同
社
本
社
の
共
配
事
業
部
運

営
部
の
富
澤
一
樹
課
長
は
「
紙

を
見
な
が
ら
の
作
業
な
の
で
効

率
は
思
う
よ
う
に
改
善
せ
ず
、

ま
た
、
片
手
で
作
業
し
が
ち
で

労
働
負
担
も
大
き
い
。
労
働
負

荷
軽
減
と
長
期
間
安
心
し
て
働

い
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
を

し
た
か
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

久
喜
セ
ン
タ
ー
の
竹
井
良
行

業
務
課
長
は
「
湿
気
で
濡
れ
て

読
め
な
く
な
っ
た
り
、
な
く
し

た
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
」
と
指
摘
。
紙
の
レ
シ
ー
ト

を
印
刷
す
る
端
末
は
庫
内
２
カ

所
に
設
置
し
、
１
作
業
（
商

品
）
が
終
わ
る
ご
と
に
印
刷
し

に
行
く
仕
組
み
。
デ
ジ
タ
ル
に

切
り
替
え
、
印
刷
端
末
に
行
く

ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
導
入
し

た
の
は
グ
ル
ー
プ
最
大
の
チ
ル

ド
倉
庫
が
あ
る
久
喜
セ
ン
タ
ー

（
埼
玉
県
久
喜
市
）
で
、
冷
蔵

倉
庫
は
２
８
１
０
平
方
㍍
。

店
舗
ご
と
に
小
分
け
す
る
前

段
階
の
、
ラ
イ
ン
ご
と
に
商
品

を
仕
分
け
る
「
中
分
け
」
の
一

部
で
２
０
２
３
年
秋
に
６
台
取

り
入
れ
た
。
24
年
７
月
時
点

で
、
導
入
し
た
チ
ー
ム
の
１
日

当
た
り
の
作
業
時
間
は
最
短
で

も
２
時
間
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

中
分
け
で
は
、
倉
庫
中
央
部

に
置
か
れ
た
商
品
を
20
の
ラ
イ

ン
に
仕
分
け
て
い
く
。
仕
分
け

情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
の
レ
シ

ー
ト
を
見
な
が
ら
の
作
業
で
は

片
手
が
塞
が
る
た
め
、
作
業
の

効
率
や
安
全
性
が
低
下
、
22
年

か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
討
を
始

国
土
交
通
省

〈
７
月
16
日
〉
辞
職
（
大
臣

官
房
審
議
官
＝
総
合
政
策
局
担

当
）
井
上
伸
夫
▽
大
臣
官
房
審

議
官
＝
総
合
政
策
局
担
当
、
後

藤
慎
一

鴻
池
運
輸

〈
７
月
16
日
〉
国
際
統
括
本

部
部
長
、
井
本
淳
二
郎

渋
沢
倉
庫

〈
６
月
27
日
〉
取
締
役
、
馬

場
佳
子
▽
常
勤
監
査
役
、
星
正

俊
▽
同
、
森
進
▽
常
務
執
行
役

員
、
横
浜
支
店
長
石
井
啓
志
▽

同
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
青
野

宣
昭
▽
上
級
執
行
役
員
、
総
務

部
長
菅
野
康
弘
▽
同
、
東
京
支

店
長
鈴
木
保
志
▽
執
行
役
員
、

国
際
営
業
部
長
吉
田
崇
▽
同
、

渋
沢
陸
運
社
長
本
橋
昌
臣
▽
退

任
（
常
勤
監
査
役
）
眞
鍋
雅
信

▽
同
（
監
査
役
）
工
藤
慎
二

名
古
屋･

瑞
穂
に
セ
ン
タ
ー

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
（
中
谷
康
夫
会
長
兼
社
長
、

東
京
都
中
央
区
）
は
12
日
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
中

部
（
長
尾
清
志
社
長
、
名
古
屋
市
中
区
）
が
熱
田

物
流
セ
ン
タ
ー
（
瑞
穂
区
）
を
同
日
に
稼
働
さ
せ

た
、
と
発
表
し
た
。
主
要
な
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
容
易
な
上
に
、
名
古
屋
の
中
心
部
ま
で
５
㌔
圏

内
、
名
古
屋
港
に
は
18
㌔
程
度
の
距
離
に
位
置
す

る
立
地
特
性
を
生
か
し
、
荷
主
企
業
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
汎

は
ん

用
よ
う

セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
さ

せ
る
。

敷
地
面
積
が
１
万
４
５
０
０
平
方
㍍
、
鉄
骨
造

り
５
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は
２
万
１
３
０
０

平
方
㍍
。
荷
物
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
、
垂
直

搬
送
機
３
基
、
ド
ッ
ク
レ
ベ
ラ
ー
３
基
を
備
え
る

ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
充
電

設
備
な
ど
を
導
入
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
を
図
る
。

今
後
は
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
顔
認
証
に
よ
る
監
視

カ
メ
ラ
な
ど
を
一
部
エ
リ
ア
に
備
え
、
堅
固
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

体
制
の
下
で
パ

ソ
コ
ン
や
情
報

通
信
機
器
の
キ

ッ
テ
ィ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
も
手
掛

け
る
。

（
沢
田
顕
嗣
）

北
九
州
市
活
用
■
地
域
未
来
投
資
促
進
法

半
導
体
供
給
網
構
築
を
補
助

埼
玉
県
戸
田
市


社

長

箱
守

和
之

京
葉
流
通
倉
庫
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市


支
部
長

粟
屋

慎
治

埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
越
谷
支
部

埼
玉
県
鴻
巣
市


会

長

丑
久
保

政
男

ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

埼
玉
県
熊
谷
市


社

長

井
ノ
瀬

広
和

株
式
会
社
井
ノ
瀬
運
送 さ

い
た
ま
市
大
宮
区


社

長

篠
嵜

元
久

篠
崎
運
輸
株
式
会
社

宇
都
宮
市


社

長

上
田

敏
夫

プ
リ
ヴ
ェ
運
輸
株
式
会
社

茨
城
県
境
町


社

長

相
良

拓
弥

ヤ
マ
ニ
屋
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

茨
城
県
坂
東
市


社

長

吉
田

孝
美

吉
田
運
送
株
式
会
社

茨
城
県
取
手
市


社

長

安
達

寛
人

関
東
総
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市


社

長

沼
尻

年
正

沼
尻
産
業
株
式
会
社

福
島
県
い
わ
き
市


社

長

村
田

裕
之

磐
栄
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

(順不同)

５
階
建
て
で

延
べ
床
面
積

は
２
万
１
３

０
０
平
方
㍍

日
用
品
物
流
標
準
化
Ｗ
Ｇ
な

ど
を
表
彰

て
、
会
員
間
の
情
報
交
換
や

行
政
の
助
成
な
ど
の
情
報
提

供
で
支
援
し
て
い
く
」
と
語

っ
た
。

参
拝
後
、
日
倉
協
寄
贈
の

石
碑
前
で
宮
司
か
ら
お
は
ら

い
を
受
け
、
先
人
達
の
こ
れ

ま
で
の
業
績
に
拝
礼
。
日
倉

協
の
米
田
浩
理
事
長
は
「
こ

こ
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

倉
庫
業
関
係
者
が
一
年
の
お

礼
と
今
年
の
無
事
故
や
事
業

安
寧
を
願
う
場
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
日
倉
協
で
も
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
、
会
員
の

一
層
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
梅
本
誠
治
）

後
の
初
仕
事
と
し
て
、
厳
か

な
当
祭
へ
の
参
加
に
感
謝
し

て
い
る
。
世
間
で
は
物
流
業

界
に
注
目
が
集
ま
る
中
、
物

流
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
倉

庫
業
も
そ
の
波
に
乗
り
遅
れ

ず
、
安
全
と
健
康
を
ベ
ー
ス

に
社
業
発
展
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
。

そ
の
上
で
「
現
状
、
モ
ノ

の
動
き
は
良
く
な
い
が
、

『
２
０
２
４
年
問
題
』
に
よ

っ
て
荷
主
に
対
し
て
物
が
言

え
る
環
境
に
な
っ
て
き
た
。

た
だ
、
全
て
は
良
い
人
材
を

確
保
で
き
る
か
に
尽
き
る
。

よ
り
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ
い

と
事
業
の
発
展
を
祈
っ
た
。

高
倉
神
社
が
財
宝
な
ど
の

管
理
を
任
さ
れ
、
倉
庫
業
の

神
様
の
発
祥
と
言
わ
れ
る
高

た
か

倉
く
ら

下
じ
の

命
み
こ
と

を
祭
神
に
祭
る
こ

と
か
ら
、
毎
年
７
月
13
日
に

開
く
倉
庫
業
界
関
係
者
の
伝

統
神
事
。
式
典
で
は
、
神
楽

舞
と
舞
楽
を
賜
っ
た
後
、
日

倉
協
や
地
元
の
東
海
倉
庫
協

会
（
尾
関
圭
司
会
長
）
な

ど
、
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
た

倉
庫
関
係
者
が
玉
串
を
奉
げ

た
。尾

関
会
長
は
「
会
長
就
任

日
本
倉
庫
協
会
（
藤
倉
正

夫
会
長
）
と
全
国
の
倉
庫
協

会
、
倉
庫
業
関
係
者
は
13

日
、
三
重
県
伊
賀
市
の
高
倉

神
社
で
執
り
行
わ
れ
た
倉

そ
う

暉き

祭
さ
い

に
参
列
し
、
安
全
・
安
寧

三
井
住
友
海
上
◆

年
問
題
対
策
セ
ミ
ナ
ー

関
係
行
政
と
荷
主
が
討
論

製･

配･

販
連
携
協

Ｐ
Ｉ
実
現
へ
実
行
宣
言

安全と事業発展を祈願

神
楽
舞
を
賜
る

日
倉
協

ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
用
い
て

仕
分
け
る
庫
内
作
業
員

直販配送 両手で的確･安全に作業

（
左
か
ら
）
中
国
運
局
の
田

中
貨
物
課
長
、
中
国
経
産
局

の
高
橋
課
長
、
イ
ズ
ミ
の
米

谷
物
流
事
業
部
長
、
Ｍ
Ｓ
＆

Ａ
Ｄ
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
安
藤
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
グ
ル
ー
プ
の
直
販
配
送
（
倉
持
裕
司
社
長
、
東
京
都
新
宿
区
）
は
ス
マ
ー

ト
グ
ラ
ス
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
眼

鏡
の
よ
う
な
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
に
仕
分
け
情
報
を
投
影
、
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
で
生
産
性
を
高
め

た
。
ま
た
、
従
来
の
紙
の
レ
シ
ー
ト
を
見
な
が
ら
の
仕
分
け
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
大

量
に
出
る
紙
の
廃
棄
と
、
作
業
員
が
作
業
場
と
レ
シ
ー
ト
を
印
刷
す
る
端
末
間
を
往
復
す
る
手

間
を
省
き
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
と
環
境
保
全
も
実
現
さ
せ
た
。

（
高
橋
朋
宏
）

（
面
担

石
黒
康
二
朗
）
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傡
傠
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丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁 丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁

丁丁丁丁

丁丁丁丁

丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁 丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁

丁丁丁

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

の
６
９
２
万
７
千
個
。
個
人
消

費
の
弱
さ
と
物
価
上
昇
、
円
安

な
ど
に
よ
り
、
消
費
財
荷
動
き

の
プ
ラ
ス
転
換
は
期
待
薄
と
悲

観
的
な
予
測
と
し
た
。

国
際
航
空
貨
物
は
生
産
財
の

荷
動
き
の
好
調
を
反
映
し
、
輸

出
入
と
も
プ
ラ
ス
で
推
移
。
輸

出
は
通
期
４
％
増
の
97
万
５
千

㌧
、
輸
入
も
３
％
増
の
１
１
５

万
３
２
０
０
㌧
と
し
た
。
輸
出

貨
物
は
、
半
導
体
関
連
（
電
子

部
品
・
製
造
装
置
）
や
自
動
車

部
品
の
需
要
を
取
り
込
み
好
調

に
推
移
す
る
。
（
佐
々
木
健
）

ナ
輸
出
は
、
上
期
が
前
年
同
期

比
２
・
６
％
増
の
２
４
３
万
２

千
個
、
下
期
１･

８
％
増
の
２

４
９
万
８
千
個

通
期
で
前
年

度
比
２
・
２
％
増
の
４
９
３
万

個
と
し
た
。
海
外
の
設
備
投
資

の
持
ち
直
し
で
建
設･

産
業
機

械
の
荷
動
き
が
復
調

自
動
車

関
連
は

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
で
堅
調

な
推
移
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

外
貿
コ
ン
テ
ナ
輸
入
は
上
期

が
前
年
同
期
比
０
・
８
％
増
の

３
４
８
万
６
千
個
、
下
期
２
・

０
％
増
の
３
４
４
万
１
千
個
、

通
期
で
前
年
度
比
１
・
４
％
増

訂
）
は
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物

の
輸
出
入
合
計
で
前
年
度
比
１

・
７
％
増
の
１
１
８
５
万
７
千

個
（
20
㌳
コ
ン
テ
ナ
換
算
）
と

な
り
、
個
人
消
費
の
弱
さ
か
ら

食
料
品
や
衣
類
な
ど
の
消
費
財

の
取
り
扱
い
は

マ
イ
ナ
ス
に
落

ち
込
む
が
、
自

動
車
関
連
、
特

に
Ｅ
Ｖ
（
電
気

自
動
車
）
関
連

の
輸
出
が
堅
調

に
推
移
し
そ
う

だ
。
国
際
航
空

貨
物
も
半
導
体

や
Ｅ
Ｖ
関
連
の

荷
動
き
が
堅
調

な
こ
と
か
ら
、

輸
出
入
と
も
に

プ
ラ
ス
で
、
全

体
で
は
３
・
５

％
増
の
２
１
２

万
８
２
０
０
㌧

の
見
通
し
と
し

た
。外

貿
コ
ン
テ

Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
が
12
日
発

表
し
た
２
０
２
４
年
度
の
国
際

貨
物
輸
送
量
の
見
通
し
（
改

・
６
％
減
の
３
億
２
７
０
万
㌧

に
落
ち
込
む
。
国
内
航
空
も
同

様
に
、
下
期
に
前
年
同
期
比
１

・
１
％
増
と
す
る
が
、
通
期
で

前
年
度
比
０
・
２
％
減
の
55
万

４
千
㌧
と
３
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ

ス
と
す
る
見
通
し
に
な
っ
た
。

（
佐
々
木
健
）

合
せ
貨
物
と
自
動
車
部
品
が
堅

調
に
推
移
し
、
通
期
で
０
・
７

％
増
と
５
年
ぶ
り
に
増
加
す

る
。
一
方
、
車
扱
は
通
期
で
１

・
３
％
減
と
３
年
ぶ
り
の
マ
イ

ナ
ス
に
落
ち
込
む
見
通
し
だ
。

内
航
海
運
は
下
期
が
前
年
同

期
比
１
・
３
％
増
に
回
復
す
る

も
の
の
、
上
期
の
落
ち
込
み
が

響
き
、
通
期
で
は
前
年
度
比
０

消
費
関
連
貨
物
も
個
人
消
費
の

低
迷
で
０
・
２
％
減
と
、
全
般

的
に
低
調
な
荷
動
き
が
継
続
す

る
と
み
ら
れ
る
。

輸
送
モ
ー
ド
別
の
荷
動
き

は
、
自
動
車
輸
送
全
体
は
通
期

で
１
・
２
％
減
の
37
億
３
５
４

０
万
㌧
と
減
少
傾
向
が
継
続
す

る
。
消
費
関
連
と
生
産
関
連
貨

物
は
堅
調
に
推
移
す
る
が
、
建

設
関
連
貨
物
の
低
調
な
荷
動
き

が
影
響
す
る
と
み
ら
れ
る
。

営
業
貨
物
自
動
車
は
、
上
期

は
前
年
同
期
比
１
％
減
の
12
億

２
４
７
０
万
㌧
と
低
調
だ
が


下
期
に
は
０･

５
％
増
の
12
億

８
０
３
０
万
㌧
と
荷
動
き
が
復

調
し
、
通
期
で
は
前
年
度
比
０

・
３
％
減
の
25
億
５
０
０
万
㌧

に
下
げ
幅
を
縮
め
る
見
通
し
。

建
設
関
連
貨
物
中
心
の
自
家

用
貨
物
自
動
車
は
、
上
期
が
前

年
同
期
比
４
・
７
％
減
の
５
億

９
８
１
０
万
㌧
、
下
期
１
・
３

％
減
の
６
億
３
２
３
０
万
㌧
、

通
期
で
前
年
度
比
３
％
減
の
12

億
３
０
４
０
万
㌧
と
弱
含
ん
だ

荷
動
き
が
続
く
。
鉄
道
は
、
全

体
で
は
上
期
が
前
年
同
期
比
１

・
８
％
減
の
１
７
９
０
万
㌧
、

下
期
０
・
５
％
増
の
２
０
２
０

万
㌧
、
通
期
で
前
年
度
比
０
・

６
％
減
の
３
８
０
０
万
㌧
。

日
本
貨
物
鉄
道(

Ｊ
Ｒ
貨
物)

は
下
期
に
前
年
同
期
比
１
・
４

％
増
と
し
、
通
期
で
前
年
度
比

０
・
３
％
増
の
２
６
４
０
万
㌧

に
回
復
す
る
。
コ
ン
テ
ナ
は
積

彩
を
欠
く
も
の
の
、
下
期
以
降

に
持
ち
直
し
て
い
く
。
一
方
で

建
設
関
連
貨
物
は
公
共
投
資
、

住
宅
建
設
と
も
に
振
る
わ
ず
、

通
期
で
３
・
７
％
減
と
低
迷
。

年
度
比
１
・
１
％
減
の
40
億
７

６
７
０
万
㌧
と
３
年
連
続
の
下

落
を
見
込
む
。
生
産
関
連
貨
物

は
鉄
鋼
や
化
学
工
業
品
が
マ
イ

ナ
ス
の
荷
動
き
に
な
る
な
ど
精

Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
（
田
中
博

之
社
長
東
京
都
千
代
田
区)

は

12
日
、
２
０
２
４
年
度
の
国
内

貨
物
輸
送
量
見
通
し
の
改
訂
値

を
発
表
し
た
。
総
輸
送
量
は
前

竣
工
稼
働
施
設
は
国
内
49
件
、

海
外
２
件
の
延
べ
床
面
積
４
０

０
万
平
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

新
事
業
戦
略
で
は
、
他
に
も

コ
ア
事
業
の
更
な
る
成
長
と
Ｅ

Ｓ
Ｇ
（
環
境
、
社
会
、
企
業
統

治
）
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
掲

げ
た
。
コ
ア
事
業
の
一
つ
は
街

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
「
街

づ
く
り
型
物
流
施
設
」
の
開
発

の
推
進
。
代
表
す
る
「
Ｍ
Ｆ
Ｌ

Ｐ

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
東

京
板
橋
」
（
東
京
都
板
橋
区
）

は
９
月
末
竣
工
予
定
で
、
テ
ナ

ン
ト
は
９
割
決
ま
っ
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
配
送
や
点
検
、

災
害
活
用
の
実
証
実
験
を
行
う

フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
ほ

か
、
災
害
時
に
千
人
の
緊
急
一

時
退
避
場
所
と
し
て
利
用
し
、

敷
地
内
に
併
設
す
る
高
台
広
場

は
緊
急
着
陸
用
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

と
し
て
も
使
用
で
き
る
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
顧
客
テ
ナ

ン
ト
と
最
先
端
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
や
、

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
事
業
者

向
け
の
従
量
課
金
制
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き

提
供
し
、
コ
ア
事
業
を
発
展
さ

せ
て
い
く
。

く
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
物
流
施
設
６

件
（
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
杉
戸
含
む
）
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
２
件
の
開
発

が
決
定
し
た
こ
と
を
発
表
。

25
年
２
月
に
横
浜
市
鶴
見
区

で
施
設
を
竣
工
さ
せ
る
ほ
か
、

京
都
府
八
幡
市
に
２
施
設
（
27

年
７
月
、
28
年
９
月
竣
工
予

定
）
、
大
阪
市
淀
川
区
（
27
年

９
月
）
で
計
画
を
進
め
て
お

り
、
関
西
で
の
開
発
を
加
速
さ

せ
る
。
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
30
年
を
見
据
え
、
中
継
拠
点

構
築
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

東
北
で
も
25
年
12
月
に
宮
城
県

名
取
市
で
竣
工
を
予
定
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
開
発
に
よ
り
、
施

設
数
は
国
内
外
合
わ
せ
て
75

件
、
総
延
べ
床
面
積
は
６
０
０

万
平
方
㍍
、
累
計
投
資
額
は
１

兆
２
千
億
円
に
拡
大
。
う
ち
、

ト
ス
ー
パ
ー
や
冷
凍
食
品
の
需

要
拡
大
に
よ
る
市
場
の
伸
び
を

見
据
え
、
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト

（
複
数
企
業
入
居
）
型
冷
凍
・

冷
蔵
倉
庫
の
開
発
に
力
を
入
れ

て
い
く
。

篠
塚
寛
之
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
本
部
長
は
「
利
用
す
る
顧
客

は
限
ら
れ
る
が
、
当
社
に
は
商

業
施
設
事
業
が
あ
り
、
ス
ー
パ

ー
と
強
い
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
そ
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
適
切
な
場
所
に
作
っ
て
い

更
に
２
件
の
開
発
も
決
ま
っ
て

い
る
。
７
５
０
０
平
方
㍍
の
敷

地
に
、
３
階
建
て
延
べ
床
面
積

１
万
１
千
平
方
㍍
の
施
設
を
建

設
。
２
０
２
６
年
12
月
の
竣
工

を
予
定
す
る
。

築
40
年
以
上
の
冷
蔵
倉
庫
が

３
割
を
超
え
る
中
、
近
年
ネ
ッ

事
業
領
域
の
拡
大
と
し
て
、

同
社
初
と
な
る
全
館
冷
凍
・
冷

蔵
の
物
流
施
設
の
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船

橋
南
海
神
（
千
葉
県
船
橋
市)



Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
杉
戸
（
仮
称
、
埼
玉

県
杉
戸
町
）
の
開
発
に
着
手
。

開
発
事
例
が
特
別
賞

▼
安
田
倉
庫
は
９
日
、
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
系
総
合
情
報
誌

『
日
経
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
主
催

の
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
２

０
２
４
で
、
総
合
物
流
管
理
シ

ス
テ
ム
「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｒ
Ｓ
」
の
開
発
事
例
が
評
価
さ

れ
特
別
賞
を
受
賞
し
た
、
と
発

表
し
た
。
従
来
の
高
速
か
つ
安

定
的
な
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
、
新
技
術
活
用
や
開
発

効
率
化
、
サ
ー
ビ
ス
投
入
の
迅

速
化
に
対
応
し
や
す
い
ク
ラ
ウ

ド
の
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
て
開
発
を
行
っ
た
。

自
動
化
デ
モ
見
学
会

▼
ア
イ
オ
イ
・
シ
ス
テ
ム

（
吉
野
豊
社
長
、
東
京
都
品
川

区
）
、
ギ
ー
ク
プ
ラ
ス
（
加
藤

大
和
社
長
、
渋
谷
区
）
、
東
芝

テ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
（
山
田
章
吾
社
長
、
江

東
区
）
は
８
月
２
日
、
デ
モ
見

学
会
を
共
催
す
る
。
ギ
ー
ク
プ

ラ
ス
が
運
営
す
る
相
模
原
Ｌ
ａ

ａ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
（
相
模
原
市
中

央
区
）
で
、
４
社
が
そ
れ
ぞ
れ

連
携
す
る
物
流
自
動
化
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
無
料
体
験
で
き

る
。
申
し
込
み
期
限
は
７
月
26

日
午
後
５
時
。

ー
や
多
言
語
表
示
が
充
実
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
収
束
後
、

再
び
急
増
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
に
、
施
設
整
備
は
効
果
を
上
げ

て
い
る
。
照
明
を
落
と
し
、
光
の

シ
ル
エ
ッ
ト
を
生
か
し
た
お
し
ゃ

れ
な
駅
も
増
え
た
。
欧
米
の
地
下

鉄
駅
は
、
防
犯
の
た
め
蛍
光
灯
ギ

ラ
ギ
ラ
の
空
間
が
多
い
。
治
安
の

良
い
日
本
な
ら
で
は
か
と
思
う
。

分
か
り
や
す
さ
速
達
性
輸
送

力
、
価
格
で
、
ど
の
国
で
も
大
都

市
の
鉄
道
網
は
そ
の
土
地
に
不
慣

れ
な
外
国
人
に
と
っ
て
強
い
味
方

だ
。
定
時
性
、

安
全
性
、
清
潔

さ
と
い
う
日
本

な
ら
で
は
の
強
み
が
加
わ
る
。
代

表
的
な
観
光
都
市
で
あ
る
京
都
で

は
、
路
線
バ
ス
が
外
国
人
観
光
客

で
あ
ふ
れ
、
市
民
の
利
用
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
。
市
は
、
京
都
駅

に
直
結
す
る
地
下
鉄
烏
丸
線
の
途

中
駅
か
ら
金
閣
寺
、
銀
閣
寺
な
ど

の
主
要
観
光
地
へ
の
バ
ス
を
増
便

し
、
地
下
鉄
と
バ
ス
を
組
み
合
わ

せ
た
ル
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し

た
。
外
国
人
観
光
客
の
経
済
効
果

と
生
活
の
利
便
性
を
両
立
す
る
の

に
、
都
市
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

最
近
、

仕
事
で
都

心
を
動
き

回
る
の
に

電
車
を
使

う
こ
と
が

増
え
た
。
地
下
鉄
銀
座
線
に
乗
る

機
会
が
多
い
が
、
ど
の
時
間
帯

も
、
車
内
は
世
界
各
国
の
言
葉
が

飛
び
交
っ
て
い
る
。
か
つ
て
ロ
ン

ド
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄

で
「
こ
の
街
に
は
世
界
中
の
人
が

集
ま
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
感
じ
た

が
、
東
京
も
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な

街
に
な
っ
て
き
た
と
感
慨
深
い
。

銀
座
線
は
日
本
初
の
地
下
鉄
路

線
浅
草
上
野
銀
座
渋
谷
を
結

ぶ
全
線
乗
っ
て
も
34
分
４
分
間

隔
、
２
６
０
円
。
東
京
メ
ト
ロ
24

時
間
乗
り
放
題
チ
ケ
ッ
ト
な
ら
６

０
０
円
だ
。
外
国
人
観
光
客
が
目

立
つ
の
も
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

東
京
の

地
下
鉄
駅

は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を

契
機
に
バ

リ
ア
フ
リ

前国土交通事務次官 藤井 直樹氏前国土交通事務次官 藤井 直樹氏

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
東
京

船
橋･

厚
木
エ
リ
ア
中
心
に

国内貨物輸送量見通し国内貨物輸送量見通し

総輸送量

建設関連貨物
を除く輸送量

鉄 道

自 動 車

内 航 海 運

国 内 航 空

(注)単位は百万㌧、カッコ内は前年度比増減率％、▲はマイナス23年度上
期まで実績値。端数の関係で合計が合わない場合がある

Ｊ Ｒ

そ の 他

営 業 用

自 家 用

22年度

4185.7

(▲1.6)

2325.1

(▲1.2)

38.3

(▲1.7)

26.4

(▲0.2)

11.9

(▲4.8)

3826.0

(▲1.6)

2557.5

(▲1.7)

1268.5

(▲1.4)

320.9

(▲1.1)

0.550

(14.5)

23年度

上 期

2034.7

(▲1.5)

1144.3

(▲0.7)

18.2

(2.3)

12.5

(1.0)

5.7

(5.4)

1865.2

(▲1.2)

1237.5

(▲2.7)

627.7

(2.0)

151.0

(▲5.4)

0.271

(3.3)

下 期

2088.9

(▲1.5)

1171.6

(▲0.1)

20.1

(▲2.0)

13.8

(▲1.5)

6.2

(▲2.9)

1915.2

(▲1.2)

1274.4

(▲0.9)

640.7

(▲1.9)

153.4

(▲4.9)

0.284

(▲1.1)

合 計

4123.6

(▲1.5)

2315.9

(▲0.4)

38.3

(0.0)

26.3

(▲0.3)

12.0

(0.9)

3780.4

(▲1.2)

2511.9

(▲1.8)

1268.4

(0.0)

304.4

(▲5.1)

0.555

(1.0)

24年度

上 期

1988.2

(▲2.3)

1136.5

(▲0.7)

17.9

(▲1.8)

12.4

(▲1.0)

5.5

(▲3.7)

1822.8

(▲2.3)

1224.7

(▲1.0)

598.1

(▲4.7)

147.2

(▲2.5)

0.267

(▲1.5)

下 期

2088.5

(0.0)

1181.3

(0.8)

20.2

(0.5)

14.0

(1.4)

6.2

(▲1.5)

1912.6

(▲0.1)

1280.3

(0.5)

632.3

(▲1.3)

155.5

(1.3)

0.287

(1.1)

合 計

4076.7

(▲1.1)

2317.9

(0.1)

38.0

(▲0.6)

26.4

(0.3)

11.7

(▲2.5)

3735.4

(▲1.2)

2505.0

(▲0.3)

1230.4

(▲3.0)

302.7

(▲0.6)

0.554

(▲0.2)

外貿コンテナ貨物輸送量見通し外貿コンテナ貨物輸送量見通し

合 計

(注)単位は千個（㌳コンテナ換算）、実入り、カッコ内は
前年度比増減率％。主要８港の合計23年度上期まで実績値
端数の関係で合計が合わない場合がある

輸出

輸入

22年度

11,917

(▲1.3)

4,647

(▲1.7)

7,270

(▲1.1)

23年度

上 期

5,829

(▲4.0)

2,371

(2.8)

3,458

(▲8.2)

下 期

5,827

(▲0.3)

2,454

(4.8)

3,373

(▲3.7)

合 計

11,656

(▲2.2)

4,825

(3.8)

6,831

(▲6.0)

24年度

上 期

5,918

(1.5)

2,432

(2.6)

3,486

(0.8)

下 期

5,939

(1.9)

2,498

(1.8)

3,441

(2.0)

合 計

11,857

(1.7)

4,930

(2.2)

6,927

(1.4)

物
流
施
設
関
西
で
開
発
加
速

三井不

ＮＸ総研

24
年
度

見
通
し

建
設･

消
費
関
連
低
迷

国
際
貨
物

Ｅ
Ｖ
輸
出
が
堅
調

（
面
担

明
石
衛
）

東
京
都
品
川
区


代
表
取
締
役

社

長

石
川

文
彦

東
電
物
流
株
式
会
社

東
京
都
大
田
区


東
京
都
千
代
田
区


会

長

浅
井

隆

会

長

小
幡

政
人

株
式
会
社
浅
井

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
等
育
成
基
金

東
京
都
江
戸
川
区


東
京
都
千
代
田
区


社

長

森
本

勝
也

社

長

田
浦

辰
也

東
亜
物
流
株
式
会
社

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ア
カ
ー
ゴ

東
京
都
江
戸
川
区


東
京
都
中
央
区


社

長

内
宮

昌
利

社

長

近
藤

正
幸

内
宮
運
輸
機
工
株
式
会
社

株
式
会
社
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

東
京
都
足
立
区


東
京
都
中
央
区


社

長

高
久

栄
男

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

國
分

勘
兵
衛

株
式
会
社
タ
イ
セ
イ
物
流

国
分
グ
ル
ー
プ
本
社
株
式
会
社

千
葉
県
君
津
市


東
京
都
墨
田
区


社

長

石
川

偉
夫

社

長

児
玉

徹
夫

湾
岸
高
速
運
輸
株
式
会
社

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
株
式
会
社

千
葉
県
君
津
市


東
京
都
杉
並
区


社

長

石
川

夕
伎
夫

社

長

飯
田

勇
一

安
房
運
輸
株
式
会
社

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ク
ー
ル
フ
ロ
ー
株
式
会
社

埼
玉
県
三
芳
町


東
京
都
新
宿
区


社

長

門
岡

百
年

会

長

坂
本

克
已

株
式
会
社
武
蔵
野
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

埼
玉
県
吉
川
市


東
京
都
新
宿
区


社

長

和
佐
見

勝

社

長

若
松

勝
久

Ａ
Ｚ
－
Ｃ
Ｏ
Ｍ
丸
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

Ｓ
Ｂ
Ｓ
リ
コ
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

埼
玉
県
東
松
山
市


東
京
都
新
宿
区


社

長

大
澤

隆

社

長

鎌
田

正
彦

大
沢
運
送
株
式
会
社

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

埼
玉
県
戸
田
市


東
京
都
渋
谷
区


Ｃ
Ｅ
Ｏ

大
西

昭
範

社

長

小
山

幸
男

株
式
会
社
タ
イ
セ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
ロ
ジ
ラ
ン
ド

埼
玉
県
戸
田
市


東
京
都
渋
谷
区


会

長

大
山

隆
弘

社

長

皆
川

拓
也

ジ
ャ
パ
ン
ロ
ジ
コ
ム
株
式
会
社

ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

(順不同)

三
井
不
動
産
は
11
日
の
記
者
説
明
会
で
、
４
月
に
公
表
し
た
グ
ル
ー
プ
長
期

経
営
方
針
「
＆
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
０
」
に
基
づ
く
新
事
業
戦
略

を
策
定
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
事
業
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
千
葉
県
船
橋

市
、
神
奈
川
県
厚
木
市
エ
リ
ア
を
中
心
に
冷
凍
・
冷
蔵
倉
庫
の
開
発
を
進
め

る
。
ま
た
、
物
流
施
設
６
件
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
２
件
を
開
発
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

（
宮
崎
茉
里
奈
）

「
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
適

切
な
場
所
に
作
っ
て
い
く
」

と
篠
塚
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

本
部
長
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俠
俠
俠
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俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
。

小
林

そ
う
で
す
ね
。
一
足

飛
び
に
戦
時
対
応
ま
で
考
え
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
広
域
に
大
き
な
被
害
が

想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
災
害
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
、
そ
の
上
で
戦
時
に

更
に
ど
う
い
っ
た
も
の
が
必
要

か
と
段
階
的
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
大
変
良
い
取
り
組
み
だ
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
無
線
は
あ

く
ま
で
手
段
で
、
最
終
的
に
は

物
資
を
届
け
る
の
が
目
的
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
情
報
が
必

要
で
す
が
、
自
衛
隊
で
も
現
地

情
報
を
詳
細
に
収
集
す
る
の
に

は
困
難
を
伴
い
ま
す
。
災
害
が

発
生
し
た
際
に
被
災
地
近
傍
の

会
員
の
方
が
ニ
ー
ズ
を
集
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
現
地

情
報
を
共
有
し
て
物
資
支
援
に

つ
な
げ
る
。
そ
う
い
っ
た
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
、
大

変
良
い
形
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

る
か
と
な
る
と
、
ア
ナ
ロ
グ
系

の
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
か
。

小
林

恐
ら
く
そ
う
な
る
と

思
い
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は

平
素
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に

起
き
て
い
ま
す
し
、
通
信
イ
ン

フ
ラ
も
間
違
い
な
く
物
理
的
に

攻
撃
さ
れ
ま
す
の
で
、
防
ぎ
き

れ
な
い
可
能
性
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
旧
式
の
ア
ナ
ロ
グ
無

線
の
よ
う
な
通
信
手
段
が
活
躍

す
る
場
面
も
十
分
に
考
え
ら
れ

ま
す
。

小
山

衛
星
電
話
も
攻
撃
対

象
に
な
り
ま
す
か
。

小
林

可
能
性
は
高
い
と
思

い
ま
す
。
現
在
の
通
信
手
段
が

つ
な
が
ら
な
く
な
っ
た
際
に
も

大
丈
夫
で
あ
る
よ
う
に
準
備
し

て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

太
宰

戦
時
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
考
え

る
時
、
そ
こ
ま
で
想
定
し
て
通

信
手
段
を
確
保
す
る
必
要
性
が

あ
る
の
か
と
い
う
の
は
、
こ
れ

か
ら
の
台
湾
情
勢
を
見
な
が

ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
小
林
さ
ん

の
よ
う
な
プ
ロ
か
ら
見
る
と
、

複
数
の
通
信
手
段
を
備
え
て
お

く
の
が
大
事
に
な
り
ま
す
か
。

小
林

複
数
手
段
を
持
っ
て

お
く
の
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
災
害
時
や
有
事
に
は
通
信

手
段
が
ど
う
し
て
も
限
定
さ
れ

ま
す
。
通
信
会
社
な
ど
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
会
社
は
、

仮
に
被
害
が
生
じ
て
も
で
き
る

だ
け
機
能
を
維
持
す
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
補
い
き

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

太
宰

技
術
の
進
歩
や
場
面

に
合
わ
せ
た
通
信
手
段
を
採
用

し
て
い
く
の
が
良
い
で
す
よ

ね
。
大
震
災
の
時
に
も
、
無
線

は
状
況
の
即
時
把
握
が
で
き
て

非
常
に
有
効
だ
と
思
い
ま
し

た
。
た
だ
、
も
し
戦
時
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技

術
）
系
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
は
攻

撃
さ
れ
ま
す
よ
ね
。
防
災
Ｂ
Ｃ

Ｐ
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
よ
う
な
Ｉ

Ｔ
系
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
も
有
効

で
す
が
、
台
湾
有
事
に
な
っ
た

時
に
通
信
手
段
を
ど
う
確
保
す

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

太
宰

災
害
時
や
有
事
に
は

通
信
手
段
の
確
保
が
困
難
に
な

ラ
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
ね
。

太
宰

東
日
本
大
震
災
の

際
、
谷
川
さ
ん
に
は
倉
青
協
の

中
で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
中
核

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
「
通

信
手
段
が
こ
う
だ
っ
た
ら
良
か

っ
た
な
」
と
い
う
点
が
あ
れ
ば

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

谷
川

当
時
の
主
流
の
連
絡

手
段
は
電
子
メ
ー
ル
で
し
た
。

た
だ
、
携
帯
に
は
転
送
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
、
会
社
の
パ

ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
の
時
に
Ｉ
Ｐ

無
線
が
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
被

災
地
の
需
要
を
聞
き
取
れ
た
と

思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
無
線
は
そ
の
後
導
入
し

ま
し
た
が
、
難
し
い
の
は
、

「
ど
う
ぞ
」
を
終
わ
り
に
付
け

る
な
ど
、
話
し
方
の
ル
ー
ル
を

知
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
購
入
費
用

や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
問
題
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
山
社

長
の
お
話
の
通
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

と
い
う
手
段
の
二
本
立
て
に
し

太
宰

倉
青
協
の
「
防
災
無

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

が｢

防
災
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
無
線
に

こ
だ
わ
ら
な
い
形
に
な
り
ま
し

た
が
、
災
害
時
に
は
「
状
況
に

よ
っ
て
複
数
の
通
信
手
段
を
備

え
て
お
い
た
方
が
有
効
だ
」
と

考
え
て
の
対
応
で
し
ょ
う
か
。

小
山

防
災
無
線
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
東
日
本
大
震
災
で
音

声
通
話
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
通
信
手
段
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
太
宰
さ
ん

に
Ｉ
Ｐ
無
線
を
推
奨
し
て
い
た

だ
い
て
で
き
た
も
の
だ
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
防
災
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
な
っ
て
か
ら
通
信
手
段

に
無
料
対
話
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
を
導
入
し
た
き
っ
か
け

は
、
Ｉ
Ｐ
無
線
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
電
波
帯
が
同
じ
な
の

で
、
通
話
が
難
し
く
て
も
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
使
え
る

と
い
う
こ
と

が
一
つ
で
す


ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
音
声
通

話
に
加
え
画
像
や
動
画
も
送
れ

る
の
で
、
情
報
収
集
と
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
で
の
有
効
性
が
高
い
で

す
。
こ
の
10
年
で
通
信
イ
ン
フ

倉
青
協
の
グ
ル
ー
プ
以
外
で

も
、
個
別
に
現
地
の
倉
庫
業
者

の
社
長
に
直
接
連
絡
し
、
「
何

か
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば
す
ぐ

行
き
ま
す
よ
」
と
伝
え
て
い
ま

し
た
が
、
逆
に
「
道
路
が
混
雑

し
て
い
る
か
ら
来
な
い
で
」
と

念
押
し
さ
れ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。

太
宰

発
災
の
内
容
に
よ
っ

て
現
地
の
ニ
ー
ズ
は
違
い
ま
す

か
ら
ね
。
そ
の
時
々
に
合
わ
せ

た
支
援
の
仕
方
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
、
我
々
が
業
界

の
企
業
同
士
で
直
接
サ
ポ
ー
ト

す
る
局
面
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
今
後
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
き
ち
ん
と
確
立
し
た
後

は
、
行
政
の
要
請
に
も
応
え
ら

れ
る
組
織
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

谷
川

倉
青
協
が
そ
う
い
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
浸
透
さ
せ
ら
れ
た
ら
い

い
で
す
よ
ね
。
小
山
さ
ん
の
お

客
さ
ん
の
よ
う
に
、
支
援
し
た

い
と
い
う
製
造
業
の
方
は
結
構

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
誰
に

言
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
倉
青
協
の
メ
ン
バ
ー

は
地
域
に
根
付
い
た
会
社
が
多

い
で
す
か
ら
、
「
彼
ら
に
言
え

ば
届
け
て
く
れ
る
ん
だ
」
と
い

う
の
を
、
既
存
の
荷
主
さ
ん
以

外
に
も
広
く
周
知
で
き
た
ら
い

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
市
町
村
単
位
で
協

定
を
結
ぶ
な
ど
連
携
し
て
お
け

ば
、
ミ
ク
ロ
単
位
の
情
報
が
集

ま
っ
た
展
開
が
可
能
に
な
り
ま

す
の
で
、
我
々
倉
青
協
会
員
の

企
業
体
に
は
合
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

小
林

小
山
さ
ん
が
言
わ
れ

た
こ
と
は
す
ご
く
大
事
で
す
。

行
政
も
全
て
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
必
要
な
物
資
を
届
け
る
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
場
で
困
っ
て
い
る
こ
と

や
必
要
な
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
行
政
の
限
界
を
補
う

形
で
、
必
要
な
物
資
を
直
接
届

け
ら
れ
る
仕
組
み
を
別
に
つ
く

っ
て
お
く
。
そ
れ
は
倉
青
協
さ

ん
に
適
し
た
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。太

宰

能
登
半
島
地
震
の

時
、
倉
青
協
と
し
て
物
資
輸
送

の
局
面
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
。谷

川

要
請
が
な
か
っ
た
の

で
動
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
、
す
ぐ
動
け
る
よ

う
に
準
備
は
し
て
い
ま
し
た
。

治
体
の
重
要
な
仕
事
に
な
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
自
治
体
と
物
流

事
業
者
が
連
携
を
取
り
、
災
害

時
に
は
自
衛
隊
、
警
察
、
消

防
、
海
上
保
安
庁
な
ど
関
係
機

関
が
集
ま
る
会
議
な
ど
に
物
流

事
業
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

小
山

東
日
本
大
震
災
の

時
、
当
社
の
取
引
先
が
「
長
靴

を
送
り
た
い
」
と
申
し
出
ま
し

た
が
、
宮
城
県
に
受
け
入
れ
を

断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
改
め
て

現
地
に
聞
い
て
み
た
ら
、
「
不

足
し
て
い
る
の
で
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
発
災

直
後
に
は
各
地
の
倉
庫
協
会
が

マ
ク
ロ
に
動
く
と
思
い
ま
す
の

で
、
倉
青
協
は
先
端
の
情
報
、

細
か
い
ケ
ア
が
必
要
な
と
こ
ろ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
で
き
た

ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

小
山

熊
本
地
震
で
も
能
登

半
島
地
震
で
も
、
結
果
的
に
被

災
企
業
の
会
員
が
現
地
の
指
令

基
地
に
な
り
、
情
報
を
集
め
て

発
信
し
て
く
れ
た
の
で
、
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
現
地
と

災
害
対
策
本
部
が
つ
な
が
る
仕

組
み
が
自
然
と
出
来
上
が
っ
て

い
ま
す
。

小
林

被
災
地
の
自
治
体
に

と
っ
て
は
物
流
事
業
者
と
の
連

携
が
最
も
重
要
で
す
。
避
難
所

に
ど
れ
だ
け
早
く
必
要
な
物
を

届
け
る
か
が
大
切
で
す
か
ら
、

「
物
流
を
ど
う
す
る
か
」
が
自

（
面
担

北
博
樹
）

こ
や
ま
・
か
い
ち
ろ
う

１
９
７
５
年
12
月
生
ま
れ
、

埼
玉
県
出
身
。
98
年
富
士
大
学
卒
業
。
２
０
０
３
年
小
山

企
業
入
社
、
09
年
現
職
。
23
年
か
ら
倉
青
協
会
長
。

た
に
が
わ
・
た
か
し

１
９
７
８
年
６
月
生
ま
れ
、
兵

庫
県
出
身
。
２
０
０
１
年
城
西
国
際
大
学
卒
業
。
04
年
谷

川
運
輸
倉
庫
入
社
、
10
年
常
務
、
18
年
専
務
。
19
年
か
ら

現
職
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
自
然
災
害
に
備
え
る
企
業
活
動
と
し
て
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
た
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
。
近
年
で
は
世
界
各
国
で
紛
争
が
起
こ

り
、
日
本
で
も
台
湾
有
事
な
ど
近
隣
国
の
脅
威
へ
の
懸
念
が
高
ま
る
中
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

在
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。
初
代
陸
上
総
隊
司
令
官
や
東
京
都
危
機
管
理
監
を
務
め

た
小
林
茂
氏
と
、
積
極
的
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
倉
庫
業
青
年
経
営
者
協
議
会

（
小
山
嘉
一
郎
会
長
）
の
会
員
３
社
の
社
長
に
、
災
害
と
有
事
に
備
え
る
物
流
の
在
り
方
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

台
湾
有
事
と
倉
庫
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

台
湾
有
事
と
倉
庫
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

小山嘉一郎氏

谷川 隆史氏

無
線
は
状
況
把
握
に
有
効
太
宰

ス
マ
ホ
と
電
波
帯
が
同
じ
小
山

防
災
ネ
ッ
ト｢
大
変
良
い｣

小
林

市
町
村
単
位
で
協
定
結
ぶ
小
山

要
請
応
え
る
組
織
づ
く
り
太
宰

既
存
荷
主
以
外
に
も
周
知
谷
川

相
模
原
市
中
央
区


社

長

名
倉

祐
一

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
レ
ッ
ク
ス 横

浜
市
緑
区


金
沢
市


社

長



川

立
史

社

長

坂
池

克
彦

三
和
倉
庫
株
式
会
社

株
式
会
社
ツ
カ
サ

横
浜
市
中
区


富
山
県
高
岡
市


社

長

髙
橋

義
和

社

長

髙
田

和
夫

横
浜
環
境
保
全
株
式
会
社

ト
ナ
ミ
運
輸
株
式
会
社

横
浜
市
中
区


新
潟
市
東
区


社

長

岡
田

廣
次

社

長

丸
全
昭
和
運
輸
株
式
会
社

西
川
運
輸
興
業
株
式
会
社

横
浜
市
鶴
見
区


新
潟
市
中
央
区


社

長

安
田

浩

会

長

小
林

和
男

ア
ス
ロ
ー
ド
物
流
株
式
会
社

公
益
社
団
法
人
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

東
京
都
日
野
市


新
潟
市
中
央
区


社

長

水
野

功

社

長

中
山

和
映

千
代
田
運
輸
株
式
会
社

中
越
通
運
株
式
会
社

東
京
都
八
王
子
市


新
潟
市
中
央
区


社

長

亀
田

康
一

社

長

中
山

元
四
郎

株
式
会
社
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

中
越
運
送
株
式
会
社

東
京
都
港
区


新
潟
市
江
南
区


会

長

久
保

昌
三

社

長

井
越

鉄
雄

一
般
社
団
法
人
日
本
港
運
協
会

株
式
会
社
新
潟
食
品
運
輸

東
京
都
港
区


新
潟
市
北
区


社

長

大
石

素
久

代

表

取
締
役

齋
藤

孝
男

鈴
与
シ
ン
ワ
物
流
株
式
会
社

大
広
運
輸
グ
ル
ー
プ

東
京
都
港
区


山
梨
県
笛
吹
市


会

長

伊
東

博

社

長

福
島

良

一
般
社
団
法
人
信
書
便
事
業
者
協
会

株
式
会
社
福
島
運
輸

東
京
都
文
京
区


神
奈
川
県
海
老
名
市


社

長

田
浦

辰
也

社

長

渡
邊

慎
也

ダ
イ
セ
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
タ
カ
ラ
倉
庫
運
輸
サ
ー
ビ
ス

東
京
都
千
代
田
区


神
奈
川
県
厚
木
市


社

長

嶋
本

和
訓

社

長

伊
澤

文
孝

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
本
社

横
浜
低
温
流
通
株
式
会
社

(順不同)
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状
態
で
も
出
荷
依
頼
が
あ
る
こ

と
を
想
定
す
る
と
、
在
庫
表
だ

け
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
常
に
取

っ
て
、
紙
で
印
字
で
き
る
よ
う

な
も
の
を
用
意
す
る
必
要
も
あ

り
ま
す
ね
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
電
磁
パ
ル
ス

系
の
攻
撃
で
電
子
系
の
機
器
を

ダ
ウ
ン
さ
せ
ら
れ
た
場
合
に
、

違
う
通
信
手
段
を
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま

す
。
ア
ナ
ロ
グ
な
手
段
を
考
え

る
必
要
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う

で
す
。

太
宰

企
業
と
し
て
は
何
を

や
っ
て
お
け
ば
い
い
と
思
い
ま

す
か
。

谷
川

太
宰
さ
ん
が
お
っ
し

ゃ
っ
た
通
り
、
台
湾
有
事
は
日

本
有
事
と
い
う
こ
と
で
、
中
国

が
非
軍
事
的
手
段
で
も
日
本
の

支
援
を
妨
害
す
る
の
は
間
違
い

な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
な
れ
ば

通
信
、
生
活
、
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
る
人

が
ど
れ
だ
け
い
る
か
。
ま
だ
ま

だ
危
機
意
識
が
薄
い
よ
う
に
思

う
の
で
、
正
し
い
知
識
を
備
え

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
国

や
自
治
体
で
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
山

倉
青
協
と
し
て
は
、

避
難
対
象
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

エ
リ
ア
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
避

難
者
の
受
け
入
れ
態
勢
が
必
要

に
な
る
の
か
な
と
想
像
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
も
含
め
て
、
や
は

り
情
報
手
段
が
必
要
な
の
で
、

太
宰

「
台
湾
有
事
は
日
本

有
事
」
と
安
倍
晋
三
元
首
相
も

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
人

は
ど
う
備
え
る
べ
き
で
す
か
。

小
林

ま
ず
は
有
事
が
起
き

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
番

大
事
で
す
。
し
っ
か
り
と
備
え

を
し
、
中
国
に
よ
る
台
湾
侵
攻

を
抑
止
す
る
。
台
湾
に
何
か
あ

っ
た
ら
日
本
は
立
ち
向
か
う
と

い
う
意
思
や
、
南
西
諸
島
は
何

が
あ
っ
て
も
守
り
抜
く
、
と
い

う
意
思
を
内
外
に
示
す
こ
と
で

す
。
そ
し
て
自
ら
身
を
守
る
準

備
を
す
る
と
と
も
に
、
南
西
諸

島
な
ど
か
ら
の
避
難
者
の
受
け

入
れ
を
準
備
す
る
こ
と
も
必
要

あ
る
。
中
国
に
と
っ
て
米
軍
に

よ
る
台
湾
支
援
策
を
阻
止
す
る

た
め
に
は
、
日
本
の
南
西
諸
島

を
占
領
確
保
す
る
こ
と
が
最
も

有
効
で
す
。
こ
こ
は
地
上
戦
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
に
よ
る
米
台
支

援
を
妨
害
す
る
た
め
に
は
日
本

社
会
を
混
乱
に
陥
れ
る
こ
と
が

有
効
で
す
。
そ
の
た
め
に
通
信

イ
ン
フ
ラ
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
を

破
壊
し
た
り
、
デ
モ
や
テ
ロ
な

ど
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
や
っ
て

米
国
や
台
湾
を
支
援
し
よ
う
と

い
う
日
本
の
意
思
を
そ
ぐ
こ
と

も
や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

太
宰

大
震
災
の
時
、
台
湾

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
仙
台
に
来

て
く
だ
さ
り
、
仮
設
住
宅
１
軒

１
軒
に
手
渡
し
で
義
援
金
を
配

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
で
も
、
そ
の
台

湾
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
炊

き
出
し
や
義
援
金
の
手
渡
し
を

し
て
い
ま
し
た
。
１
９
９
９
年

の
台
湾
地
震
に
対
す
る
日
本
の

サ
ポ
ー
ト
へ
の
恩
を
す
ご
く
大

事
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

台
湾
は
日
本
に
と
っ
て
も
大

切
な
仲
間
だ
と
思
う
の
で
、
有

事
の
際
に
我
々
に
何
が
で
き
る

の
か
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
台
湾
有
事
の
可
能

性
は
高
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
戦
時
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
考
え
る
た
め
の
前
提
と
し
て

想
定
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
は
、
や

は
り
通
信
へ
の
攻
撃
か
ら
で
し

ょ
う
か
。

小
林

中
国
の
軍
事
力
が
年

々
高
ま
り
、
米
国
も
対
処
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

経
済
不
況
な
ど
で
中
国
共
産
党

の
統
治
が
危
う
く
な
っ
た
場

合
、
国
民
の
目
を
そ
ら
す
た
め

に
台
湾
に
侵
攻
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
（
米
中
央

情
報
局
）
な
ど
も
有
事
は
起
こ

る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
ま

す
。中

国
の
目
か
ら
見
る
と
、
台

湾
に
侵
攻
す
る
際
に
は
隣
接
す

る
日
本
を
不
離
一
体
の
も
の
と

し
て
捉
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
台
湾
進
攻
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
米
軍
に
よ
る
台
湾

支
援
を
阻
止
し
、
日
本
に
よ
る

米
台
支
援
を
妨
害
す
る
必
要
が

で
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
川

新
メ
ン
バ
ー
も
増
え

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
経
緯
や
活

動
の
お
さ
ら
い
に
加
え
て
、
台

湾
有
事
や
首
都
直
下
型
地
震
の

可
能
性
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
辺
も
議
論
で

き
た
ら
、
発
災
時
に
あ
た
ふ
た

せ
ず
に
済
む
と
思
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
は
広
範
囲
で
す

し
、
津
波
に
と
ど
ま
ら
な
い
と

い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
建
物
に

い
て
も
安
心
・
安
全
で
は
な
い

と
か
、
倉
庫
が
新
耐
震
基
準
な

の
か
な
ど
、
災
害
意
識
を
高
め

て
い
く
活
動
を
継
続
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

小
林

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。
自
治
体
の
限
界
を

民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
補
う
た

め
、
よ
り
一
層
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
り
、
強
く
な
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
災
害
や
有
事
に
対
す
る
物

心
両
面
の
備
え
を
お
願
い
し
ま

す
。
社
員
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
、
ま
た
、
他
の
同
業
の
方
々

に
も
発
信
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
身
を
守
り
社
業

を
継
続
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
、
平
素
か
ら
考
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
倉

庫
業
界
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
山
根
藍
利
、
ダ
シ
ル
バ
・

サ
ミ
ー
、
蓮
尾
輝
が
担
当
し
ま

し
た
）

小
林

そ
う
で
す
ね
。
社
員

の
皆
さ
ん
に
「
倉
庫
に
は
有
事

に
こ
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
」

と
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
く
こ

と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
有
事
に
お
い
て
も
平
時
同

様
に
、
し
っ
か
り
社
業
を
継
続

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

谷
川

「
こ
う
い
う
こ
と
が

あ
る
ら
し
い
」
と
荷
主
企
業
に

も
普
段
か
ら
伝
え
て
お
く
方

が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
動
き
や

す
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

太
宰

戦
時
で
も
平
時
の
物

流
を
担
う
の
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
台
湾
の
人
に
聞

い
た
ら
同
じ
回
答
で
し
た
。
有

事
は
あ
る
も
の
と
覚
悟
し
て
い

て
、
だ
か
ら
こ
そ
日
常
の
経
済

活
動
を
動
揺
せ
ず
に
行
う
こ
と

が
大
切
な
の
だ
と
。
我
々
が
備

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は

ま
だ
具
体
的
で
は
な
い
で
す

が
、
今
後
の
倉
青
協
の
防
災
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
ど
う

進
め
て
い
き
ま
す
か
。

小
山

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
影
響
や
会
員
の
入
れ
替

わ
り
で
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
存
在
が
薄
れ
て
い
る
実
情
も

あ
り
ま
す
。
改
め
て
、
新
し
く

入
っ
て
き
た
人
た
ち
を
し
っ
か

り
勧
誘
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う

い
う
話
は
日
常
の
仕
事
の
中
で

は
聞
け
な
い
も
の
が
多
い
で
す

し
、
災
害
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
は
客
観

的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
勉
強
で
き
る
機

会
を
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

と
と
か
は
。

小
林

そ
れ
は
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
く
ま
で

日
頃
取
り
扱
っ
て
い
る
物
資

を
、
有
事
の
際
に
も
平
時
と
同

様
に
保
管
し
て
収
容
に
応
ず

る
、
と
い
う
の
が
妥
当
だ
と
思

い
ま
す
。

谷
川

守
る
た
め
に
必
要
な

ら
、
や
り
た
い
で
す
け
ど
ね
。

自
分
た
ち
を
守
る
手
段
で
も
あ

る
の
で
、
覚
悟
の
上
で
や
っ
て

い
く
と
。
た
だ
法
律
の
と
こ
ろ

は
社
内
で
も
浸
透
で
き
て
い
な

い
の
で
、
早
急
に
展
開
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

小
山

倉
庫
の
役
割
で
言
う

と
、
災
害
時
と
一
緒
で
ア
ナ
ロ

グ
で
や
る
し
か
な
い
で
す
よ

ね
。
有
事
の
際
に
「
商
品
マ
ス

タ
ー
く
だ
さ
い
」
な
ん
て
言
え

な
い
で
す
か
ら
。

太
宰

実
際
、
大
震
災
の

時
、
物
資
を
受
け
入
れ
た
倉
庫

業
者
は
紙
の
帳
簿
と
か
、
（
表

計
算
ソ
フ
ト
の
）
エ
ク
セ
ル
に

入
力
し
て
管
理
し
て
い
ま
し

た
。
有
事
で
も
日
常
の
経
済
を

回
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い

う
考
え
が
大
事
で
し
ょ
う
。

物
資
の
保
管
を
命
じ
、
必
要
な

物
資
を
収
用
で
き
る
旨
が
自
衛

隊
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
公
用
令
書
と
い
う
文
書

を
も
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

太
宰

最
近
や
っ
と
知
り
ま

し
た
が
、
そ
の
指
示
に
従
わ
な

い
と
罰
則
も
あ
り
得
る
ん
で
す

よ
ね
。
ど
う
行
動
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
か
。

谷
川

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

戦
う
し
か
な
い
で
す
が
、
何
を

命
ぜ
ら
れ
る
か
に
も
よ
り
ま

す
。
爆
弾
を
預
か
る
と
い
う
こ

太
宰

サ
ー
バ
ー
は
電
磁
パ

ル
ス
攻
撃
を
防
ぐ
加
工
も
で
き

る
ら
し
い
で
す
が
、
そ
こ
ま
で

本
当
に
今
や
る
べ
き
な
の
か
、

あ
る
い
は
ア
ナ
ロ
グ
な
物
流
体

制
に
切
り
替
え
可
能
な
備
え
を

検
討
し
て
お
く
べ
き
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

さ
て
、
有
事
の
際
、
自
衛
隊

か
ら
物
流
業
務
支
援
要
請
の
ニ

ー
ズ
が
あ
っ
た
場
合
、
行
政
か

ら
倉
庫
業
者
に
対
し
指
令
書
が

出
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

小
林

知
事
が
業
者
な
ど
に

（
面
担

北
博
樹
）

こ
ば
や
し
・
し
げ
る

１
９
６
０
年
11
月
生
ま
れ
、
宮

城
県
出
身
。
83
年
防
衛
大
学
校
卒
業
、
陸
上
自
衛
隊
入

隊
。
２
０
１
４
年
第
３
師
団
長
、
18
年
陸
上
総
隊
司
令

官
。
東
京
都
危
機
管
理
官
を
経
て
、
22
年
か
ら
現
職
。

だ
ざ
い
・
え
い
い
ち

１
９
６
７
年
３
月
生
ま
れ
、
宮

城
県
出
身
。
89
年
明
治
大
学
卒
業
。
96
年
白
石
倉
庫
入

社
、
２
０
１
０
年
か
ら
現
職
。
19
、
20
年
第
21
代
倉
青
協

会
長
。

自
ら
身
を
守
る
準
備
必
要
小
林

正
し
い
知
識
備
え
る
べ
き
谷
川

避
難
対
象
エ
リ
ア
を
支
援
小
山

ア
ナ
ロ
グ
な
物
流
へ
備
え
太
宰

自
衛
隊
法
物
資
保
管
規
定
小
林

荷
主
に
も
普
段
か
ら
伝
達
谷
川

小林 茂氏

太宰 榮一氏

／／小山企業(埼玉県戸田市)／社長

小山嘉一郎氏
／／谷川運輸倉庫(大阪市北区)／社長

谷川 隆史氏
元防衛省陸上総隊司令官

小林 茂氏
／／司会白石倉庫(宮城県白石市)／社長

太宰 榮一氏

出席者(順不同)出席者(順不同)

大
阪
市
城
東
区


会

長

坂
田

喜
信

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

大
阪
市
北
区


社

長

石
原

修

株
式
会
社
つ
ば
め
急
便

京
都
市
伏
見
区


福
岡
県
筑
紫
野
市


会

長

平
島

竜
二

社

長

寺
﨑

秀
嗣

一
般
社
団
法
人
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

三
友
通
商
株
式
会
社

愛
知
県
豊
田
市


北
九
州
市
門
司
区


社

長

小
幡

哲
生

社

長

小
笠
原

朗

名
古
屋
東
部
陸
運
株
式
会
社

阪
九
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

愛
知
県
小
牧
市


福
岡
市
博
多
区


社

長

田
中

毅

社

長

舛
元

健
了

ダ
イ
セ
ー
倉
庫
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
ラ
ン
テ
ッ
ク

愛
知
県
安
城
市


山
口
県
宇
部
市


社

長

筒
井

重
式

社

長

柴
川

陽
子

カ
リ
ツ
ー
株
式
会
社

陽
気
産
業
株
式
会
社

名
古
屋
市
西
区


堺
市
堺
区


社

長

大
塚

裕
弘

社

長

田
島

哲
康

株
式
会
社
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ

株
式
会
社
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
市
中
村
区


堺
市
堺
区


社

長

原
田

謙
治

社

長

堀
畑

浩
重

ア
キ
タ
株
式
会
社

阪
南
倉
庫
株
式
会
社

名
古
屋
市
中
区


大
阪
市
港
区


理
事
長

鈴
木

基
浩

社

長

濵
長

一
彦

中
部
交
通
共
済
協
同
組
合

大
塚
倉
庫
株
式
会
社

静
岡
市
駿
河
区


大
阪
市
福
島
区


会

長

佐
野

寛

社

長

井
上

眞
吾

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

梅
田
運
輸
倉
庫
株
式
会
社

静
岡
市
清
水
区


大
阪
市
福
島
区


会

長

小
島

泰
樹

社

長

大
和

隆
人

静
岡
県
倉
庫
協
会

合
通
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
川
県
白
山
市


大
阪
市
大
正
区


会

長

久
安

常
信

社

長

小
谷

和
弘

久
安
重
機
運
輸
株
式
会
社

協
同
運
輸
株
式
会
社

(順不同)
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倔
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
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倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
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倐
倐
倐
倐
倐
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倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐

儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

年
連
続
で
無
事
故
・
無
違
反
を

達
成
し
て
い
る
。
事
務
職
を
含

め
、
全
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
も
の
で
、
経
営
者
に
は

「
安
全
を
生

な
り

業
わ
い

と
し
て
い
る
社

長
の
こ
だ
わ
り
」
が
求
め
ら
れ

る
と
思
う
。


先
輩
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
添
乗
教
育
が
課
題
だ
。

中
小
事
業
者
で
は
教
育
専
門

の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
お
ら
ず
、
手

す
き
の
先
輩
が
運
転
し
な
が
ら

新
人
を
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
が

ほ
と
ん
ど
だ
。
「
事
故
を
起
こ

さ
な
い
」
「
愛
社
精
神
が
あ

る
」
「
人
柄
が
穏
や
か
」
と
い

っ
た
基
準
で
選
ん
で
い
る
よ
う

だ
が
、
教
育
の
際
に
会
社
の
悪

口
を
言
っ
た
り
、
運
転
す
る
と

人
が
変
わ
っ
た
り
、
人
に
よ
っ

て
言
う
こ
と
が
違
っ
た
り
す
る

と
、
せ
っ
か
く
入
社
し
て
も
す

ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
。
今
最
も

大
き
な
課
題
が
こ
こ
だ
と
思
っ

て
い
る
。


テ
キ
ス
ト
や
出
版
物
も

出
し
て
い
る
。

添
乗
教
育
の
テ
キ
ス
ト
も
あ

る
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
分
野
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
『
プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
教
科
書
』
の

２
０
１
４
年
の
改
訂
版
（
同
文

館
出
版
）
も
年
内
に
は
出
来
上

が
る
。

（
北
原
秀
紀
）

12
年
連
続
で
12
人
の
選
手
が
全

国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。


Ｊ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
誕
生
の
き
っ

か
け
は
。

社
内
で
運
ぶ
も
の
の
商
品
名

と
し
て｢

〇
〇
便｣

と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

倉
本
氏
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
育
成

の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
の
が

最
初
だ
。
先
輩
方
に
は
お
こ
が

ま
し
い
よ
う
だ
が
、
社
員
教
育

の
成
功
は
全
て
経
営
者
の
姿
勢

に
よ
る
と
い
う
こ
と
。
経
営
者

が
教
育
に
ど
れ

だ
け
の
思
い
を

持
っ
て
い
る
か

で
決
ま
る
。


社
員
の

６
割
を
占
め
る

と
言
わ
れ
る
、

中
間
層
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
鍵

と
な
る
。

例
え
ば
、
愛

知
ト
協
で
毎
年

や
っ
て
い
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ラ

リ
ー
に
当
社
は

全
員
で
参
加
し

て
い
る
が
、
３

そ
こ
で
選
手
か
ら
「
失
格
」

の
宣
告
を
受
け
た
が
、
そ
れ
で

奮
起
し
た
の
か
、
地
方
大
会
２

位
に
入
り
、
全
国
大
会
で
優
勝

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
当
社
か
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
思
う
よ

う
に
い
か
ず
、
あ
る
上
位
入
賞

常
連
の
大
手
の
人
に
頼
み
、
全

国
で
３
位
に
入
っ
た
選
手
に
会

わ
せ
て
も
ら
っ
た
。


組
織
を
立
ち
上
げ
て
10

年
が
経
過
し
た
。
教
育
と
の
出

会
い
は
。

大
学
卒
業
後
、
名
鉄
運
輸
に

入
り
、
人
事
の
部
署
に
配
属
さ

れ
、
高
卒
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
を

担
当
し
て
教
育
に
興
味
を
持
ち

始
め
た
。
伯
母
が
社
長
だ
っ
た

会
社
に
移
っ
た
が
、
会
社
や
駐

車
場
が
汚
か
っ
た
。
そ
こ
で
ト

イ
レ
も
含
め
て
掃
除
を
し
、
ピ

カ
ピ
カ
に
し
た
ら
、
平
気
で
汚

し
て
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
数
人
が

自
分
で
辞
め
て
い
っ
た
。
そ
れ

が
全
社
的
な
モ
ラ
ル
向
上
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た
。


自
社
の
ナ
ル
キ
ュ
ウ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
名
古
屋
市

緑
区
）
で
は
、
社
員
で
上
位
の

階
層
の
教
育
に
ド
ラ
イ
バ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
を
採
り
入
れ
た
。

中
小
事
業
者
の
普
通
の
ド
ラ

イ
バ
ー
を
ど
う
輝
か
せ
る
か
を

考
え
、
今
回
代
表
理
事
に
な
っ

た
倉
本
健
一
氏
を
地
元
愛
知
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ド
ラ
コ
ン
に

が
、
大
手
傘
下
に
入
っ
た
こ
と

で
満
床
稼
働
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ

っ
て
営
業
と
い
う
「
攻
め
」

と
、
財
務
と
い
う
「
守
り
」
を

両
立
さ
せ
た
り
、
「
仕
事
は
あ

る
が
人
が
足
り
な
い
」
「
施
設

は
あ
る
が
仕
事
が
な
い
」
と
い

っ
た
問
題
の
解
決
に
至
っ
た
り

し
た
事
例
が
あ
る
。


「
会
社
売
却
を
す
ぐ
に

は
決
断
で
き
な
い
」
と
考
え
る

経
営
者
は
少
な
く
な
い
。

我
々
に
相
談
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
買
い
手
と
し
て
ど
う

い
う
企
業
が
ふ
さ
わ
し
い
の

か
、
こ
の
企
業
と
一
緒
に
な
っ

た
ら
ど
う
い
う
展
開
が
期
待
で

き
る
の
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

鮮
明
に
「
見
え
る
化
」
で
き

る
。
そ
し
て
、
そ
の
可
能
性
と

選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ

が
我
々
の
付
加
価
値
だ
。

「
売
る
か
売
ら
な
い
か
」
を

決
め
る
の
は
あ
く
ま
で
最
終
段

階
。
ま
ず
は
情
報
収
集
と
思
っ

て
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
い
、

自
社
の
可
能
性
に
気
付
い
て
い

た
だ
き
た
い
。
（
吉
田
英
行
）

引
き
続
き
経
営
に
参
画
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
て
い
く
選

択
肢
も
あ
る
。


最
近
の
好
事
例
は
。

あ
る
中
小
物
流
会
社
は
、
創

業
者
の
息
子
が
後
継
候
補
だ
っ

た
が
、
営
業
力
は
あ
る
も
の
の

財
務
な
ど
経
営
管
理
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
乏
し
か
っ

た
。
そ
こ
で
大

手
資
本
の
傘
下

に
入
り
財
務
に

詳
し
い
役
員
を

迎
え
入
れ
、
二

人
三
脚
で
経
営

基
盤
強
化
を
実

現
し
た
。
ま

た
、
あ
る
会
社

は
業
容
拡
大
に

向
け
冷
凍
倉
庫

を
増
設
し
た
も

の
の
、
顧
客
を

集
め
ら
れ
ず
空

き
ス
ペ
ー
ス
に

苦
し
ん
で
い
た

能
力
を
高
め
よ
う
と
無
理
し
て

借
り
入
れ
を
し
、
身
の
丈
以
上

の
投
資
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

み
ら
れ
る
。
重
要
な
の
は
企
業

の
「
所
有
」
と
「
経
営
」
の
分

離
。
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
経
営
者
に

よ
る
個
人
保
証
と
い
っ
た
所
有

の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
た
上
で
、

金
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
ひ
と
ま
と
め

に
得
ら
れ
る
の
が
大
き
い
。
Ｍ

＆
Ａ
と
聞
く
と
、
「
身
売
り
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
際
に
は
買
い
手
企

業
が
現
在
の
経
営
者
の
続
投
を

望
む
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ま
た
、
物
流
業
界
で
は
配
送


24
年
問
題
を
受
け
、
物

流
業
界
で
Ｍ
＆
Ａ
の
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
き
た
。

24
年
４
月
以
降
、
物
流
事
業

者
か
ら
の
相
談
は
増
え
て
い

る
。
潜
在
的
な
問
題
が
顕
在
化

し
、
「
ま
だ
何
と
か
な
る
」
と

考
え
て
い
た
経
営
者
も
実
体
験

と
し
て
課
題
に
直
面
し
て
い
る

よ
う
だ
。
近
隣
の
同
業
者
が
大

手
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
入
る
例

な
ど
が
増
え
始
め
、
Ｍ
＆
Ａ
が

よ
り
身
近
に
な
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。


物
流
業
界
で
の
Ｍ
＆
Ａ

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

物
流
業
界
は
典
型
的
な
労
働

集
約
型
産
業
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大
に
は
人
材
確
保
と
設
備
投
資

が
不
可
欠
だ
。
し
か
し
、
一
人

ひ
と
り
面
接
・
採
用
し
て
い
て

は
間
に
合
う
状
況
で
は
な
く
、

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
を
育
成
す
る

に
も
相
当
な
時
間
が
か
か
る
。

ト
ラ
ッ
ク
や
倉
庫
へ
の
投
資
も

中
小
事
業
者
に
と
っ
て
は
重

い
。Ｍ

＆
Ａ
は
会
社
と
い
う
ハ
コ

を
買
う
こ
と
で
人
、
モ
ノ
、

ＪＴＤＯ

代表理事 酒井 誠氏(60)

｢経営者の姿勢｣全て

教
育
専
門
者
不
在
が
課
題

｢所有｣｢経営｣分離重要

可
能
性
や
選
択
肢
を
提
供

っ
た
「
プ
ロ
ド
ラ
育
成
サ
ポ
ー
ト
（
同
）
」
の
酒
井

誠
代
表
理
事
と
、
Ｍ
＆
Ａ
ク
ラ
ウ
ド
（
及
川
厚
博
、

前
川
拓
也
両
代
表
取
締
役
）
の
岡
道
俊
人
社
長
室
執

行
役
員
に
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
運
転
者
教

育
へ
の
対
応
や
物
流
業
界
で
の
Ｍ
＆
Ａ
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
受
け
物
流
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
が
激
変
す
る
中
、
い
ま
多
く
の
物
流
事
業

者
が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
育
成
の
今

後
の
在
り
方
と
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）
に
よ
る
業

界
再
編
だ
ろ
う
。
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
育
成

機
構
（
Ｊ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
）
か
ら
改
称
し
再
ス
タ
ー
ト
を
切

Ｍ＆Ａクラウド

社長室執行役員 岡道 俊人氏(44)

運
転
者
育
成
↑

物
流
業
界
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
↓
Ｍ
＆
Ａ

運
転
者
育
成
↑

物
流
業
界
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
↓
Ｍ
＆
Ａ

運
転
者
育
成
↑

物
流
業
界
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
↓
Ｍ
＆
Ａ

（
面
担

三
田
澪
）

札幌地区トラック協会 札幌北支部
支部長

札幌市北区

株式会社 トータル運輸
社 長

札幌市北区

北海道郵便逓送株式会社
社 長

札幌市北区

幸楽輸送株式会社
社 長

札幌市清田区

三和物流サービス株式会社
社 長

札幌市清田区

共通運送株式会社
社 長

札幌市白石区

株式会社 シズナイロゴス
社 長

札幌市白石区

大斗運輸株式会社
社 長

札幌市白石区

月寒運輸株式会社
社 長

札幌市白石区

東札幌日通輸送株式会社
社 長

札幌市白石区

株式会社 久日本流通
社 長

札幌市中央区

株式会社 ロジネットジャパン
代表取締役 社長執行役員

札幌市中央区

エア･ウォーター物流株式会社
社 長

札幌市豊平区

北海道競走馬輸送事業協同組合
理事長

札幌市豊平区

本間 雅実

二村 哲史

中田 公成

不動 直樹

金子 忠史

永原 敏雅

伊藤功一郎

中村 潤

佐々木憲治

中島 隆栄

岸本 尚久

橋本 潤美

佐藤 能衞

七條 稔

札幌定温運輸株式会社
社 長

札幌市西区

北海道フーズ輸送株式会社
会 長

札幌市西区

北海道物流開発株式会社
会 長

札幌市西区

曲長札幌開発工業株式会社
社 長

札幌市東区

日本ローカルネットワークシステム協同組合連合会 北海道地域本部
本部長

札幌市東区

（順不同）（順不同）

武田運輸株式会社
社 長

札幌市東区

株式会社 ほくうん
社 長

札幌市東区

山登運輸株式会社
社 長

札幌市東区

旭川小型運輸株式会社
社 長

北海道旭川市

株式会社 新共運輸
社 長

北海道旭川市

浦田 昭蔵

渡邊 英俊

斉藤 博之

山下 央

細貝 大衛

武田 秀一

森高 義男

松橋 謙一

湯野 信一

髙見 浩史

株式会社 北海小型運輸
社 長

北海道旭川市

株式会社 ジャスト･カーゴ
社 長

北海道石狩市

北海丸善運輸株式会社
社 長

北海道石狩市

株式会社 トッキュウ
社 長

北海道岩見沢市

広野運輸株式会社
社 長

北海道江別市

株式会社 杉本運輸
社 長

北海道小樽市

道東運輸株式会社
社 長

北海道帯広市

株式会社 アシーネ
社 長

北海道北広島市

ユート運輸倉庫株式会社
社 長

北海道北広島市

三ッ輪物流株式会社
社 長

北海道釧路市

髙野 恭太

清野 敏彦

紫藤 正行

工藤 真也

廣野 敏樹

杉本 憲昭

立花 保孝

関根 太一

七條 稔

日野 渉

西尾運送有限会社
社 長

北海道士別市

有限会社 大勝
社 長

北海道千歳市

株式会社 トランシス
社 長

北海道千歳市

栗林海陸輸送株式会社
社 長

北海道苫小牧市

株式会社 大興物流
社 長

北海道苫小牧市

苫小牧埠頭株式会社
社 長

北海道苫小牧市

キョーツー株式会社
社 長

北海道北斗市

株式会社 工藤商事
社 長

北海道栗山町

清水運送株式会社
社 長

北海道清水町

株式会社 羽衣運輸
社 長

北海道七飯町

村上 哲也

生川 勝則

久保 則之

栗林 和徳

岡田 大

海津 尚夫

菊池 浩行

工藤 英人

梶 貴博

井上 修

合同通運有限会社
社 長

北海道幕別町

株式会社 北海運輸
社 長

北海道芽室町

沢口産業株式会社
代表取締役

北海道湧別町

湧別小型運送株式会社
社 長

北海道湧別町

公益社団法人 青森県トラック協会
会 長

青森市

三協運輸株式会社
社 長

青森市

東日本ライフ輸送株式会社
社 長

青森市

株式会社 大興
社 長

青森県八戸市

三八五流通株式会社
社 長

青森県八戸市

日興運輸株式会社
社 長

青森県弘前市

北上トラック事業協同組合
理事長

岩手県北上市

両磐一関トラック事業協同組合
理事長

岩手県一関市

白金運輸株式会社
社 長

岩手県奥州市

株式会社 ホクリョウ物流
社 長

岩手県滝沢市

木田 将実

沢本 一輝

吉田 昌子

福原 裕二

森山 慶一

木村 英敬

齊藤 幸伸

岡田 大

泉山 元

木村 宣博

高橋 和彦

三浦 敏

海鋒 徹哉

橋場 忍
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条
件
、
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
７
月
に
は
釧
路

市
で
「
道
東
ロ
ジ
ス
ク
」
、
函

館
市
で
「
道
南
ロ
ジ
ス
ク
」
を

実
施
。

参
加
し
た
北
海
道
物
流
開
発

（
斉
藤
博
之
会
長
、
札
幌
市
西

区
）
新
規
事
業
開
発
部
の
佐
藤

忠
部
長
は
「
事
業
者
同
士
が
マ

ッ
チ
ン
グ
の
た
め
具
体
的
に
話

し
合
え
る
会
議
は
こ
れ
ま
で
な

く
、
有
意
義
な
場
。
今
後
の
課

題
と
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
整
備
や
コ
ス
ト
負
担
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
、
行

政
の
後
押
し
が
重
要
」
と
話
し

て
い
る
。

法
令
順
守
意
識
の
高
い
荷
主

と
組
む
事
業
者
や
、
自
社
で
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
物
流

大
手
で
は
先
行
し
て
取
り
組
み

を
進
め
る
事
例
が
増
え
つ
つ
あ

る
。
一
方
、
中
小
事
業
者
の
間

で
も
同
業
他
社
と
連
携
す
る
動

き
が
あ
る
も
の
の
、
荷
物
の
種

類
や
時
間
帯
な
ど
条
件
面
で
折

り
合
い
が
付
か
ず
、
改
善
に
至

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

る
。ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
を

改
善
す
る
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
中
継
輸
送
に
つ
い
て
、

各
方
面
で
協
力
・
検
証
す
る
動

き
を
更
に
広
め
、
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
を
通
じ
て
最
適
解
を
求
め

続
け
る
必
要
が
あ
る
。

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
ス
ク
ス
ク
育

つ
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
。

ま
た
、
一
定
期
間
の
利
用
を
意

味
す
る
「
サ
ブ
ス
ク
」
の
イ
メ

ー
ジ
も
持
た
せ
て
い
る
。

23
年
10
月
に
旭
川
市
で
開
催

さ
れ
た
「
道
北
ロ
ジ
ス
ク
」
と

題
し
た
会
合
を
皮
切
り
に
、
同

年
12
月
に
は
札
幌
市
で
「
道
央

ロ
ジ
ス
ク
」
を
開
催
。
物
流
事

業
者
、
荷
主
企
業
が
参
加
し
、

共
同
輸
送
、
中
継
輸
送
の
実
現

に
向
け
、
課
題
や
中
継
拠
点
の

「
ロ
ジ
ス
ク
」
で
は
、
共
同

輸
送
・
中
継
輸
送
を
検
討
し
て

い
る
物
流
事
業
者
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
少
人
数
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
話
し
合
え
る
場
を
提

供
。
同
研
究
会
は
事
務
局
と
し

て
実
現
で
き
そ
う
な
事
業
者
の

選
定
や
仲
介
、
情
報
提
供
、
関

係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
通
じ

て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

名
称
は
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
」
「
ス
ク
ラ
ム
」
を
掛
け
合

わ
せ
た
ほ
か
、
「
北
海
道
の
ロ

一
方
、
行
政
が
主
体
と
な
っ

て
、
中
継
輸
送
を
検
討
す
る
物

流
事
業
者
同
士
を
仲
介
す
る
取

り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

北
海
道
開
発
局
や
道
内
の
物

流
事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
共

同
輸
送
・
中
継
輸
送
実
装
研
究

会
（
髙
橋
清
座
長
、
北
見
工
業

大
学
教
授
）
は
、
共
同
輸
送
・

中
継
輸
送
を
実
施
し
た
い
事
業

者
同
士
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

独
自
の
取
り
組
み
「
ロ
ジ
ス

ク
」
を
推
進
し
て
い
る
。

架
装
の
平
ボ
デ
ィ
ー
車
を
使

用
。
荷
扱
い
の
教
育
も
弥
生
京

極
社
が
行
っ
て
い
る
。

９
月
か
ら
は
大
阪
府
の
運
送

会
社
と
も
連
携
し
、
浜
松
市
を

中
継
地
に
し
た
茨
城
―
兵
庫
の

ト
レ
ー
ラ
方
式
に
よ
る
中
継
輸

送
を
始
め
る
予
定
だ
。

大
阪
府
の
運
送
会
社
は
弥
生

京
極
社
の
メ
イ
ン
荷
主
以
外
の

ガ
ラ
ス
製
品
メ
ー
カ
ー
と
取
引

が
あ
り
、
中
継
に
よ
っ
て
新
た

な
荷
主
と
の
取
引
の
チ
ャ
ン
ス

も
見
込
め
る
。
今
後
は
中
継
に

と
ど
ま
ら
ず
、
協
業
に
よ
る
荷

主
の
枠
を
超
え
た
効
率
化
、
輸

送
力
維
持
の
取
り
組
み
に
も
つ

な
げ
て
い
く
考
え
。

佐
佐
木
社
長
は
「
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
の
中
、
ガ
ラ
ス
製
品
の

輸
送
力
維
持
は
重
要
だ
が
、
独

力
で
は
限
界
が
あ
る
。
全
国
的

に
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
積
載
効
率

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
荷
主
は

違
っ
て
も
、
運
送
事
業
者
同
士

の
連
携
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
荷

主
に
も
貢
献
し
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
る
。

交
替
方
式
に
よ
る
茨
城
―
岡
山

の
中
継
輸
送
を
行
っ
て
お
り
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
間
も
な
く
１
年

に
な
る
。

積
み
荷
は
ガ
ラ
ス
製
品
で
、

弥
生
京
極
社
が
保
有
す
る
特
殊

松
市
）
と
連
携
し
、
愛
知
県
岡

崎
市
を
中
継
地
に
ド
ラ
イ
バ
ー

た
た
め
、
中
継
輸
送
を
取
り
入

れ
た
。
旭
川
―
北
見
を
自
社
で

往
復
し
、
札
幌
―
旭
川
は
協
力

会
社
に
委
託
す
る
。

ト
レ
ー
ラ
と
立
地
を
生
か
し

て
、
道
内
長
距
離
輸
送
に
対
応

し
た
形
だ
。
中
継
に
よ
る
コ
ス

ト
増
が
課
題
だ
っ
た
が
、
荷
主

と
の
交
渉
の
結
果
、
運
賃
の
引

き
上
げ
に
も
成
功
し
た
。

猪
上
靖
浩
常
務
は
「
元
々
、

往
復
の
貨
物
が
あ
り
、
定
期
で

運
行
し
て
い
た
た
め
実
現
で
き

た
。
荷
主
も
物
流
を
維
持
す
る

上
で
必
要
な
コ
ス
ト
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
く
れ
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

弥
生
京
極
社
（
佐
佐
木
陽
太

社
長
、
横
浜
市
鶴
見
区
）
は
朝

日
通
商
（
後
藤
耕
司
社
長
、
高

旭
川
通
運
（
西
村
仁
社
長
、

北
海
道
旭
川
市
）
は
４
月
か

ら
、
札
幌
市
近
郊
の
協
力
会
社

と
連
携
し
て
札
幌
―
北
見
で
中

継
輸
送
を
始
め
た
。
中
間
地
点

に
あ
る
自
社
敷
地
内
で
ト
ラ
ク

タ
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ

イ
バ
ー
１
人
が
運
行
す
る
距
離

と
時
間
を
半
分
程
度
ま
で
抑
え

て
い
る
。

従
来
は
、
旭
川
通
運
が
物
流

拠
点
間
を
ト
レ
ー
ラ
で
運
行

し
、
加
工
食
品
を
往
復
で
運
ん

で
い
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
へ
の
規
制
強
化
に
よ
り
、

こ
う
し
た
運
行
が
難
し
く
な
っ

社
の
車
両
に
積
み
替
え
て
東
北

６
県
へ
の
配
送
を
請
け
負
う
。

午
後
２
時
ま
で
に
持
ち
込
み
・

受
け
付
け
を
行
え
ば
、
６
０
０

㌔
以
内
の
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
翌

日
に
到
着
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
が

特
徴
だ
。
持
ち
込
み
車
両
の
帰

り
荷
の
手
配
に
も
対
応
す
る
と

い
う
。

現
在
の
対
象
エ
リ
ア
は
東
北

エ
リ
ア
の
み
だ
が
、
今
後
も
中

国
・
九
州
エ
リ
ア
へ
の
展
開
に

向
け
、
新
た
な
中
継
拠
点
の
設

置
を
進
め
る
方
針
。
中
継
配
送

を
通
じ
て
、
荷
主
・
物
流
事
業

者
の
24
年
問
題
解
決
や
ホ
ワ
イ

ト
物
流
へ
の
対
応
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

社
に
も
広
く
利
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
24
年
問
題
へ
の
対
応

に
積
極
的
に
寄
与
し
て
い
く
」

と
し
て
い
る
。

つ
ば
め
急
便(

石
原
修
社
長


大
阪
市
北
区
）
は
24
年
１
月
か

ら
イ
ト
ー
急
行(

柴
山
隆
社
長


愛
知
県
瀬
戸
市
）
と
連
携
し
て

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
東
北
地
域
向
け

貨
物
の
中
継
輸
送
を
展
開
。
６

月
か
ら
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
長
距
離
中
継
事
業
部
を

設
置
し
て
顧
客
の
間
口
を
広
げ

た
独
自
の
中
継
輸
送
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

同
社
埼
玉
Ｆ
Ｃ
（
埼
玉
県
川

越
市
）
に
大
型
車
両
貨
物
を
持

ち
込
め
ば
、
つ
ば
め
急
便
が
自

50
台
が
駐
車
可
能
な
ト
ラ
ッ

ク
用
パ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
、
ト

イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
、
更
衣
室
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
仮
眠
室
、
売

店
と
い
っ
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
も
順
次
整
備
す
る
ま
た
25

年
２
月
に
は
、
こ
れ
に
隣
接
し

た
３
温
度
帯
の
大
型
倉
庫
も
建

設
す
る
。
24
年
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
東
京
と
大
阪
の
間
に

新
た
な
在
庫
拠
点
を
設
け
た
い

荷
主
の
需
要
開
拓
や
、
静
岡
県

西
部
エ
リ
ア
で
の
倉
庫
事
業
拡

大
に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

セ
ン
コ
ー
Ｇ
Ｈ
Ｄ
で
は
「
新

施
設
の
開
設
で
中
継
輸
送
の
強

化
と
効
率
化
を
一
層
進
め
る
と

と
も
に
、
協
力
会
社
や
同
業
他

Ｉ
Ｃ
）
に
近
く
、
グ
ル
ー
プ
初

の
ト
ラ
ッ
ク
中
継
輸
送
専
用
の

大
型
施
設
と
な
る
。
東
名
高
速

道
路
・
東
京
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ(

Ｉ
Ｃ)

か
ら
２
３
０
㌔
、
名

神
高
速
道
路
・
吹
田
Ｉ
Ｃ
か
ら

２
５
０
㌔
と
ほ
ぼ
中
間
地

点
に
位
置
す
る
た
め
、
関

東
、
関
西
ど
ち
ら
か
ら
も

日
帰
り
運
行
が
で
き
る
。

ト
ラ
ク
タ
の
交
換
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
交
代
、
貨
物
の

積
み
替
え
な
ど
を
中
継
地

で
行
う
こ
と
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
負
担
軽
減
と
輸
送

効
率
ア
ッ
プ
の
両
立
を
図

る
。

イ
ア
ン
ス(

法
令
順
守)

を
徹
底

し
つ
つ
、
よ
り
高
度
な
長
距
離

幹
線
輸
送
の
提
供
を
目
指
す
。

つ
な
ぐ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

新
東
名
高
速
道
路
・
浜
松
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｓ

自
社
の
設
備
拡
充
や
独
自
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
他
社

の
24
年
問
題
対
応
を
支
援
す
る

動
き
を
見
せ
る
事
業
者
も
あ

る
。セ

ン
コ
ー
（
杉
本
健
司
社

長
、
大
阪
市
北
区
）
は
、
21
年

度
に
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
２

編
成
を
導
入
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
23
年
度
に
更
に
６
編
成
を

投
入
し
た
。
現
在
、
関
東
―
関

西
で
運
行
中
の
８
編
成
に
、
24

年
度
に
は
中
部
―
関
東
で
運
行

予
定
の
６
編
成
を
加
え
、
30
年

度
ま
で
に
更
に
導
入
を
加
速
、

早
期
に
計
１
０
０
編
成
体
制
を

構
築
す
る
計
画
を
掲
げ
る
。

中
継
輸
送
の
拡
充
も
進
め
て

お
り
、
セ
ン
コ
ー
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
浜
松
で
８

月
開
設
を
目
指
し
て
建
設
を
進

め
て
い
る
中
継
基
地
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ｣(

つ
な
ぐ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
機
能
を
活
用
し
、
コ
ン
プ
ラ

「
２
０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
中
継
輸
送
を
活
用
す
る
事
例
が
増

え
て
い
る
。
物
流
事
業
者
同
士
の
連
携
や
新
た
な
専
用
施
設
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
負
担
軽
減
を
図
る
事
業
者
に
加
え
、
中
継
地
に
持
ち
込
ま
れ
た
貨
物
を
自
社
の
車
両

に
積
み
替
え
、
残
り
の
配
送
を
請
け
負
う
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
出
す
事
業
者
も
あ
る
。

ま
た
、
行
政
が
主
体
と
な
り
、
事
業
者
同
士
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
取
り
組
み
な
ど
も
始
ま

っ
て
い
る
。

（
特
別
取
材
班
）

旭川―北見を自社で往復し、札幌―

旭川は協力会社に委託（旭川通運）

中
継
輸
送
を
活
用
す
る
事
業
者

中
継
輸
送
を
活
用
す
る
事
業
者

連
携
で
ド
ラ
イ
バ
ー
負
担
減

設
備
拡
充
＆
独
自
サ
ー
ビ
ス

行
政
主
体
で
マ
ッ
チ
ン
グ
北
海
道

つ
な
ぐ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
グ
ル
ー
プ
初
の
ト
ラ

ッ
ク
中
継
輸
送
専
用
の

大
型
施
設
（
セ
ン
コ
ー

Ｇ
Ｈ
Ｄ
、
完
成
予
想

図
）

（
面
担

三
田
澪
）

ガラス製品の輸送力維持に向け連携を促進（弥生京極社）

岩手中部トラック事業協同組合
理事長

岩手県花巻市

有限会社 渡部運輸
社 長

岩手県花巻市

赤帽宮城県軽自動車運送協同組合
理事長

仙台市宮城野区

日通東北輸送事業協同組合
理事長

仙台市宮城野区

株式会社 Ｂ･Ｉ
社 長

仙台市宮城野区

株式会社 丸山運送
社 長

仙台市宮城野区

仙台トラック事業協同組合
理事長

仙台市若林区

東北交通共済協同組合
理事長

仙台市若林区

公益社団法人 宮城県トラック協会
会 長

仙台市若林区

株式会社 大昇物流
社 長

宮城県大崎市

高橋 嘉信

渡部 明

新田 誠喜

佐竹 朝雄

二階堂孝宏

三浦 一夫

庄子 哲朗

大熊 杜生

庄子 清一

和野 裕一

古川貨物株式会社
社 長

宮城県大崎市

迫トラック株式会社
社 長

宮城県登米市

宮石運輸株式会社
社 長

宮城県登米市

公益社団法人 秋田県トラック協会
会 長

秋田市

第一貨物株式会社
社 長

山形市

山形貨物運送事業協同組合
理事長

山形市

山形トラック運送事業協同組合
理事長

山形市

山形物流ネットワーク協同組合
理事長

山形市

山形陸運株式会社
社 長

山形市

エイエスエムトランスポート株式会社
社 長

山形県酒田市

千葉 孝男

上野 寿夫

小野寺賢二

近藤 哲泰

米田総一郎

佐藤 昭彦

佐藤 公啓

佐藤 侑功

佐藤 公啓

工藤亜紀子

（順不同）（順不同）

株式会社 佐藤運送
社 長

山形県新庄市

有限会社 菅原物流
社 長

山形県鶴岡市

ベア･ロジコ株式会社
社 長

山形県天童市

佐藤 昭彦

菅原 司

本田 孝

公益社団法人 山形県トラック協会
会 長

山形県天童市

トヨタライン株式会社
社 長

山形県東根市

株式会社 丸市運送
社 長

山形県東根市

置賜トラック運送事業協同組合
理事長

山形県米沢市

村正運輸株式会社
社 長

山形県米沢市

株式会社 帝北ロジスティックス
社 長

福島市

福島運送株式会社
社 長

福島市

株式会社 吉田運輸
社 長

福島市

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 福島県支部
支部長

福島市

いわきトラック事業協同組合
理事長

福島県いわき市

熊澤 貞二

齋藤 和彦

髙橋 和義

我妻 勝男

村山 正博

尾越 建一

馬場 憲明

吉田 耕嗣

佐藤 信成

伊藤 浩一

丸浜運輸株式会社
社 長

福島県いわき市

三つ山運送株式会社
社 長

福島県いわき市

郡山運送株式会社
社 長

福島県郡山市

郡山トラックセンター事業協同組合
理事長

福島県郡山市

ダイトーロジスティックス株式会社
社 長

福島県郡山市

株式会社 須賀川東部運送
社 長

福島県須賀川市

株式会社 円谷運送店
社 長

福島県須賀川市

株式会社 丸や運送
社 長

福島県二本松市

丸ヵ運送株式会社
社 長

福島県南相馬市

福島倉庫株式会社
社 長

福島県二本松市

里見 法道

松尾 活秀

小野田弘明

永山 忍

大内 孝浩

吉田 雅弘

円谷 義広

佐藤 仁

佐藤 信成

蓬田 隆信
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ロジテック東北株式会社
社 長

福島県本宮市

成田運輸株式会社
社 長

福島県鏡石町

一般社団法人 茨城県トラック協会
会 長

水戸市

関東イチミヤ物流サービス株式会社
社 長

茨城県小美玉市

美野里運送倉庫株式会社
社 長

茨城県小美玉市

大川運輸株式会社
会 長

茨城県鹿嶋市

みなと運送株式会社
社 長

茨城県神栖市

茨城流通サービス株式会社
社 長

茨城県古河市

五光物流株式会社
社 長

茨城県筑西市

三共貨物自動車株式会社
社 長

茨城県筑西市

株式会社 マルイワ
社 長

茨城県筑西市

株式会社 梅里物流サービス
社 長

茨城県つくば市

行方運送株式会社
社 長

茨城県行方市

株式会社 ウナン
社 長

宇都宮市

とちぎ安全教育センター株式会社
社 長

宇都宮市

一般社団法人 栃木県トラック協会
会 長

宇都宮市

栃木県トラック協会 宇都宮支部
支部長

宇都宮市

栃木県トラック協会協同組合
理事長

宇都宮市

増山貨物自動車株式会社
社 長

宇都宮市

株式会社 八下田陸運
社 長

宇都宮市

株式会社 北関東運輸
会 長

栃木県大田原市

有限会社 関東実行センター
社 長

栃木県小山市

北関東物流株式会社
社 長

栃木県鹿沼市

株式会社 丸神商事運輸
社 長

栃木県鹿沼市

株式会社 髙野商運
社 長

栃木県さくら市

大坂屋運送株式会社
社 長

栃木県栃木市

有限会社 川崎屋運送
社 長

栃木県那須塩原市

株式会社 サンコー
社 長

栃木県日光市

有限会社 亀田運送
社 長

栃木県那珂川町

オール群馬トラックセンター協同組合
理事長

前橋市

秋山 弘美

吉田 健二

小倉 邦義

安藤 英毅

岩松 健臣

大川 功

山本 勇

小倉 邦義

小林章三郎

小倉 重則

岩﨑 唯夫

中田 剛

熊谷 茂穂

半田 臣一

臼井 稔清

石塚 安民

半田 臣一

神山 義徳

増山 健生

八下田 勝

石塚 安民

山本 久一

神成 光輝

神山 義徳

髙野 和久

植原 泰央

土屋 隆久

阿部 光記

亀田 昇

中山 宏

株式会社 ぐんま安全教育センター
社 長

前橋市

一般社団法人 群馬県トラック協会
会 長

前橋市

群馬県トラック協会 前橋支部
支部長

前橋市

株式会社 太陽運輸
社 長

前橋市

堀越運輸株式会社
社 長

前橋市

株式会社 ボルテックスセイグン
社 長

群馬県安中市

株式会社 伊勢崎運輸
社 長

群馬県伊勢崎市

群馬県トラック協会 桐生支部
支部長

群馬県伊勢崎市

群馬県トラック協会 佐波伊勢崎支部
支部長

群馬県伊勢崎市

群馬通商株式会社
社 長

群馬県伊勢崎市

（順不同）（順不同）

株式会社 新鮮便
社 長

群馬県伊勢崎市

株式会社 ボルテックスサンエイ
社 長

群馬県太田市

今成運送株式会社
社 長

群馬県渋川市

群馬県トラック協会 渋川支部
支部長

群馬県渋川市

群馬県トラック協会 高崎支部
支部長

群馬県高崎市

ＧＫＵ株式会社
社 長

群馬県高崎市

上州貨物自動車株式会社
社 長

群馬県高崎市

高崎協同運送株式会社
社 長

群馬県高崎市

ホクブトランスポート株式会社
社 長

群馬県高崎市

群馬県トラック協会 館林支部
支部長

群馬県館林市

群馬県トラック協会 甘楽富岡支部
支部長

群馬県富岡市

萩原 敬吾

武井 宏

関口 宣男

藤野 隆司

堀越 泰毅

武井 宏

橋本 力

長谷川義雄

橋本 力

新山 浩通

佐藤 稔也

金田 英之

今成 克之

今成 克之

山田 雅夫

川手 和義

佐藤 賢一

山田 啓五

梅山 立之

谷田川敏幸

青木 靖次

群馬県トラック協会 大間々支部
支部長

群馬県みどり市

上電通運株式会社
社 長

群馬県みどり市

須田運送株式会社
社 長

群馬県みどり市

根本運送株式会社
社 長

群馬県みどり市

株式会社 三蔵
社 長

群馬県大泉町

株式会社 阿久津運送
社 長

群馬県甘楽町

群馬県トラック協会 吾妻支部
支部長

群馬県中之条町

安原運輸有限会社
社 長

群馬県中之条町

高山運輸倉庫株式会社
社 長

群馬県高山村

株式会社 群馬グリーン配送
社 長

群馬県嬬恋村

株式会社 酒井運送
会 長

さいたま市岩槻区

埼玉県倉庫協会
会 長

さいたま市浦和区

一般社団法人 埼玉県トラック協会
会 長

さいたま市大宮区

埼玉県トラック協同組合連合会
会 長

さいたま市大宮区

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 埼玉県支部
支部長

さいたま市大宮区

日生流通運輸倉庫株式会社
社 長

埼玉県上尾市

新流通運輸株式会社
社 長

埼玉県朝霞市

株式会社 啓和運輸
社 長

埼玉県入間市

株式会社 シーエックスカーゴ
社 長

埼玉県桶川市

株式会社 藤城運輸倉庫
社 長

埼玉県桶川市

石田運送株式会社
社 長

埼玉県春日部市

山口 和男

星野 陽司

須田 昇

根本 正樹

川島 和幸

新井 嘉之

安原 賢一

安原 賢一

都筑 雅彦

佐藤今朝司

酒井 謙二

渡邉 留雄

瀬山 豪

鳥居 伸雄

瀬山 豪

吉澤 仁

五味 大和

川島 満

佐藤 豊

藤城 卓

石田 幸良

白金ロジスティクス株式会社
社 長

埼玉県春日部市

有限会社 新郷運輸
社 長

埼玉県川口市

川越労働基準監督署管内陸災防協議会
会 長

埼玉県川越市

埼玉県トラック協会 川越支部
支部長

埼玉県川越市

丸一共通運送株式会社
社 長

埼玉県川越市

武蔵貨物自動車株式会社
社 長

埼玉県川越市

大和輸送株式会社
社 長

埼玉県行田市

株式会社 武蔵野物流
社 長

埼玉県行田市

埼玉県トラック協会 久喜支部
支部長

埼玉県久喜市

トーエイ物流株式会社
社 長

埼玉県久喜市

株式会社 井上運送
社 長

埼玉県熊谷市

熊谷通運株式会社
社 長

埼玉県熊谷市

熊谷トラック事業協同組合
理事長

埼玉県熊谷市

協和興運株式会社
社 長

埼玉県越谷市

株式会社 三協運輸サービス
社 長

埼玉県越谷市

株式会社 新興運送
社 長

埼玉県越谷市

ハイエスサービス株式会社
社 長

埼玉県越谷市

株式会社 パパネッツ
社 長

埼玉県越谷市

株式会社 ランビック
社 長

埼玉県越谷市

西武通運株式会社
社 長

埼玉県狭山市

株式会社 リュウオー
社 長

埼玉県狭山市

海鋒 徹哉

赤城 義隆

鈴木 孝明

鈴木 孝明

永原 敏雅

大津 進

坂本 篤子

丑久保紀美

西野 進

遠藤 長俊

井上 浩

佐久間文彦

野村 文昭

粟屋 慎治

井出 恵一

加地 昭俊

串 晃宣

伊藤 裕昭

竹内 謙二

鳥居 伸雄

新井 一夫

清水運輸グループ
社 長

埼玉県志木市

マルタケ運輸株式会社
社 長

埼玉県草加市

株式会社 岩崎運送
社 長

埼玉県所沢市

株式会社 エー･シー･トランスポート
社 長

埼玉県戸田市

埼玉県央流通事業協同組合
理事長

埼玉県羽生市

株式会社 盛運
社 長

埼玉県羽生市

埼玉県トラック協会 小川･松山支部
支部長

埼玉県東松山市

入間地区トラック事業協同組合
理事長

埼玉県日高市

有限会社 ケイアイエヌ
社 長

埼玉県深谷市

埼玉県トラック協会 寄居支部
支部長

埼玉県深谷市

山田運送株式会社
社 長

埼玉県本庄市

青翔運輸株式会社
社 長

埼玉県杉戸町

株式会社 出版産業
社 長

埼玉県三芳町

中村倉庫株式会社
社 長

埼玉県三芳町

埼玉中央輸送協同組合
理事長

埼玉県寄居町

株式会社 大川運輸
社 長

千葉市稲毛区

社会保険労務士法人 曽我事務所
所 長

千葉市花見川区

髙山行政書士事務所
所 長

千葉市美浜区

一般社団法人 千葉県トラック協会
会 長

千葉市美浜区

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 千葉県支部
支部長

千葉市美浜区

角田運送株式会社
社 長

千葉県市川市

協同組合 ネットワーク千葉
理事長

千葉県香取市

株式会社 仁和運送
社 長

千葉県流山市

株式会社 ロジックスライン
社 長

千葉県成田市

ビー･カーゴワークス株式会社
社 長

千葉県松戸市

有限会社 八千代運送
社 長

千葉県八千代市

株式会社 池田自動車運輸
社 長

千葉県栄町

千葉県トラック協会 印旛支部
支部長

千葉県酒々井町

株式会社 石橋梱包運輸
社 長

千葉県芝山町

清水 英次

武田 功

岩﨑 克美

篠田 昌孝

穐山 正明

穐山 正明

中島 健児

青山 定雄

小西 忠治

金井 晃

山田 健二

古谷 隆之

渡邉 留雄

中村 治幸

清水 浩一

華藤 公義

曽我 浩

髙山 正孝

池田 和彦

大里 忠弘

角田 正一

根本 勝雄

長澤 章裕

沢田 秀明

波田 雅文

福島 昇

池田 和彦

清宮 鉄夫

佐藤 俊幸
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ー
バ
ル
人
事
の
制
度
設
計
や
Ｈ

Ｒ

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
・
ア
ズ
・
ア
・
サ
ー
ビ
ス
）

の
導
入
・
運
用
な
ど
、
人
事
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。

２
０
２
０
年
ハ
ッ
カ
ズ
ー
ク

入
社
。
様
々
な
組
織
と
ア
ル
ム

ナ
イ
の
関
係
構
築
、
価
値
創
出

を
支
援
。
23
年
３
月
か
ら
現

職
。

さ
ね
し
げ
・
ゆ
う

神
戸
大

学
経
営
学
部
卒
業
後
、
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
に
新
卒
入
社
。
グ
ロ

さ
れ
る
義
務
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
ま
ず
は
ア
ル
ム
ナ
イ
に
と

っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
？

を
考
え
、
価
値
を
提
供
し
、
ま

ず
は
緩
や
か
で
も
つ
な
が
り
を

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
別
の
視
点
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
退
職
時
体
験
の
改

善
＝
「
辞
め
方
改
革
」
も
重
要

だ
。
企
業
が
い
く
ら
ア
ル
ム
ナ

イ
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
も
、
も
し
社
員
が
退
職

時
の
面
談
で
上
司
か
ら
「
裏
切

り
者
！
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
退

職
後
に
そ
の
企
業
と
つ
な
が
ろ

う
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
発
言
を
し
て
し

ま
う
上
司
が
少
な
く
な
い
の

は
、
企
業
が
退
職
者
を
ど
う
扱

う
か
明
確
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す

る
。
退
職
者
を
ア
ル
ム
ナ
イ
と

呼
び
、
退
職
後
も
い
い
関
係
性

を
築
い
て
い
く
と
い
う
意
思
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
退
職
面

談
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
や
研

修
を
実
施
し
、
退
職
体
験
の
質

を
担
保
す
る
。
こ
の
よ
う
な
動

き
に
よ
っ
て
社
内
に
対
し
て

も
、
企
業
の
意
思
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
話
し
た
い
ア
ル
ム
ナ
イ
を
探

し
て
情
報
交
換
で
き
た
り
す
る

な
ど
、
ア
ル
ム
ナ
イ
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
で

き
る
。

前
職
が
同
じ
人
、
言
い
換
え

れ
ば
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
た
仲

間
だ
か
ら
こ
そ
、
信
頼
で
き
安

心
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
可
能
だ
。
こ
の

よ
う
な
横
の
つ
な
が
り
を
は
じ

め
と
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
ア
ル
ム
ナ
イ
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
、
つ
な
が

り
が
継
続
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
企
業
は
再

入
社
の
求
人
を
確
実
に
周
知
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
協
業
の

依
頼
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
企
業
は
ア
ル
ム
ナ
イ

の
採
用
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
発

展
と
い
っ
た
成
果
に
つ
な
げ
た

い
が
た
め
に
、
い
か
に
ア
ル
ム

ナ
イ
を
管
理
で
き
る
か
、
と
い

う
発
想
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
社
員
と
違
っ
て
ア

ル
ム
ナ
イ
は
前
職
に
情
報
管
理

い
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、
組
織

的
な
取
り
組
み
に
で
き
て
い
な

い
た
め
、
そ
の
上
司
や
同
僚
が

退
職
し
て
し
ま
え
ば
、
企
業
の

ア
ル
ム
ナ
イ
と
の
つ
な
が
り
は

切
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
ア
ル
ム
ナ
イ
の
再
入

社
を
促
し
た
い
と
考
え
る
企
業

は
近
年
増
え
て
い
る
が
、
採
用

サ
イ
ト
な
ど
で
ア
ル
ム
ナ
イ
採

用
の
求
人
を
掲
載
す
る
だ
け
で

は
、
そ
う
い
っ
た
企
業
の
動
き

を
ア
ル
ム
ナ
イ
に
認
知
し
て
も

ら
う
こ
と
す
ら
難
し
い
。

価
値
感
じ
る
関
係
構
築

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、

ア
ル
ム
ナ
イ
が
価
値
を
感
じ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
ま

ず
は
ア
ル
ム
ナ
イ
と
の
関
係
を

構
築
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ア

ル
ム
ナ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
呼

ば
れ
、
企
業
と
ア
ル
ム
ナ
イ
、

そ
し
て
ア
ル
ム
ナ
イ
同
士
が
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
の

こ
と
で
あ
る
。

専
用
の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
用
い
て
、
企

業
は
ア
ル
ム
ナ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
立
ち
上
げ
る
。
そ
こ
に
ア

ル
ム
ナ
イ
は
現
職
情
報
な
ど
自

ら
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報
を
登

録
し
、
利
用
す
る
。
そ
の
結

果
、
企
業
は
ア
ル
ム
ナ
イ
の
情

報
を
管
理
で
き
、
求
人
情
報
の

発
信
や
ビ
ジ
ネ
ス
協
業
の
依
頼

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
あ
る
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
ア
ル
ム
ナ
イ
は
、
前
職
企
業

と
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
ア
ル
ム
ナ

イ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報
を
見

た
り
、
支
店
単
位
の
グ
ル
ー
プ

で
気
軽
に
会
話
し
た
り
、
自
分

人
材
で
あ
り
、
双
方
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
発
生
し
に
く
く
、
転
職
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
や
採
用
媒
体
に
支

払
う
コ
ス
ト
も
掛
か
ら
な
い
た

め
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

転
職
が
失
敗
だ
っ
た
と
考
え

再
入
社
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
他
社
も
経
験
し
た
か
ら
こ

そ
自
社
の
良
さ
が
分
か
っ
た
、

あ
る
い
は
前
職
の
変
化
を
知
り

ま
た
働
き
た
く
な
っ
た
、
と
い

っ
た
よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
再

入
社
も
昨
今
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
正
社
員
と
い
う
形
で

は
な
く
て
も
、
ア
ル
ム
ナ
イ
の

ア
ル
バ
イ
ト
採
用
や
業
務
委
託

な
ど
と
い
っ
た
形
で
人
材
確
保

に
つ
な
げ
る
企
業
も
あ
る
。

二
つ
目
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な

が
る
点
で
あ
る
。

ア
ル
ム
ナ
イ
は
最
も
身
近
な

社
外
人
材
と
も
言
え
る
。
ア
ル

ム
ナ
イ
が
顧
客
に
な
る
、
あ
る

い
は
ア
ル
ム
ナ
イ
の
転
職
先
が

協
業
先
や
取
引
先
に
な
る
な

ど
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
そ
の

つ
な
が
り
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
２
点
以
外
に
も
、
再
入

社
者
が
い
る
こ
と
や
退
職
者
が

活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
採
用
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
る
、

ア
ル
ム
ナ
イ
の
本
音
の
退
職
理

由
を
把
握
し
、
同
様
の
退
職
を

減
ら
す
組
織
改
善
を
実
施
し
て

離
職
率
低
下
を
狙
え
る
な
ど
の

効
果
も
あ
る
。

組
織
的
な
取
り
組
み
へ

こ
の
よ
う
に
、
企
業
は
ア
ル

ム
ナ
イ
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

様
々
な
成
果
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
企
業
で
は
退
職
が
縁
の
切
れ

目
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
上
司
や
同
僚
が
個
人
的

に
ア
ル
ム
ナ
イ
と
つ
な
が
っ
て

が
再
入
社
す
る
こ
と
は
、
ア
ル

ム
ナ
イ
採
用
や
カ
ム
バ
ッ
ク
採

用
な
ど
と
呼
ば
れ
、
非
常
に
注

目
を
集
め
て
い
る
。
企
業
に
と

っ
て
は
、
ア
ル
ム
ナ
イ
は
教
育

コ
ス
ト
が
掛
か
ら
な
い
即
戦
力

企
業
は
社
員
が
退
職
し
た
後

も
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
目
は
人
材

確
保
で
あ
る
。
退
職
し
て
他
社

で
経
験
を
積
ん
だ
ア
ル
ム
ナ
イ

中
で
、
ア
ル
ム
ナ
イ
が
転
職
し

た
他
の
業
界
の
企
業
と
協
業
し

た
り
、
取
引
先
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
新
規
事
業
が
加
速

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
物
流
企

業
か
ら
様
々
な
業
界
に
転
職
し

た
ア
ル
ム
ナ
イ
が
活
躍
し
、
ま

た
そ
う
い
っ
た
ア
ル
ム
ナ
イ
が

物
流
業
界
で
の
経
験
を
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
話
し
て
い
る
こ
と
で
、

物
流
業
界
全
体
の
就
職
先
と
し

て
の
見
え
方
も
変
わ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

物
流
業
界
に
お
い
て
も
退
職

で
縁
が
切
れ
る
こ
と
な
く
ア
ル

ム
ナ
イ
と
の
つ
な
が
り
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ア
ル

ム
ナ
イ
が
社
外
の
人
的
資
産
と

な
り
、
多
様
な
価
値
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

退
職
が
縁
の
切
れ
目
と
い
う

考
え
方
を
改
め
、
ア
ル
ム
ナ
イ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
「
辞
め

方
改
革
」
に
よ
り
、
退
職
者
が

企
業
の
フ
ァ
ン
と
し
て
つ
な
が

り
つ
づ
け
る
、
そ
ん
な
関
係
性

を
築
く
物
流
業
界
の
企
業
が
今

後
増
え
、
物
流
業
界
全
体
の
発

展
、
盛
り
上
が
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

こ
こ
ま
で
、
ア
ル
ム
ナ
イ
の

価
値
や
成
果
を
生
み
出
す
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
て
き
た

が
、
物
流
業
界
で
は
ど
の
よ
う

な
活
用
が
考
え
ら
れ
る
か
。
物

流
業
界
で
は
、
24
年
問
題
を
含

め
人
手
不
足
は
極
め
て
深
刻
で

あ
り
、
ま
た
離
職
率
が
比
較
的

高
い
企
業
も
多
い
が
、
ア
ル
ム

ナ
イ
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
動
き
は
、
実
は
他
業

界
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。

退
職
者
＝
裏
切
り
者
と
い
う

考
え
が
他
業
界
よ
り
強
い
傾
向

も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
激
変
期
に
あ
る
物
流
業

界
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ル
ム
ナ
イ

と
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
る

価
値
は
と
て
も
大
き
い
。

例
え
ば
、
か
つ
て
退
職
し
別

の
職
種
に
就
い
た
ア
ル
ム
ナ
イ

は
、
働
き
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
物
流
業
界
に
再
入
社
す
る
と

い
う
選
択
肢
を
考
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
あ
る
い
は
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
独
立
し
た
ア
ル
ム
ナ

イ
に
業
務
委
託
と
い
う
形
で
仕

事
を
発
注
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。ま

た
、
事
業
を
多
角
化
す
る

り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
、
ニ
ト
リ
、
み
ず
ほ
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
名
だ
た
る
大
手
企
業
が
既

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

た
り
前
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
自
社
の
退
職
者

を
卒
業
生
の
意
味
を
こ
め
て
ア

ル
ム
ナ
イ
と
呼
び
、
退
職
で
縁

を
切
る
こ
と
な
く
関
係
を
継
続

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が

ア
ル
ム
ナ
イ
と
は
？

ア
ル
ム
ナ
イ
と
は
、
卒
業
生

や
同
窓
生
と
い
う
意
味
で
、
大

学
の
卒
業
生
を
指
す
言
葉
と
し

て
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら

転
じ
て
人
材
業
界
で
は
「
現
役

世
代
の
退
職
者
」
の
こ
と
を
指

す
。
新
卒
一
括
採
用
、
終
身
雇

用
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
に

は
、
転
職
な
ど
の
理
由
に
よ
り

退
職
す
る
社
員
は
、
裏
切
り
者

か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
や
終
身
雇
用
は

崩
壊
し
つ
つ
あ
り
、
転
職
は
当

物
流
業
界
に
お
け
る

ア
ル
ム
ナ
イ
と
の
つ
な
が
り
の
活
用

物
流
業
界
に
お
け
る

ア
ル
ム
ナ
イ
と
の
つ
な
が
り
の
活
用

物
流
業
界
は
、
「
２
０
２
４
年
問
題
」
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
部
の
企
業
で
は
生
き
残
り
を
懸
け
て
事
業
を
多
角
化
す
る
動
き
も
出
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
「
ア
ル
ム
ナ
イ
」
と
の
つ
な
が

り
で
あ
る
。

人
材
確
保･
ビ
ジ
ネ
ス
に
利
点

ハ
ッ
カ
ズ
ー
ク
執
行
役
員

ア
ル
ム
ナ
イ
事
業
責
任
者

實
重

遊
氏

物
流
業
界
に
お
け
る
可
能
性

（
面
担

明
石
衛
）

佐倉急送株式会社
社 長

千葉県芝山町

株式会社 森田商運
社 長

東京都足立区

株式会社 ライフサポート･エガワ
代表取締役社長

東京都足立区

江戸川運輸施設協同組合
理事長

東京都江戸川区

株式会社 エムティーロジ
社 長

東京都江戸川区

小島運送株式会社
社 長

東京都江戸川区

信濃運輸株式会社
社 長

東京都江戸川区

シナノライン株式会社
社 長

東京都江戸川区

柴又運輸株式会社
社 長

東京都江戸川区

一般社団法人 東京都トラック協会 江戸川支部
支部長

東京都江戸川区

大森 康央

山田 正信

江川 哲生

油井 健一

森谷 英紀

小島 勝弘

林 俊彦

千田 良光

橋場広太郎

天野 直人

東京流通協同組合
理事長

東京都江戸川区

トーレイ輸送株式会社
社 長

東京都江戸川区

株式会社 ナカシマホールディングス
社 主

東京都江戸川区

（順不同）（順不同）

マルシン運輸株式会社
社 長

東京都江戸川区

明神運輸株式会社
社 長

東京都江戸川区

八武崎運送株式会社
社 長

東京都江戸川区

京浜運送株式会社
社 長

東京都大田区

大澤 剛

大澤 剛

中島 祥輔

浅木 誠

若林 政明

八武﨑秀紀

吉本 花子

城南運送事業協同組合
理事長

東京都大田区

トーヨーエキスプレス株式会社
代表取締役社長

東京都大田区

株式会社 バンダイロジパル
社 長

東京都葛飾区

山一運送株式会社
社 長

東京都葛飾区

共立輸送株式会社
社 長

東京都江東区

ケイアイ株式会社
社 長

東京都江東区

株式会社 ソニックフロー
社 長

東京都江東区

浅井 隆

佐藤 文平

山本 泰治

山崎 和弘

高畑 幸司

松島 淳

西脇 昌

株式会社 瀧澤･佐藤事務所
代表取締役

東京都江東区

中越テック株式会社
社 長

東京都江東区

東京運送協同組合
理事長

東京都江東区

一般社団法人 日本倉庫協会
会 長

東京都江東区

結城運輸倉庫株式会社
社 長

東京都江東区

天野運送株式会社
代表取締役社長

東京都品川区

株式会社 ダイワコーポレーション
社 長

東京都品川区

瀧澤 学

関 幸俊

大渕 隆次

藤倉 正夫

結城 賢進

天野 智義

曽根 和光

谷口運送株式会社
社 長

東京都品川区

株式会社 三村運送
社 長

東京都渋谷区

一般財団法人 運輸･交通 SAS対策支援センター
理事長

東京都新宿区

ＳＢＳロジコム株式会社
社 長

東京都新宿区

一般財団法人 環境優良車普及機構
会 長

東京都新宿区

関東運送事業協同組合
理事長

東京都新宿区

関東交通共済協同組合
理事長

東京都新宿区

株式会社 Ｃ＆Ｆロジホールディングス
代表取締役

東京都新宿区

七福運送株式会社
社 長

東京都新宿区

首都圏キット利用協同組合
理事長

東京都新宿区

安田 行男

三村偉一郎

別所 恭一

鎌田 正彦

岩村 敬

木村 琢

千原 武美

綾 宏將

鈴木 祥太

伊藤 和夫
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有限会社 正運社運送店
社 長

東京都新宿区

全国トラック交通共済協同組合連合会
会 長

東京都新宿区

一般社団法人 全国霊柩自動車協会
会 長

東京都新宿区

一般社団法人 東京都トラック協会
会 長

東京都新宿区

東陸事業協同組合
理事長

東京都新宿区

日本貨物運送協同組合連合会
会 長

東京都新宿区

株式会社 村山運輸
社 長

東京都新宿区

株式会社 オータカ
社 長

東京都杉並区

協和コーポレーション株式会社
社 長

東京都杉並区

株式会社 中央梱包運輸
社 長

東京都杉並区

やよい運送株式会社
社 長

東京都杉並区

株式会社 ジェイアール東日本物流
社 長

東京都墨田区

赤帽首都圏軽自動車運送協同組合
理事長

東京都台東区

全国赤帽軽自動車運送協同組合連合会
会 長

東京都台東区

株式会社 あやめ運輸
社 長

東京都中央区

京極運輸商事株式会社
社 長

東京都中央区

幸信商運株式会社
代表取締役

東京都中央区

一般社団法人 国際フレイトフォワーダーズ協会
会 長

東京都中央区

三信倉庫株式会社
社 長

東京都中央区

太陽鉱油株式会社
社 長

東京都中央区

中央運輸株式会社
社 長

東京都中央区

日本梱包運輸倉庫株式会社
社 長

東京都中央区

八大株式会社
社 長

東京都中央区

株式会社 エス･ジーホールディングス
社 長

東京都千代田区

押入れ産業株式会社
社 長

東京都千代田区

カンダホールディングス株式会社
社 長

東京都千代田区

公益社団法人 全国通運連盟
会 長

東京都千代田区

全日本ライン株式会社
社 長

東京都千代田区

日本物流システム株式会社
社 長

東京都千代田区

日本フレートライナー株式会社
社 長

東京都千代田区

甲斐野栄一

千原 武美

岡 伸二郎

水野 功

村山 正治

御手洗 安

村山 浩一

大髙 一義

岡部 昭人

臼倉 善行

田辺 一郎

野口 忍

長谷川伸一

倉坂 正道

菖蒲 享

坂井 文明

縄谷 幸克

木村 宗徳

大竹 英明

太知 秀樹

赤澤 善博

大岡 誠司

岩田 享也

宮本 徹夫

森田 浩史

原島 藤壽

齋藤 充

大江 慎

能塚 博行

峯 昭彦

引越専門協同組合
理事長

東京都千代田区

南日本運輸倉庫株式会社
社 長

東京都中野区

茂呂運送株式会社
社 長

東京都練馬区

近海郵船株式会社
社 長

東京都港区

ケイヒン株式会社
社 長

東京都港区

新聞輸送株式会社
社 長

東京都港区

日本ＦＬ物流協会
会 長

東京都港区

富士物流株式会社
社 長

東京都港区

松下運輸株式会社
社 長

東京都港区

ヤマトグループ企業労働組合連合会
会 長

東京都港区

（順不同）（順不同）

渡邊倉庫運送株式会社
社 長

東京都港区

北多摩運送株式会社
社 長

東京都立川市

多摩運送株式会社
会 長

東京都立川市

株式会社 ＮＴＳロジ
社 長

東京都東久留米市

日本ＷｅＰ流通株式会社
社 長

東京都武蔵村山市

東部ネットワーク株式会社
社 長

横浜市神奈川区

日発運輸株式会社
社 長

横浜市金沢区

神奈川県貨物自動車事業協同組合連合会
会 長

横浜市港北区

神奈川県自動車交通共済協同組合
理事長

横浜市港北区

一般社団法人 神奈川県トラック協会
会 長

横浜市港北区

株式会社 シンエイロジステック
社 長

横浜市鶴見区

北澤 聡

大園圭一郎

吉田 亜紀

関 光太郎

杉山 光延

田中 敏之

中西 弘毅

奈良場三郎

坂田 生子

森下 明利

渡邊 祥二

尾㟢 寿雄

星野 良三

笠原 史久

安田 修

若山 良孝

神澤 伸一

飯沼 健史

髙橋 浩治

吉田 修一

冨田 武

安全輸送株式会社
社 長

横浜市戸塚区

神奈川倉庫協会
会 長

横浜市中区

鈴江コーポレーション株式会社
代表取締役

横浜市中区

株式会社 日新
社 長

横浜市中区

山神運輸工業株式会社
社 長

横浜市中区

三和運輸機工株式会社
社 長

川崎市幸区

株式会社 ギオン
代表取締役

相模原市中央区

株式会社 山紀
社 長

相模原市中央区

浅倉商事株式会社
社 長

神奈川県厚木市

協同組合 アツリュウ
理事長

神奈川県厚木市

株式会社 エムズコーポレーション
社 長

神奈川県伊勢原市

パスコ･ロジスティクス株式会社
社 長

神奈川県海老名市

株式会社 まるだい運輸倉庫
社 長

神奈川県小田原市

湘南倉庫運送株式会社
社 長

神奈川県平塚市

株式会社 トーリク
社 長

神奈川県平塚市

松本運輸機工株式会社
社 長

神奈川県平塚市

丸島運輸株式会社
社 長

神奈川県平塚市

夏島運輸株式会社
社 長

神奈川県横須賀市

株式会社 原田運送
社 長

神奈川県横須賀市

株式会社 アップル運輸
代表取締役

長野県上田市

塩田運輸有限会社
社 長

長野県上田市

黒木 一仁

田留 晏

鈴江 真由

筒井 雅洋

山野 英二

中山 慎

氏園彬之介

佐藤 勝利

依田 道隆

藤木 幸二

金子 誠

神保 昌明

秋元 美里

河野 浩平

並木 恭輔

松本 義弘

江藤 博一

近藤 智平

原田 大志

下城 洋司

岡田 宝正

上小トラック協会
会 長

長野県上田市

上小トラック事業協同組合
理事長

長野県上田市

上伊那貨物自動車株式会社
社 長

長野県駒ヶ根市

千曲運輸株式会社
社 長

長野県小諸市

有限会社 まるひろ
社 長

長野県小諸市

佐久地区輸送協議会
会 長

長野県佐久市

株式会社 トラックス
社 長

長野県佐久市

諏訪トラック協同組合
理事長

長野県諏訪市

株式会社 丸勝渡邉運輸
社 長

長野県東御市

アルプス運輸建設株式会社
社 長

長野県松本市

中信地区輸送協議会
会 長

長野県松本市

青木運輸倉庫株式会社
社 長

長野県青木村

信濃物流株式会社
社 長

長野県川上村

みゆき野運輸株式会社
社 長

長野県木島平村

東部運送株式会社
社 長

新潟市秋葉区

新潟東港運輸株式会社
社 長

新潟市北区

新潟輸送株式会社
社 長

新潟市江南区

赤帽新潟県軽自動車運送協同組合
理事長

新潟市中央区

新潟地方交通共済協同組合
理事長

新潟市中央区

東新運輸株式会社
社 長

新潟市東区

株式会社 新潟丸和運輸
社 長

新潟市東区

浅川 健司

五味 香
一

小池 長

中嶋 剛登

中込 裕幸

中嶋 剛登

早川多津男

小池 大洋

渡邉 勉

上嶋 金司

上嶋 金司

五味 香
一

油井 孝夫

山﨑 克彦

川﨑 敬文

森山 直樹

柴田 俊雄

小倉 保博

土岐 賢夫

大滝 寿昭

和田 正人

新潟陸運株式会社
社 長

新潟市東区

マルソー株式会社
社 長

新潟県三条市

三福運輸株式会社
社 長

新潟県新発田市

新潟県トラック協会 上越支部

新潟県上越市

株式会社 中之島交通
社 長

新潟県長岡市

朝日物流株式会社
社 長

新潟県村上市

株式会社 朝日運輸
社 長

富山県射水市

株式会社 荒木運輸
社 長

富山県射水市

富山倉庫株式会社
社 長

富山県上市町

上田運輸株式会社
社 長

石川県小松市

株式会社 アイシー物流
社 長

福井市

一般社団法人 福井県トラック協会
会 長

福井市

春江貨物株式会社
社 長

福井県坂井市

一般社団法人 岐阜県トラック協会
会 長

岐阜市

恵武急便有限会社
社 長

岐阜県恵那市

株式会社 松井急便
社 長

岐阜県恵那市

岐阜梱包株式会社
社 長

岐阜県大野町

静岡県貨物運送協同組合
理事長

静岡市葵区

鈴与自動車運送株式会社
社 長

静岡市清水区

長栄運送株式会社
社 長

静岡市清水区

港トラック運送株式会社
社 長

静岡市清水区

静岡県流通事業協同組合
理事長

静岡市駿河区

原川倉庫運輸株式会社
社 長

静岡市駿河区

ウェルポート株式会社
社 長

浜松市中央区

株式会社 トレードトラスト
社 長

浜松市中央区

有限会社 ハロー･テンリュー
社 長

浜松市中央区

山岸運送株式会社
社 長

静岡県島田市

株式会社 サンワＮＥＴＳ
社 長

静岡県袋井市

フジセーレック株式会社
社 長

静岡県袋井市

株式会社 タカキュー
社 長

静岡県富士市

土岐 賢夫

渡邉 雅之

五月女奈緒美

支部会員一同

松田 隆

髙橋 正男

佐野 信文

荒木 一義

荻布原駆郎

上田 真

吉川 浩史

清水 則明

後藤 隆一

山口 嘉彦

山田 有恒

松井 善行

堀部 友里

内田 貴典

森下 一哉

大瀧 量雄

宮本 恵五

原川 久

原川 久

加藤 浩幸

宮澤 稜

渡辺 昭人

山岸 一弥

山﨑 隆太

加藤 真二

佐野 寛
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（
面
担

佐
間
田
佳
寿
子
）

流
に
従
事
す
る
人
に
と
っ
て
対
策
は
不
可
欠
。
夏
を
乗
り
切

る
た
め
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
グ
リ
ッ
プ
式
扇
風
機
や
小
型

冷
蔵
庫
、
電
動
フ
ァ
ン
付
き
ウ
ェ
ア
、
冷
却
ベ
ス
ト
な
ど
を

紹
介
す
る
。

猛
暑
日
が
増
加
す
る
近
年
、
熱
中
症
か
ら
体
を
守
る
こ
と

が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
気
象
庁
が
５
月
21
日
に
発
表
し
た

６
～
８
月
の
天
候
予
測
に
よ
る
と
、
暖
か
い
空
気
に
覆
わ
れ

や
す
く
な
り
、
全
国
的
に
平
年
よ
り
気
温
が
高
く
な
る
見
込

み
だ
。
屋
外
で
の
荷
下
ろ
し
や
倉
庫
内
で
の
作
業
な
ど
、
物

の
整
備
が
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
が
最
も
長
い
時
間

過
ご
す
の
は
運
転
席
。
そ
の
環

境
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用
環
境

そ
の
も
の
で
も
あ
る
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
が
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２

）
排
出
量
削

減
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
）
も
待
っ
た
な
し
の
取
り
組

み
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題
を

同
時
に
解
決
し
て
く
れ
る
の

が
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
で
機
能
す
る
冷
暖
房
装
置

だ
。同

社
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界
向
け

の
最
初
の
商
品
は
、
運
転
席
を

出
る
時
に
車
両
の
キ
ー
を
ベ
ル

ト
と
つ
な
ぎ
、
降
車
す
る
時
は

必
ず
キ
ー
を
抜
く
「
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
」
。
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
削
減
対

策
と
省
エ
ネ
対
策
を
同
時
に
実

現
す
る
も
の
で
、
扇
風
機
も
そ

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
環
と
し
て

開
発
さ
れ
た
。
（
北
原
秀
紀
）

５
０
０
円
の
と
こ
ろ
を
２
５
０

０
円
の
特
別
価
格
で
販
売
し

た
。小

泉
社
長
は
「
在
庫
分
が
あ

っ
た
の
で
、
特
別
価
格
に
で
き

た
。
10
年
近
く
提
供
し
て
い
る

の
で
、
品
質
は
保
証
付
き
だ
。

以
前
は
ぬ
く
ぬ
く
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
顧

客
に
限
定
的
に
提
供
し
て
い
た

が
、
扇
風
機
だ
け
販
売
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
個

別
商
品
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」

と
話
す
。

「
２
０
２
４
年
問
題
」
で
ド

ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
規
制
が
始
ま
り
、
労
働

時
間
全
体
の
抑
制
、
労
働
環
境

ヨ
シ
オ
（
小
泉
博
史
社
長
、

東
京
都
足
立
区
）
は
ト
ラ
ッ
ク

業
界
向
け
に
長
年
、
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
に
対
応
し
た

暑
さ
・
寒
さ
対
策
の
機
器
を
開

発
、
提
供
し
て
き
た
。
そ
の
代

表
が
「
24
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
専
用
扇

風
機
」
「
ぬ
く
ぬ
く
ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
」
だ
。

扇
風
機
は
直
径
20
㌢
で
、
シ

ガ
ー
ソ
ケ
ッ
ト
を
電
源
に
し
、

エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
も
使
用
可

能
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
以
前
に
仕
入
れ
て
い

た
た
め
、
現
在
の
円
安
の
影
響

を
全
く
受
け
て
お
ら
ず
、
５
月

に
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ

ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
通
常
価
格
３

従
来
、
助
手
席
の
足
元
に
も

設
置
で
き
る
８
㍑
サ
イ
ズ
を
開

発
し
て
い
た
が
、
顧
客
や
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
の
要
望
を
受
け
て

改
良
。
容
量
を
大
き
く
し
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

冷
却
機
能
を
実
現
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

現
場
の
作
業
員
が
体
を
冷
や
す

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
や
冷
却
タ
オ

ル
と
い
っ
た
ア
イ
テ
ム
を
使
う

ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、
運
転

し
て
い
る
間
に
冷
却
で
き
る
小

型
冷
凍
・
冷
蔵
庫
は
好
評
を
得

て
い
る
と
い
う
。

製
品
開
発
に
関
わ
っ
た
商
品

開
発
部
の
南
貴
仁
・
サ
ブ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
「
飲
み
物
の
保
管

な
ど
の
ほ
か
に
、
冷
却
グ
ッ
ズ

を
冷
や
す
の
に
適
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
は
酷
暑
が
続
い
て
お

り
、
夏
場
の
現
場
作
業
は
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
熱
中

症
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
作
業
環
境
の
向
上

に
役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

（
黒
須
晃
）

で
の
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

５
０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
角
形
で
12
本
、
丸
形

は
９
本
ま
で
収
納
可
能
。
幅
42

・
５
㌢
×
奥
行
き
32
㌢
×
高
さ

30
・
９
㌢
で
、
助
手
席
に
置
け

る
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
庫

内
温
度
は
セ
氏
20
度
か
ら
零
下

20
度
に
設
定
で
き
、
20
度
か
ら

12
分
で
ゼ
ロ
度
に
、
25
分
で
零

下
20
度
に
到
達
す
る
。
バ
ッ
テ

リ
ー
上
が
り
を
防
止
す
る
低
電

圧
保
護
機
能
も
付
い
て
い
る
。

シ
ガ
ー
ソ
ケ
ッ
ト
に
接

続
す
れ
ば
電
源
を
入
れ
ら

れ
る
ほ
か
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

電
源
に
も
接
続
で
き
、
ア

ウ
ト
ド
ア
や
緊
急
時
で
も

使
用
可
能
だ
。

パ
ー
マ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン(

中
部
祥
元
社
長
大
阪
市
西

区)

は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
へ

持
ち
運
び
可
能
な
小
型
冷
凍
・

冷
蔵
庫
を
開
発
、
販
売
し
て
い

る
。
容
量
12
㍑
で
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
式
を
採
用
し
て
お
り
、
急

速
冷
却
機
能
を
備
え
る
。
飲
み

物
、
食
べ
物
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ク

ク
ー
ラ
ー
、
冷
却
タ
オ
ル
と
い

っ
た
夏
場
の
作
業
時
に
欠
か
せ

な
い
ア
イ
テ
ム
を
冷
や
す
の
に

役
立
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
現
場

搭
載
し
た
。
襟
部
分
か
ら
空
気

を
取
り
込
み
風
気
路
が
上
が
る

と
首
元
か
ら
抜
け
て
い
く
設
計

で
、
首
元
の
爽
快
状
態
を
キ
ー

プ
。
ま
た
、
襟
元
の
メ
ッ
シ
ュ

部
分
に
は
消
臭
機
能
も
備
わ
っ

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
問
題
の
一
因
と
な
る

廃
漁
網
を
再
利
用
し
た
副
資
材

を
使
用
す
る
な
ど
、
環
境
に
配

慮
し
た
商
品
も
そ
ろ
え
て
い

る
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
事
業
部
営

業
部
特
販
課
の
四
元
克
実
主
任

は
「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
意
識
し
て
い
る
企
業
向
け
に

開
発
し
た
」
と
説
明
す
る
。

（
宮
本
晶
子
）

な
め
フ
ァ
ン
は
特
許
を
取
得
し

て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ

ー
は
日
本
製
で
、
自
社
開
発
。

最
新
モ
デ
ル
と
し
て
、
最
高
出

力
が
24
㌾
の
５
セ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー
を
発
売
し
て
い
る
。
風
量
は

３
段
階
の
切
り
替
え
調
整
に
加

え
、
タ
ー
ボ
モ
ー
ド
を
搭
載
。

強
モ
ー
ド
に
し
て
も
８
時
間
連

続
で
稼
働
す
る
。
専
用
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
風
量
調
整

や
バ
ッ
テ
リ
ー
残
量
を
確
認
で

き
る
。

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
デ
ニ
ム

ラ
イ
ク
プ
リ
ン
ト
を
施
し
た
新

商
品
に
は
、
特
許
出
願
中
の

「
ギ
ガ
エ
ア
ー
シ
ス
テ
ム
」
を

ユ
ニ
ホ
ー
ム
ウ
ェ
ア
の
企
画

・
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
サ

ン
エ
ス
（
佐
藤
卓
己
社
長
、
広

島
県
福
山
市
）
は
、
電
動
フ
ァ

ン
付
き
ウ
ェ
ア
「
空
調
風
神

服
」
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。
長
袖
、
半
袖
、

ベ
ス
ト
、
つ
な
ぎ
の
４
タ
イ
プ

が
あ
り
、
素
材
や
デ
ザ
イ
ン
、

機
能
を
豊
富
に
そ
ろ
え
て
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

物
流
現
場
向
け
商
品
と
し
て

注
目
さ
れ
る
の
が
、
フ
ァ
ン
の

位
置
を
工
夫
し
た
ベ
ス
ト
だ
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
ト
ラ
ッ
ク

の
シ
ー
ト
に
座
っ
た
際
に
フ
ァ

ン
が
背
も
た
れ
に
当
た
っ
て
干

渉
し
な
い
よ
う
、
側
面
に
配
し

て
い
る
。

フ
ァ
ン
は
、
ウ
ェ
ア
か
ら
飛

び
出
な
い
「
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ

ン
」
に
加
え
、
回
転
さ
せ
て
取

り
付
け
る
こ
と
で
風
向
き
を
変

え
ら
れ
る
「
な
な
め
フ
ァ
ン
」

の
２
種
類
か
ら
選
択
可
能
。
な

ト
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
衝
撃
吸

収
用
の
内
装
に
蒸
れ
や
す
い
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
わ
ず
、
独

自
開
発
の
内
装
「
ブ
ロ
ッ
ク
ラ

イ
ナ
ー
」
を
採
用
。
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
と
同
等
以
上
の
衝
撃
吸

収
性
能
を
持
つ
上
に
通
気
性
が

高
い
。
同
社
の
試
験
に
よ
る
と

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
使
用
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
比
べ
内
部
温
度
が
４

度
以
上
低
く
な
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
内
装
を
外
さ
ず

に
丸
ご
と
水
洗
い
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
汗
を
か
く
シ
ー
ズ
ン

で
も
清
潔
さ
を
保
て
る
。

更
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
遮
熱

塗
料
を
塗
布
し
た
り
、
原
料
の

段
階
で
樹
脂
に
遮
熱
材
を
練
り

込
ん
で
帽
体
を
成
形
し
た
り
す

る
な
ど
の
加
工
も
し
て
い
る
。

同
社
営
業
部
の
谷
沢
明
弘
課

長
は
「
従
業
員
の
防
暑
対
策
は

企
業
責
任
。
安
全
配
慮
義
務
違

反
を
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
。
各
種
防
暑
対
策
用
品

を
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。

（
吉
田
英
行
）

と
で
冷
却
効
果
を
も
た
ら
す
。

伸
縮
性
の
あ
る
生
地
を
使
用

し
て
お
り
、
様
々
な
体
型
に
対

応
。
体
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
た
め

プ
レ
ー
ト
が
密
着
し
や
す
く
、

強
い
冷
感
を
得
ら
れ
る
。

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
や
フ
ァ
ン
付

き
空
調
服
と
の
併
用
が
可
能

で
、
フ
ァ
ン
付
き
空
調
服
と
併

用
す
れ
ば
プ
レ
ー
ト
の
排
熱
を

空
気
中
に
放
出
で
き
る
た
め
、

よ
り
冷
却
効
果
が
高
ま
る
。
猛

暑
が
予
想
さ
れ
る
今
夏
の
防
暑

対
策
用
品
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
や
倉
庫
ス
タ
ッ
フ

の
需
要
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
同
社
の
主
力
製
品
で

あ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
「
エ
ア
ラ
イ

老
舗
ヘ
ル
メ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

の
谷
沢
製
作
所
（
谷
澤
和
彦
社

長
、
東
京
都
中
央
区
）
が
今
夏

に
発
売
し
た
防
暑
対
策
の
冷
却

ベ
ス
ト
「
ペ
ル
チ
ェ
ク
ー
ル
」

が
物
流
事
業
者
の
関
心
を
集
め

て
い
る
。

ベ
ス
ト
の
左
右
両
脇
部
分
に

計
４
個
の｢

ペ
ル
チ
ェ
素
子｣

の

プ
レ
ー
ト
を
配
置
し
、
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
プ
レ
ー
ト
が
冷
却
さ

れ
る
。
脇
の
下
の
太
い
血
管
を

集
中
的
に
冷
や
し
、
冷
え
た
血

液
を
体
全
体
に
循
環
さ
せ
る
こ

猛
暑
時
の
熱
中
症
対
策

猛
暑
時
の
熱
中
症
対
策

パ
ー
マ
ン
コ
ー
ポ

パ
ー
マ
ン
コ
ー
ポ

ヨ
シ
オ

ヨ
シ
オ

冷
却
ベ
ス
ト
を
今
夏
発
売

脇
の
下
に
プ
レ
ー
ト
配
置

フ
ァ
ン
付
き
ウ
ェ
ア
充
実

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

谷
沢
製
作
所

谷
沢
製
作
所

サ
ン
エ
ス

サ
ン
エ
ス

伸
縮
性
の
あ
る
生
地
を
使
用
し
て
お
り
、
様
々
な
体
型
に
対
応

す
る
「
ペ
ル
チ
ェ
ク
ー
ル
」

運転席むけ小型扇風機

エンジン切っても使用可

庫
内
温
度
は
セ
氏
20
度

か
ら
零
下
20
度
に
設
定

で
き
る

助手席に置ける冷蔵庫

冷却グッズの収納可能 「24Ｖトラック専用扇風

機」を手にする小泉社長

ファンが背もたれに

当たって干渉しない

よう、側面に配置

船村興産倉庫株式会社
社 長

静岡県富士市

株式会社 丸総
会 長

静岡県吉田町

中部矢崎タコグラフサービス株式会社
社 長

名古屋市熱田区

吉正運輸倉庫株式会社
社 長

名古屋市北区

オカベ物流株式会社
社 長

名古屋市昭和区

有限会社 あいち経営コンサルタント
社 長

名古屋市中区

あおいコンサルタント株式会社
社 長

名古屋市中区

岩田運輸株式会社
社 長

名古屋市中区

大宝運輸株式会社
社 長

名古屋市中区

一般社団法人 トラック･マネジメント協会
会 長

名古屋市中区

舩村 雅彦

橋口 武俊

松浦 成臣

吉野 元康

岡部 敄
力

和田 康宏

山本 昌幸

岩田 昌典

小笠原 忍

瀬尾 国大

アーク引越センター株式会社
社 長

名古屋市中川区

株式会社 豊福組運輸
社 長

名古屋市中川区

鬼頭運輸倉庫株式会社
社 長

名古屋市西区

愛知県貨物運送協同組合
理事長

名古屋市瑞穂区

由良陸運株式会社
社 長

名古屋市港区

柘運送株式会社
会 長

名古屋市港区

東海協和株式会社
社 長

名古屋市港区

服部鋼運株式会社
社 長

名古屋市港区

協立運輸株式会社
社 長

名古屋市守山区

株式会社 竹豊物流
社 長

愛知県安城市

杉原 正貴

恒川 浩一

中野 康雄

鷹見 正彦

寺岡 洋一

柘 勝

小山登司雄

服部 真士

小林 永典

加藤 正人

（順不同）（順不同）

一般社団法人 プロドラ育成サポート
代 表

愛知県大府市

尾張陸運株式会社
社 長

愛知県尾張旭市

ホイテクノ物流株式会社
社 長

愛知県蒲郡市

倉本 健一

伊藤 敏彦

加藤 雅仁

名古屋西部トラック運送事業協同組合
理事長

愛知県小牧市

名備運輸株式会社
社 長

愛知県小牧市

株式会社 イトー急行
社 長

愛知県瀬戸市

丸五運送株式会社
会 長

愛知県瀬戸市

東山物流株式会社
会 長

愛知県東海市

山三石油運輸株式会社
社 長

愛知県豊川市

株式会社 ケー･ツー
社 長

愛知県豊田市

岡村運送株式会社
相談役

愛知県豊橋市

株式会社 マイシン
社 長

愛知県豊橋市

稲沢運輸株式会社
社 長

愛知県飛鳥村

田 憲三

丸川 靖彦

柴山 隆

若杉 福雄

青木 均

小野寺信夫

加納 康史

岡村 正治

辻 直樹

竹市 五倫

三重県交通共済協同組合
理事長

津市

一般社団法人 三重県トラック協会
会 長

津市

株式会社 中田商事
社 長

三重県伊賀市

亀山急送株式会社
社 長

三重県亀山市

株式会社 カワキタエクスプレス
社 長

三重県亀山市

北進運輸株式会社
社 長

三重県桑名市

三重県桑員トラック事業協同組合
理事長

三重県桑名市

三重県鈴鹿トラック事業協同組合
理事長

三重県鈴鹿市

新成運輸株式会社
社 長

三重県四日市市

日新物流株式会社
社 長

三重県四日市市

小谷まゆみ

小林 俊二

中田 純一

岩佐 雄二

川北 辰実

中川 進治

中川 進治

岩佐 憲治

村木 尚哉

小谷まゆみ
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三重県富田トラック事業協同組合
理事長

三重県四日市市

株式会社 カワチョー
社 長

三重県明和町

大王運輸株式会社
社 長

三重県明和町

株式会社 ナントラ
社 長

三重県明和町

山田運送株式会社
社 長

大津市

ティール株式会社
社 長

滋賀県草津市

滋賀運送株式会社
社 長

滋賀県甲賀市

甲西陸運株式会社
社 長

滋賀県湖南市

京阪運輸株式会社
社 長

滋賀県湖南市

太陽運輸株式会社
社 長

滋賀県長浜市

琵琶倉庫株式会社
社 長

滋賀県長浜市

株式会社 外村物流運輸
社 長

滋賀県東近江市

大興運輸サービス株式会社
会 長

滋賀県東近江市

株式会社 滋賀ユニック
社 長

滋賀県東近江市

びわ貨物運送株式会社
社 長

滋賀県彦根市

淺野運輸倉庫株式会社
社 長

滋賀県栗東市

京都府トラック協会南支部輸送協議会
会 長

京都市伏見区

株式会社 協栄便
社 長

京都市伏見区

株式会社 京三運輸
社 長

京都市伏見区

株式会社 エムズトランスポート
社 長

京都府八幡市

株式会社 岸貝物流
社 長

京都府宇治田原町

マンナ運輸株式会社
社 長

京都府久御山町

サントリーロジスティクス株式会社
社 長

大阪市北区

谷川運輸倉庫株式会社
社 長

大阪市北区

日本ローカルネットワークシステム協同組合連合会
会 長

大阪市北区

日本ローカルネットワークシステム協同組合連合会 近畿地域本部
本部長

大阪市北区

日隆運輸株式会社
社 長

大阪市北区

北港運輸株式会社
社 長

大阪市此花区

中川運送株式会社
社 長

大阪市此花区

大阪府重量運輸協同組合
理事長

大阪市城東区

伊井 雅春

川面 長司

天白 拓治

河邊 斉

山田 英樹

北出 幸一

丸山 裕史

甲斐切 稔

岡田 隆

竹備 裕二

笹原 司和

外村 善一

坂本 克已

和田 壮司

西村 嘉次

淺野 順一

山本 敏裕

北川 新

蒔田 良夫

宮本 昌季

平島 竜二

海野 隆宏

武藤多賀志

谷川 隆史

迫 慎二

吉田 正則

谷 康司

古谷 裕子

中川 晃一

高山 正文

大阪府貨物運送協同組合連合会
会 長

大阪市城東区

一般社団法人 大阪府トラック協会 海上コンテナ部会
部会長

大阪市城東区

大阪府自動車交通事故防止実行会
会 長

大阪市城東区

一般社団法人 大阪府トラック協会 百貨店部会
部会長

大阪市城東区

一般社団法人 大阪府トラック協会 取扱部会
部会長

大阪市城東区

一般社団法人 大阪府トラック協会 引越部会
部会長

大阪市城東区

ソマ運送株式会社
社 長

大阪市住之江区

近畿木材運輸株式会社
社 長

大阪市住之江区

エスエーグループ
代 表

大阪市住之江区

株式会社 三好ロジテック
社 長

大阪市大正区

（順不同）（順不同）

トヨダ運送株式会社
社 長

大阪市浪速区

三星海運株式会社
社 長

大阪市西区

富士通運輸興業株式会社
社 長

大阪市東住吉区

堀内商事株式会社
社 長

大阪市福島区

丸正運送株式会社
社 長

大阪市港区

株式会社 泉州物流サービス
社 長

堺市中区

株式会社 フジライン
社 長

堺市中区

株式会社 交野運送
社 長

大阪府交野市

西光運輸株式会社
社 長

大阪府門真市

コムターズ物流株式会社
社 長

大阪府枚方市

野田運送株式会社
社 長

大阪府守口市

重 博文

山口与嗣雄

坂本 克已

寺田 良朗

新開 孝典

坂本 龍次

杣 正

田嶋 精致

坂中 亮善

三好 寿良

藤井 栄二

小久保昌伸

重 博文

堀内 正行

橋本 充雄

上橋 将良

木村 英一

田崎 一人

西光 栄一

駒村 直洋

野田 義雄

平戸梱包運送株式会社
社 長

神戸市中央区

一般社団法人 兵庫県トラック協会 海上コンテナ部会
部会長

神戸市灘区

一般社団法人 兵庫県トラック協会
会 長

神戸市灘区

有限会社 舞子運送
社 長

神戸市西区

一般社団法人 阪神港海上コンテナ協会
代表理事

神戸市東灘区

株式会社 中川工業所
社 長

兵庫県尼崎市

兵庫トランスポート株式会社
社 長

兵庫県西宮市

株式会社 ヨシダ商事運輸
社 長

兵庫県西宮市

信栄運輸株式会社
社 長

兵庫県姫路市

兵庫県トラック協会 西播支部
支部長

兵庫県姫路市

姫路合同貨物自動車株式会社
社 長

兵庫県姫路市

関栄運輸株式会社
社 長

兵庫県姫路市

西播磨貨物運送事業協同組合
理事長

兵庫県姫路市

株式会社 長田運輸産業
社 長

兵庫県三木市

三和運輸株式会社
社 長

奈良県橿原市

原口運輸商事株式会社
社 長

奈良県天理市

奈良県貨物運送事業協同組合
理事長

奈良県天理市

公益社団法人 奈良県トラック協会
会 長

奈良県大和郡山市

有限会社 野嶋運送
社 長

和歌山市

和歌山縣輸送協同組合
理事長

和歌山市

紀勝物流事業協同組合
理事長

和歌山市

平戸 伸和

小西 保美

原岡 謙一

河原 靖典

佐賀里隆之

中川 雅照

中島 輝夫

吉田慎太郎

福永 吉秀

藤尾 健司

藤田 弘一

田村 康隆

田村 康隆

高野 清秀

横山 忠則

原口美咲子

森本 禎男

塚本 哲夫

野嶋 利基

大浦 聖人

渡辺 孝富

株式会社 渡辺産業運輸
社 長

和歌山市

株式会社 新中央
社 長

和歌山市

公益社団法人 和歌山県トラック協会
会 長

和歌山市

株式会社 酒本運送
社 長

和歌山県有田川町

有限会社 川上運輸
社 長

鳥取県江府町

上田コールド株式会社
社 長

島根県出雲市

一般社団法人 岡山県トラック協会
会 長

岡山市北区

岡山県高速運輸事業協同組合
理事長

岡山市北区

岡山県貨物運送株式会社
社 長

岡山市北区

株式会社 山本水産輸送
社 長

岡山市中区

株式会社 岡田商運
社 長

岡山市中区

鶴信運輸株式会社
社 長

岡山市中区

株式会社 岡山臨港
社 長

岡山市南区

岡山県トラック交通共済協同組合
理事長

岡山市南区

芝田運輸株式会社
社 長

岡山市南区

室山運輸株式会社
社 長

岡山県倉敷市

倉敷貨物自動車運送事業協同組合
理事長

岡山県倉敷市

瀬野川産業株式会社
社 長

広島市安芸区

広島急送株式会社
社 長

広島市安佐北区

芸北急送株式会社
社 長

広島市佐伯区

双葉運輸株式会社
社 長

広島市西区

渡辺 孝富

寒川由佳子

阪本 享三

阪本 享三

川上 和人

上田 広美

遠藤 俊夫

津田洋一朗

馬屋原 章

山本 貢一

岡田 好美

陰地 智行

黒木 良樹

重友 利文

芝田 政典

室山 英良

土倉 征治

立川 弘幸

實光 広宣

鈴木 尚幸

長谷川忠宏

公益社団法人 広島県トラック協会
会 長

広島市東区

株式会社 カイソー
社 長

広島市南区

株式会社 エムケー
社 長

広島県東広島市

昭和陸運株式会社
社 長

広島県福山市

山口県トラック事業協同組合
理事長

山口市

富士運輸株式会社
社 長

山口県山陽小野田市

下関海陸運送株式会社
社 長

山口県下関市

三浦運輸株式会社
社 長

山口県周南市

一般社団法人 徳島県トラック協会
会 長

徳島市

東海運株式会社
社 長

徳島市

大輪総合運輸株式会社
社 長

徳島県鳴門市

株式会社 セイワ運輸
社 長

徳島県美馬市

名神急送株式会社
社 長

徳島県石井町

株式会社 朝日通商
社 長

高松市

一般社団法人 香川県トラック協会
会 長

高松市

三豊運送株式会社
社 長

香川県観音寺市

好川商運グループ
代表取締役

香川県観音寺市

四国交通共済協同組合
理事長

香川県坂出市

一般社団法人 愛媛県トラック協会
会 長

松山市

愛媛県トラック運送事業協同組合
理事長

松山市

愛媛県貨物運送事業協同組合
理事長

松山市

原運輸株式会社
社 長

松山市

四国陸運株式会社
社 長

愛媛県今治市

宇和島自動車運送株式会社
社 長

愛媛県宇和島市

保内運送有限会社
社 長

愛媛県八幡浜市

株式会社 あじふく
社 長

愛媛県西条市

南流勢運輸株式会社
社 長

愛媛県四国中央市

金生運輸株式会社
社 長

愛媛県四国中央市

四国西濃運輸株式会社
社 長

愛媛県東温市

一般社団法人 高知県トラック協会
会 長

高知市

小丸 成洋

古岡 照康

松 川 慎

荒木 栄作

種子 治一

阿部 悦雄

米田 亘宏

三浦 眞美

湯浅 恭介

粟飯原啓知郎

森本 英樹

平野 賢一

高木 香恵

後藤 耕司

楠木 寿嗣

田中 正昭

好川 政洋

田中 等

御手洗 安

御手洗 安

川端 洋一

原 幸喜

門田 大

石田 稔

竹井 伸夫

黒川由紀也

矢野 正樹

川端 洋一

四方 清

森本 敬一
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）

一時退出可能な道の駅一時退出可能な道の駅

高
速
道
路
で
の
休
憩
施
設
の
不
足
を
解
消
し
、
良
好
な
運
転
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対
象
に
、
高
速
道
路
か
ら
一
時
退
出
し
て
も
降
り
ず
に
利
用
し
た
場
合
と

同
じ
料
金
で
高
速
道
路
を
継
続
利
用
で
き
る
「
『
賢
い
料
金
』
社
会
実
験
」
が
26
カ
所
の
道
の

駅
で
行
わ
れ
て
い
る
。
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
や
猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
お
す

す
め
の
過
ご
し
方
を
紹
介
す
る
。

2022年に東北中央自動車道・大笹生インターチェンジにオープンした道の

駅ふくしま（福島県福島市）は、県内最大級の広さを誇る。大型車36台の駐

車スペースや広いトイレ、レンタルシャワールームなどを完備。観光果樹園

や直売所が数多く並ぶ「フルーツライン」（県道５号線）沿いに位置し、旬

の果物スイーツや名物料理を提供するフードコート、県産あかつき桃を使っ

た「雪うさぎ」ソフトクリームが買える飲食店なども充実している。レスト

ランではブランド肉「ふくしまエゴマ豚」を使用したスタミナ豚丼で夏バテ

対策に有効なビタミンＢ１を補給できるほか、人目・人混みを気にせず食事

できる半個室の「おひとり様専用席」も魅力だ。 （鈴木明香理）

山陽自動車道・徳山西インターチェンジから０・６㌔の距離にあ

るソレーネ周南（山口県周南市）は、大型車40台の駐車スペースを

備えトラックの利用も多い。日用品がそろうショップや農産品・鮮

魚の直売所など、各種施設が充実。飲食店も地産地消レストランを

はじめ複数あるが、夏場におすすめなのが、毎朝搾りたての牛乳で

作るソフトクリームが名物の「ｔｉｔｉ藤井牧場」。コクがありな

がら甘さ控えめで、男性にも好評だ。隣接するテナント「ビストロ

鹿野牧場」では、牛肉と豚肉をたっぷり使った焼きたてパティのハ

ンバーガーやホットドックを提供している。 （矢野孝明）

九州自動車道・えびのインターチェンジ近くに位置する道の駅えびの（宮崎県えびの

市）は、宮崎、鹿児島、熊本の３県の境界にある立地を生かし、新鮮な季節の野菜やフル

ーツを取りそろえている。夏には熱中症予防にも効果的なスイカやブドウ、ナシが並ぶ。

大型車は８台駐車でき、満車の場合は普通車のスペースにも駐車可能。橋口定弘支配人は

「多くのドライバーが夜から朝にかけての休憩所として活用している。一番の魅力である

霧島連山の景色を眺めながらゆっくり過ごしてほしい」と話している。 （高松美希）

舞鶴若狭自動車道・春日インターチェンジに隣

接する道の駅丹波おばあちゃんの里（兵庫県丹波

市）は、大型車用の駐車枠が14台分と多くはない

ものの、運転に神経を使う山岳ルートを走ってきたドライバーが、ほっと一息つける休憩

スペースとなっている。地元産の新鮮な野菜などが季節ごとに毎朝、直売所に並ぶ。施設

を管理する丹波ふるさと振興経営管理室の早形敏樹室長は「食堂などでは地元の食材を使

用した料理を用意しているほか、営業時間外に利用できる自動販売機も充実させている。

ゆっくり休んで仕事の疲れを癒やしていただきたい」と話している。 （小菓史和）

道の駅ふくしま

ソ
レ
ー
ネ
周
南

道の駅えびの

丹波おばあちゃんの里

四国運輸株式会社
社 長

高知市

丸栄運輸株式会社
社 長

高知市

事業協同組合 高知総合輸送センター
理事長

高知県南国市

福糧運輸株式会社
社 長

福岡市早良区

九州安芸重機運輸株式会社
社 長

福岡市博多区

九州トラック交通共済協同組合
理事長

福岡市博多区

福岡県運輸事業協同組合連合会
代表理事

福岡市博多区

公益社団法人 福岡県トラック協会
会 長

福岡市博多区

小林運輸倉庫株式会社
社 長

福岡市東区

福岡倉庫株式会社
社 長

福岡市東区

松本 俊一

森本 敬一

北岡 邦夫

築城 航太

菅 康紀

川口 廣祥

古場 裕典

二又 茂明

西濱 征治

富永 太郎

玄海産業株式会社
社 長

北九州市小倉北区

株式会社 イトキュー
社 長

福岡県糸島市

福岡ロジテック株式会社
代 表

福岡県宇美町

株式会社 博運社
社 長

福岡県志免町

株式会社 ニシアツ
社 長

福岡県新宮町

株式会社 アイエヌライン
社 長

福岡県吉富町

公益社団法人 佐賀県トラック協会
会 長

佐賀市

佐賀県物流センター協同組合
理事長

佐賀県神埼市

製缶陸運株式会社
社 長

長崎市

公益社団法人 長崎県トラック協会
会 長

長崎市

伊藤 源二

中原 理臣

永山 浩二

眞鍋 和弘

黒井 寛

奈賀幾次郎

馬渡 雅敏

和田 長儀

塚本 敏

馬場 邦彦

（順不同）（順不同）

株式会社 丸野
社 長

長崎市

公益社団法人 熊本県トラック協会
会 長

熊本市東区

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 熊本県支部
支部長

熊本市東区

野上 龍彦

下川公一郎

富田 康方

南九州交通共済協同組合
理事長

熊本市東区

株式会社 九州アイエヌライン
社 長

熊本県大津町

熊本輸送団地協同組合
理事長

熊本県益城町

熊本交通運輸株式会社
社 長

熊本県益城町

臼杵運送株式会社
社 長

大分市

公益社団法人 大分県トラック協会
会 長

大分市

東九州デイリーフーヅ株式会社
社 長

大分市

株式会社 アイエヌロジスティクス
社 長

大分県佐伯市

株式会社 中津急行
社 長

大分県中津市

株式会社 ＮＢＳロジソル
社 長

大分県日田市

富田 康方

奈賀幾次郎

永井 正人

住永 富司

足立 哲

仲 浩

田中 辰典

山下 博幸

仲 浩

河野 逸郎

一般社団法人 宮崎県トラック協会
会 長

宮崎市

株式会社 湯浅運送
社 長

宮崎市

都城貨物事業協同組合
理事長

宮崎県都城市

鹿児島共同配車センター事業協同組合
理事長

鹿児島市

公益社団法人 鹿児島県トラック協会
会 長

鹿児島市

セイコー運輸株式会社
社 長

鹿児島市

株式会社 肥後産業
社 長

鹿児島市

出水運輸センター株式会社
社 長

鹿児島県出水市

公益社団法人 沖縄県トラック協会
会 長

那覇市

琉球通運株式会社
社 長

那覇市

牧田 信良

湯浅 貴之

元明 吉美

有村 住美

鳥部 敏雄

鳥部 敏雄

肥後 貴哉

菊池 寅峰

新城 英一

喜納 秀智
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